
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    曲矢さんのエア彼氏　２


    木村くんの裏設定


    
      中村九郎

    


    
      イラスト　うき

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    プロローグ


    一章　自称『架空』の『現実』少女


    二章　エア授業


    三章　再会


    四章　フラグバトル！


    五章　体育座り


    エピローグ


    あとがき

  


  [image: ]


  [image: ]


  
    [image: ]

  


  
    　制服デート、ってどうなんだ？


    　クリスマスカラーに染まった駅前通りを歩きながら、そんなことを考えていた。


    「木き村むら、偶然ですね。久しぶりですね」


    　誰かと思った。


    　個性的なその顔、眉まゆ無なしの不思議な赤ん坊顔。


    「なんだ、曲まがり矢やか……」


    　曲矢サンノは、俺と俺の彼女が付き合うきっかけをくれた他校生だ。


    　一か月ぶりの再会になる。


    　だが、俺の頭の中は制服デートでいっぱいだった。


    「曲矢、制服デートってどうなんだ？」


    「制服デートですか？」


    「あぁ……」


    　一か月前から付き合っている俺の彼女は、いわゆる幼なじみだ。


    「ちょっと彼女と揉もめちゃってるんだ」


    「制服デートが、ケンカの原因ですか？」


    「俺とあいつが同じ高校に通ってれば問題ないかもね。けど実際、効率的じゃなくね？」


    「効率ぅ？」


    　曲矢は俺の彼女と同じ反応を見せた。


    「効率とか、そういう問題ではないと思いますが……」


    「俺とあいつの学校、電車で三駅も離れてるじゃん。しかもあいつ、部活が終わるの遅いだろ。部活を辞めた俺は暇ひまだから、移動するのは俺の役目だ。時間はあるから家に寄って着替えたいのに、制服デート？　あいつはなんでこだわるのか……」


    「だって制服デートは、高校生の間しかできないんですよ？」


    「そうだけど、やっぱ効率的じゃないし……」


    　信号待ちの交差点、欠伸あくびしながらｉＰｏｄを操作する。


    『彼女と別れた／瞬しゆん間かん／彼女の傍そばに自分以外の誰かが現れる／ってことわかってる？』


    　ディスプレイの表示は『Brother』、ＤＴＢダウンタウンブービーズの新曲だ。


    　ＤＴＢは現役女子高生五人組のグループである。


    『ちゃんとわかってないとさ／Brother／……』


    　歌詞を書いているのは俺と同じ高校一年生だとか。


    　所しよ詮せん、同い年タメの女の子の戯たわ言ごとである。


    　今ひとつピンと来ないのはご愛あい敬きよう。ＴＳＵＴＡＹＡが半額の日じゃなかったらレンタルしてない。ぼーっと聴いている分にはちょうどいいが、ぼんやりしすぎたか、後ろから突き飛ばされた、それも一人にじゃなく大勢に。信号が青に変わっていて「あっ」という間、人波に呑のみ込まれ、左のイヤホンが外れ、雑ざつ踏とう、雑踏に消え入りそうな、キミの声──。


    『元気ないね？　どうしたの？』


    　空耳だってわかってる。


    　それなのに、捜さずにいられないんだ。


    「ちょっと待って、そこの人……待ってくれ！」


    　無我夢中で人波を搔かき分け、強く強く、捕まえる。


    「木き村むら、どこ行くんですか？」


    「いたんだよ、彼女が。先輩が……先輩？」


    　間違えた。


    　俺の彼女の杏あん子こは上級生ではなく、同級生って設定のはず──設定？


    　設定がぶれたらエア彼女はできなくなる。


    　会えなくなる。


    　俺が捕まえたのは、彼女に似ても似つかぬバスケットボール──を持ったスポーツ用品店の女性店員だった。


    「あ、ごめん。だって一いつ瞬しゆん……すげー、似てたんだ」


    　ちょっとだけ似てる後ろ姿への勘かん違ちがい、もう何度目だろうか。


    　ＤＴＢのＭＣは軽快。


    　軽快、超軽快。


    『彼女と別れた／瞬間／彼女の傍そばに自分以外の誰かが現れる／ってことわかってる？／ちゃんとわかってないとさ／Brother／永遠に彼女を忘れられないぜ／Brother 』


    　しつこいサビだ、覚えちゃいそうなくらいに──。


    「似てたな、さっきの子……」


    　通り過ぎたスポーツ用品店をふり返ってみる。


    　スポーツ用品店の女性店員は、商品搬はん入にゆうの手を止めたままこっちを見ていた。


    　透明な袋に入ったディスプレイ用らしきバスケットボールを手に、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情である。曲まがり矢やは彼と同じか、それ以上のどん引き雰囲気ムードだ。


    「木村、もしかして今のボール彼女違いですか？」


    「何だよ、それ」


    「ひょっとしてあのボールと見間違えましたか、バスケ子先輩のことを……」


    　バスケ子先輩、忘れられない名前だ。


    　先輩は俺を庇かばい、悪者にナイフで刺されてしまった。


    「先輩と俺は、子どもの頃からいつも一いつ緒しよだった。先輩は俺のこと一番近くで見守ってくれてた。最後まで俺のこと庇って、フェンスの向こう側へ転落を……」


    「ポーンって弾んでプシューって空気抜けながらブッブーって通りかかった車に……」


    「先輩の死を擬ぎ音おんで片付けるんじゃねぇ！」


    　いや、曲まがり矢やは間違っていないか。


    「そうだよな。バスケ子先輩は人じゃなかった。バスケットボールだった」


    「木き村むら、回想中のところ申し訳ありませんが……ご覧ください」


    　スポーツ用品店の従業員は「よこせ！」と襲おそいかかった俺のことをまだ見てる。


    「そりゃそうですよ、木村。突然『俺の彼女だ、よこせ！』は驚おどろかれて当然かと……」


    「え、俺そんなにテンション高めだった？」


    　高くもなるか。


    　バスケ子先輩は、エアのこと何も知らない俺を導いてくれた元カノだ。


    「そう簡単に忘れられるはずがないんだ」


    「あのぉ、そもそも誰ですか？　バスケ子先輩なんて名前をつけた変わり者の方は……」


    「それはおまえだ！」


    　そう、曲矢は俺にとってエアの師匠である。


    　俺は曲矢に師事し、バスケ子先輩を犠ぎ牲せいに、エア彼女・杏あん子ことの交際に至ったのだ。


    「しかしですね、木村。元カノの思い出をひきずってるとか、それだけでもダメなのに……ひきずってる元カノがボールだなんて知ったら杏子さん、怒りませんか？」


    　杏子、それが俺のエア彼女の名前である。


    「わかってるよ。けど、あのボールがバスケ子先輩そっくりだったから、つい……」


    　何事もなかったかのように、街角には年の瀬の雑ざつ踏とうが戻っている。


    「今のはエアができかけてた、ってことか……一か月ぶりだ」


    　もっと集中しなければ、エアはできない。


    「今日こそ杏子と会わなくちゃ……余計なこと考えてちゃダメだ」


    「木村、大丈夫ですか？」


    　俺は大丈夫、大丈夫に決まってる。


    「俺は、もう行くよ。杏子と制服デートだ」


    「木村」


    　曲矢の言葉は時々、耳じゃなくて心臓まで届く気がする。


    「杏子さんには、会えないんじゃないですか？」


    　ドキリとした。


    　制服デートとか言ったけど、本当はすれ違いが続いている。


    　ほとんど召喚できていない会えないでいるんだ。


    「木村は、現実の杏子さんにも会えないでいるでしょう？」


    「な、なぜそれを……」


    　それは俺の核心。


    「木き村むらの場合、現実の不都合がエアに強く反映されがちなんですよね。木村がエア彼女に会えないでいるならば、つまりそれは、現実の杏あん子こさんに会えないことの表われというか……だいたい、エアはイメージが大切なのに、バスケ子先輩のこと考えたりぶれすぎです」


    「そうだな、エアってイメージが大事なのに……」


    「もっとも、今の木村がどうやったってエア彼女には会えませんけどね」


    「は？　どういうことだ？」


    　師匠は言った。


    「誘ゆう拐かいしましたからね、杏子さんは、この私が」


    　赤いコートを翻ひるがえし、どこか切ない横顔を残して行こうとする。


    『永遠に忘れられないぜ／Brother 』


    　耳に残るは誰かの戯たわ言ごと。


    「ちょっと待てよ、曲まがり矢や。杏子を誘拐したってどういうことだ？」


    「質問はなしです。杏子さんを返して欲しかったら私の言うことを聞いてください」


    　謎なぞが謎を呼ぶ、っていうのはこのことだ。


    「曲矢……おまえに友達なんていたのか？」


    　曲矢に手を振る美少女がいる。


    　それも一、二、三──四人も！


    　曲矢はその美少女たちと、ファミレスへ向かおうとする。


    　その「私も美少女集団の一員ですが？」的な顔に疑問を抱いだかずにはいられない。


    「曲矢、おまえだけ激しく浮いてんぞ！」


    　眉まゆ無なしの非美少女のくせに、曲矢は俺の声を完全スルーだ。


    　ファミレスの入り口でようやく立ち止まる。


    　何だその上目遣いは。


    「木村……」


    「急にもじもじしてどうした。声を張れ、どっか痛ぇのか？」


    　曲矢はひとつ息を吸って言った。


    「私の彼氏になってくれませんか？」


    「……………………………………………………………………………………………え？」


    　胸がざわっとした。


    　そうだった。


    　曲矢サンノは、俺の心臓に負担をかける眉無し少女である。
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    「そういえば、ＤＴＢのアルバムをレンタルしてみたぞ」


    　何気ない話題を振ってみる。


    　曲まがり矢やは、「私は持ってますよ」の一言で会話を途切れさせた。


    「そんなことより木き村むら、世間は勝手に一年を締しめくくりにかかってますよ」


    「別に曲矢の許可はいらねーだろう」


    　俺、木村カントの一年をふり返ってみる。


    　どちらかといえば、青春していた方だ。だが左ひだり膝ひざを壊こわしてしまい、三か月前にバスケ部を辞めた。同じ時期に曲矢サンノと出会ってしまって以来、調子がおかしい。今まさに不可解の時というか、「謎なぞの美少女集団との親しげな談笑の図」を見せつけられて、思った。


    　曲矢サンノは謎だらけだ。


    　住まいは見捨てられた廃ビル、一方で名門女子校の生徒だったりする。


    　美少女たちとの会合は終わった模様。


    　遠巻きに観察していた俺の隣となりにやって来た曲矢は、平然とポテトをパクついている。


    「曲矢、いいのか？　連中、まだこっちをちら見してるぜ？」


    　窓辺のボックス席に美少女、美少女、美少女、美少女──何というか。


    「圧巻だぜ……曲矢、あの四人と知り合いなのか？」


    「木村、今日って寒くないですか？」


    「しようぜ、会話……」


    「今回のアルバムといえば、三曲目の『brother』は秀しゆう逸いつですよね」


    　終わったはずの話題なのに、曲矢のタイミングで再登場。


    「賑にぎやかで前向きな失恋ソング、っていうのも悪くないですよね」


    「けどあの曲ぜんぜん韻いんとか踏ふんでねーし……つーか、さっき『彼氏になってくれませんか？』ってさりげなく俺に告コクったか？　俺には彼女が……」


    「そうでした」


    「どうでした？　俺に彼女がいること思い出したのか？」


    「はい。確かにあの三曲目は、二曲目のアンサーソング的な作りなんですよね」


    「おまえ誰と喋しやべってんの？」


    「ところで木村は、期末テストの準備をしてますか？」


    「してねーよ、つーか俺の話を聞けってば！」


    「あっ、三曲目が始まりますよ」


    　なるほどね。


    「聞く耳なしね。ＤＴＢの曲が聴きたいわけだ」


    　成立しない会話が、成立した曲矢との関係だったりする。


    　午後八時のファミレスはほぼ満席状態、騒そう々ぞうしいものの独特の和なごやか雰囲気ムードだ。フォークを床に落とした子どもの泣き声とか、ＤＳ片手に言い争う中学生の集団とか──。


    　窓まど際ぎわの美少女四人組だけが浮いている。


    「曲まがり矢や、あの子たちまだ『用件がある』って雰ふん囲い気きだぜ？」


    　こっちを窺うかがっては、額ひたいを突き合わせ何事か話していた。


    「おい、聞いてるか？　別に俺と一いつ緒しよにいなくていいから、連中のとこに行けば？」


    「もぉ、歌詞が聞き取れなかったじゃないですか！」


    「あのなぁ、そろそろ俺の話を……や……とりあえずあれだ、曲矢」


    　四人掛けのテーブルなのに俺たちは、向かい合わない「カップル並び」である。


    「曲矢、せめて向かいの席に行ってくれない？」


    「空からお金が降って来た♪」


    「お……おい？」


    「超ラッキー／虫取り網で／バッチコーイ♪」


    　ご観覧の皆様、どうか驚おどろかないで欲しい。


    　ファミレスのＢＧＭを遥はるかに凌りよう駕がする声量だが、その理由は、ｉＰｏｄの音源に夢中だからだ。歌詞が独特すぎるのは、逆に、店内のざわめきのせいで歌詞を上う手まく聞き取れないからだ。それにしても注目の的だが、曲矢はおかまいなしに盛り上がり始める。


    「なーんだ小こ雨さめか／しかもお札はないね／小銭だね／イテテ百円玉／目に当たった♪」


    「小銭の小雨……おまえの耳、どうなってんの？」


    「えっ？」


    「歌詞が聞き取れないからってニュアンスで歌うなよ」


    「え？　何ですか？」


    「だからおまえの勝手な歌詞が……っ」


    　タイム、ターイム！


    　大至急、タイムアウトを要求する。曲矢の右耳からぶら下がる白いコードを目で追いかければ、制服の上からでもわかる胸の曲線へと続く。そして華きや奢しやな腕へと伸びていた。


    　それは枝分かれし、俺の左耳へと繫つながっている。


    　いつの間にか、勝手に！


    「相合いイヤホンになってんじゃねーかっ」


    「愛あい々あい……相合い傘が何ですか？」


    「いいからイヤホン返せ！」


    「あっ……」


    「おまえ、どういうつもりだ。俺のこと彼氏として演出してるつもりなのか？」


    「別に……カップル並びは以前からやってるじゃないですか」


    　確かに、相合いイヤホンはともかくカップル並びには理由がある。


    　災さい厄やくの元凶は曲まがり矢やの彼氏だ。


    　一見すれば、曲矢は普通の少女かもしれない。


    　曲矢サンノの通っている楠くすのき女学院は、県内でも有名なお嬢じよう様さま学校だ。そういえば、喋しやべり方ひとつとっても何となくお上品な感じはする。「県内可か愛わいい制服ランキング第三位」の制服ということもあるが、着こなしもまずまずだ。


    　椅い子すにかけた赤のダッフルコートもまぁ、まぁまぁの可愛い系である。


    　ただ、残念なことに──。


    「木き村むら？　どうして私の顔をじっと見てるんですか？　何かついてますか？」


    「や、逆だ」


    　何度見ても眉まゆはない。


    　化粧っ気がない、というのとは少し違う。むしろ入念にいろいろと整えている風だ。ただ使っている化粧品が架空エアなのである。この不思議な赤ん坊顔はエアメイクのなせる技なのだ。あれもこれも、エアメイクもカップル並びも曲矢の彼氏のせいなのだが──。


    　あれ？


    「俺に見えないってことは曲矢、今日はエア化粧すらしてな……」


    「あ、もぉ、ポテトがテーブルの上に落ちちゃったじゃないですか」


    「それ俺のせいか？」
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    　ポテトを指で摘つまんだ曲まがり矢やは、何やら思案した後、正面の空席へ差し出した。


    「巽たつみ、このポテトあげますから、あーん、してください」


    「おまえ、落ちたポテトを彼氏に食わすのかよ」


    「巽は優しいですからね」


    　巽幸ゆき雄お、曲矢のエア彼氏の名前だ。


    　曲矢の妄もう想そうが生み出した脳内彼氏である。脳内彼氏とはいえ、曲矢にとって現実以上に現実的な存在というか、世界の中心とか、世界そのものですらある。一般の方には何も見えないかもしれないが、正面の空席は、曲矢のエア彼氏の指定席なのだ。


    　ゆえに俺は毎度、正面は空席なのに曲矢と並んで座ることカツプル並びを強要されている。


    「あ、もぉ……木き村むらぁ」


    「何だ？　おまえわざとポテト落としてない？」


    　一か月ぶりに会ったが、変わらない。


    　曲矢は、初めて出会った時の衝撃インパクトを思い出させてくれる。さっきからポテトを持つ手が覚おぼ束つかない。今度はテーブルの下に落とし、それを拾って、空席に微笑ほほえみかけた。


    「はい、巽、あーん♪」


    「おまえいくら何でも床に落ちたポテトを食わすのはおかしくね？」


    「私の苦手な物は何でも食べてくれるんですよ、巽は」


    　冷たい視線を感じる。


    　一般の方々が「異質」に気づき始めていた。


    　四人組の美少女集団は、曲矢の友達ではないのだろうか。


    　遠巻きにひそひそやっている。


    「曲矢を止められるのは俺しかいない、ってわけか……ちぇっ」


    　俺はｉＰｏｄを制服のポケットにしまった。


    「おい、曲矢……」


    「巽、あーん。ほら、どうしたんですか？　ぱく、っと勢いよく、ほら、ぱく、は？」


    「曲矢、俺に話してみろよ」


    　いつか誰かに言われた。


    『傾かたむいている者を理解できるのは、同じ傾きを知る者だけだ』


    　みたいなこと。


    「曲矢、今日どうしたんだよ。エア化粧すらしてねーし、巽は、いないじゃないか」


    　巽の指定席は、現実にもエア的にも空席だ。


    　エアがそこにいれば、俺にも見える。エアが見えるから、曲矢と出会った。エアを現実と同じかそれ以上に感じられる存在は「エアリアル」と呼ばれている。そのエアリアルとしての才能を開花すべく、曲矢に弟子入りしたのが、すべての始まりだった。


    　俺たちは同じエアリアルだ。


    　悩みがあるなら話してみればいい。


    「俺はまだエアのことよくわかってねーけど、話くらい聞くぜ？」


    　曲まがり矢やはポテトを手に、ため息をひとつ。


    「そうですね、こんなことしていてもムダですね……じゃあ木き村むら、あーん♪」


    「いらねーわ、落ちたポテト！」


    「皆に嫌われて、かわいそうなポテ子ちゃん……」


    「つーか今の『あーん♪』も俺を彼氏に見せようとした演出なんじゃないだろうな？」


    「そうですよ、彼氏になってくれませんか？」


    「だからいったいどういうつもり……っ」


    　このタイミングで来た、美少女がやって来た。四人組のうちの一人だ。


    「サンノ、ちょっといい？」


    　遠くても近くても、美少女は美少女だ。


    　そもそも美少女をして美少女の一言で済まそうとするにはわけがある。「やばい、美少女だ」って反射的に目を逸そらさなければ「何見てんのよ」って睨にらみ返されるような気がしてならない。曲矢あたりに睨まれても平気だが、美少女は俺の柔やわな心ハートを傷つける。


    　どう美少女なのか確認したいのだが、隙すきを見つけられなかった。


    「サンノ、こっち見なさいよ」


    「乃の々の乃のさん……」


    　曲矢が口にした美少女の名前は変だ。


    　奇妙ですらあるが、突っ込めない。なぜなら「美少女の香り」がする。漠然といい匂においだ。飲みたくもないコーヒーをすすって平静をアピール──何だか悔しい。


    　勇気を出して盗み見た。


    　ボリュームのある髪の毛を頭頂部でひとつにくくっている。すっきり小顔のくせにワイルドな鬣たてがみ風ふうのアレンジだ。赤チェックの制服は『県内可か愛わいい制服ランキング第一位』の百日紅さるすべり女子高校だが、スカートは三段重ねのフリル。派手な改造スカートである。


    　乃々乃は曲矢に摑つかみかからんばかりの勢いだ。


    「話はまだ終わってないよ、サンノ」


    「乃々乃さん、私は……」


    「向こうにいる皆は優しいよ。だから言い出せないでいる。だけど、あたしは……」


    　やばい、さらにもう一人の美少女がやって来た。


    「落ち着いてよ、乃々乃」


    　もはや俺の視界には美少女たちの首から下しか入っていない。


    　こっちは大だい算さん大付属の制服、チェック柄のスカートと同じ飾り紐ひもを蝶ちよう々ちよう結びで巻きつけてデコってある。アレンジがファッション雑誌風というか「ノースリーブのダウンでキュートにスポーツＭＩＸ」みたいなキャッチフレーズがそのまま当てはまりそうな衣装だ。


    　美少女たちは軽い仲間割れを始める。


    「乃の々の乃の、サンノはもう辞めちゃったんだ。もう仲間じゃないんだから……」


    「けど、小しよう吉きちっ」


    　小吉の髪型も奇抜、サイドで蝶ちよう々ちよう結びだ。


    　小吉は──。


    　って、小吉だと？


    「乃々乃、とにかく落ち着くんだ。サンノにはボクから話すから、ボクに任せて」


    　変声期の峠とうげは越えている感じだ。


    　危うく騙だまされるところだった、冗談じゃないぜ。俺はつぶやく。


    「小吉、おまえ男の子かよ」


    「うん？　そうだけど……ここ、座っていいかい？」


    　制服や髪型のアレンジは美少女風だが、何気ない仕草は野郎のそれだ。


    「似合ってる。似合ってるけど女装っておまえ、スカートっておまえ……」


    　もしや、もう一人の乃々乃ってやつも女装男子なのか？


    　曲まがり矢やの正面に座った乃々乃を見る。


    「何見てんのよ」


    「や、ごめんなさい」


    　俺の柔やわな心ハートを砕く強烈な一いち撃げき、乃々乃は美少女で間違いない。


    　刺とげ々とげしい口調だが、声までしっかりと美少女声だ。


    「サンノ、巽たつみはどこ？」


    「そうだよ、サンノ。いつも一いつ緒しよにいたじゃないか、あんなに仲良しだったのに……」


    　二人の問い詰めるような姿勢に、曲矢は曖あい昧まいな態度で返事した。


    「私が誰と一緒にいようと、小吉くんたちには関係ないでしょう？」


    「気を悪くしたなら謝る。だけど皆、サンノが戻って来るのを待ってるんだ」


    「私はもうチームには……って木き村むら、何を驚おどろいているんですか？」


    　この世に曲矢を受け入れる世界があるなんて。


    「なぁ、お話の途中わりーが……」


    「あんたは？　誰？　サンノの何なの？」


    　俺は悟った。


    　俺は美少女という生き物の発する問答無用の説得力が苦手な、普通の男子らしい。


    「お、俺は木村カントだ」


    「曲矢の何、新しい彼氏？」


    「まさか、俺は……」


    　曲まがり矢やの『私の彼氏になってくれませんか？』発言が脳裏をよぎる。


    　事情はわからないが、こいつらを追い払うため俺に彼氏役を演じて欲しいのだろうか。


    「俺は、まぁ、その何つーか……」


    「あたしたちは、サンノの中学時代からの仲間よ」


    　俺の返答の途中だったはずだが──。


    　乃の々の乃の様は舌打ちされた後、お優しくも説明してくださるご様子。


    「中学時代から、っていうかあの頃だけか……あたしたちは仲間だった、過去形だよね」


    「おまえら曲矢と同じ中学だったのか？」


    「あんたさぁ、あたしが話してあげてんだから先読んで理解しなさいよ」


    　ゴージャスな考え方をなさる。


    　乃々乃は苛いら立だたしげに制服の袖そでボタンを触りながら、吐はき捨てるように言った。


    「あたしたちは『新にい見みセントリボン』のユースチームで出会ったのよ。サンノは中学時代、最年少でトップチームに昇格しかけてた。なのに突然、辞めちゃったのよ」


    　一いつ瞬しゆん、乃々乃が何を言っているのかわからなかった。


    「何あんた、どっかの高校の『エア部員』なんじゃないの？」


    「ちょ…………え？」


    　不可解が連鎖する。


    「あたしや小しよう吉きちが見えてる、ってことはあんたもエアリアルでしょ？　どっかの高校のエア部でエア甲こう子し園えん目指してる、そんなところでしょ？　サンノはユース時代から有名人だったから、憧あこがれてさ。サインでも貰もらおうと鞄かばん持もちをしてる。そうに決まってる！」


    「ちょ……」


    「へー、とぼけるんだ。まさかあんた……そこそこ自分のエアに自信がある口？　エア日本代表とかエアワールドカップとか、本気で目指しちゃったりしてるとか？」


    　タイムターイム、大タイム。


    　話の流れから察するにこの二人、どうもエアだ、現実の存在じゃないらしい。


    　だがそれは、いったん脇わきへ置いてみる。


    「ちょっと待てよ。もしかしてさ。世の中にはエア業界があってさ。エア業界にはサッカー協会みたいなシステムがあってさ。社会としてがっちり運営されてるのか？　世界のエアを統括する機構とかがあってさ。あんのかよっ。それぞれの国にも協会とか……？」


    「そんなの、どの世界にも共通する仕組みでしょ」


    　説明を投げ出す乃々乃に代わって、小吉が肩をすくめた。


    「どんな組織だって成熟してしまえば、枠組みというかそれなりの構造ができて……」


    「待て待て、エア業界って成熟してんのか？」


    「歴史があるからね」


    「歴史……そういや十字軍時代がどうの、とか聞いたことある気が……」


    　じゃ、日本エア協会とかあるのか？


    　プロのエアチームが存在し、その下部組織で育成とかしてるのか？


    「エア部、って言ったか？」


    　高校にもエア部があるのか？


    　エア県大会とかあって、あっ、エア甲こう子し園えんってさっき言ってた！


    「言葉の響ひびきだけで何だか面白くねーか？」


    　や、待てよ。


    　あくまでエアの話だ、どれもこれも架空の事柄なら想像するだけムダだ。


    「協会とか言ってるけど、それ自体エアなんじゃねーか？」


    「さぁね、答える義理はないでしょ」


    　乃の々の乃のは何だか不敵な笑みを浮かべる。


    　これ以上、妄もう想そう話ばなしに付き合えばケガをしそうだ。


    「それよりおまえら……」


    　乃々乃＆小しよう吉きちを見比べる。


    　奇抜すぎる名前や外見だが、なるほど、二人がエアならアリだ。笑っちゃうような名前も、ひいちゃうくらい派手な髪型も、エアだから一般の方々に迷惑はかけない。


    　なんてことない。


    　エア美少女とエア美少女風男子、エアリアルである俺たちにしか見えていないのだ。


    「くそぉ、エアだったのか……緊きん張ちようして損したぜ」


    　ところで、俺たちエアリアルの妄想の共有というか。


    　別のエアリアルが造り出したエアを見たり、感じたりできるのは「共感覚」のおかげらしい。俺たちのお仲間である三み田た村むら正まさ義よしが言うには、確か──。


    『ひとつの音に対し色や味といった別の感覚を伴う「共感覚」現象が、エアリアル同士の妄想の共有を可能にしている。例えばきみは、曲まがり矢やがエアを呼ぶ声を見ている。エアリアルなら他人のエアが見えるし、声も聞こえるし、触れようと思えば触れられるんだ』


    　わかるような、わからない理屈だ。


    　ていうかわからない理屈なんだと思う。しかしこの理屈を、「わかるような」って感じる人間がエアリアルなんじゃないだろうか。エアなんてそもそも存在しないのだ。


    　存在しないエアの理屈が「わかるような」気になってしまったら最後──。


    　見えちゃうし、感じちゃうんだ。


    「そうか、向こうのテーブルの二人がこのエアたちを俺に見せているエアリアルか……」


    「ちょっとあんた、何ぶつぶつ言ってんのよ」


    「うるせーな、エアおまえらと話してるから俺まで変な目で見られてんじゃねーか！」


    　店内のあちこちからの変わらぬご愛あい顧こ、生温かい視線は当然と言える。


    　俺は今、空気ちゃんと空気くんと空気について論じ合っているのだ。


    　そういえば最初から客の反応は変だった。


    　美少女が四人もいるあっちのテーブルに、なぜ視線が集まらないのか。


    　美少女席の二人は揃そろって鏡を覗のぞいているが、曲まがり矢やと同じエア化粧の疑い大だ。


    　そして二人のエアリアルの制服は乃の々の乃のたちほど改造されていない。


    「美少女の雰ふん囲い気きだけじゃねーか、よく見れば普通じゃねーか！」


    　小しよう吉きちがふしぎそうに答える。


    「木き村むらくん急にどうしちゃったんだい？」


    「小吉、特におまえだ。俺の美少女体験を返してくれよ！」


    　目の前の女装美少年はエア、一般的には空気ということになる。


    　空気とはいえ、エア的には強敵だ。


    　なにしろ小吉は「女装がキマる美少年」という設定のエア彼氏である。


    　そして乃々乃は、どっちの少女のエアなのはわからないがエア彼女ってことだ。


    　彼女のエア彼女！


    「敢あえてツッコマねーが、妄もう想そうにしてもおまえら自由すぎねーか？」


    「何あんた、エアリアルなのにエア部員じゃないの？　どこにも所属してないの？」


    「そんな部、見たことねーし……」


    　やべっ、店員に睨にらまれた。


    　乃々乃は一般の方に見えていない上に、その声は聞こえていないのである。


    「乃々乃……エア部っていうけど、試合とか、どうやるんだよ？」


    「最初に、カードを引くのよ」


    「カード？」


    「そ、野球なのかサッカーなのかバドミントンなのか、まずは試合形式を決める」


    「ランダムで競技を決定……ってその後で例えばエア卓球とかすんのか？」


    　架空のボールで行われるエア競技──。


    「エア力ぢからっていうか、妄想力が唸うなれば唸るほど哀かなしくね？」


    「サンノはＪＡＰＡＮジヤパン代表の候補だったのよ」


    「ＪＡＰＡＮ！」


    「ユース年代だけどね」


    「ユースとかそこまで細かな設定が……や、けど曲矢は確か」


    　中学時代はラクロス部だった、そう言ってた気がする。


    「曲矢、おまえラクロス部だったんじゃねーの？」


    「学校の部活ではなくクラブチームでしたが、ラクロス部でしたよ。ただ……」


    「ただ？」


    「一、二年時はアメリカンフットボールやバスケットボールといった、畑違いの競技に本格参戦するという、ユニークな練習をするラクロスチームでしたが……」


    「完全にエア部じゃねーか！」


    　曲まがり矢やは、エアクラブのユースチームに所属していたのだ。


    　曲矢は窓の外に視線を投げ捨てる。


    「もう昔の話ですよ。私は……大事な試合でミスをしました。チームの足を引っ張りました。だからもう戻りません。私たちはもう仲間ではなくて、他人なのに……」


    「ちょっとタイム！」


    　何だろうこの違和感──もしかしてこれ、スポ根的なノリじゃね？


    　ひとつのミスをひきずって部を去った曲矢を、あの手この手で部へ戻らせようとする元チームメイト。だが素直になれない曲矢は、偽にせ彼氏との新しい生活を理由に、その誘さそいを断るのだった。しかしながら本音では──的な、友情ドラマのワンシーン？


    「冗談きついぜ。何がエア部だ。そんな恥ずかしい部活動をマジでやってんのか？」


    「あんたはやろうとしたってできないよ」


    「俺にはムリだ？　どうしてだよ、俺はエアリアルだし……」


    　乃の々の乃のの口調は冷たい。


    「あたしさっきの見てた」


    「さっきの？」


    　さっき俺は、小さなスポーツ用品店の前でバスケ子先輩を見かけた気がした。


    　元カノを見かけた気がしたのだが──。


    　乃々乃に鼻で笑われる。


    「あんたのお粗末な人違い遊びプレイを、見てたのよ」


    「遊びプレイだとっ」


    「どこの誰が、ボールと人を見間違うの？　あんた、自分でわかってないの？」


    「な、何のことだ」


    「あんたのことはよく知らないけど、あんた勘かん違ちがいしてるのよ、きっと……」


    　指摘されている場所は曖あい昧まいなのに、そうか、そこが核心なのかとわかる。


    　揺さぶられている。


    　慌あわてふためく柔やわな心ハート、心臓の秘密の小部屋のここ。


    「あんた捜してんだよね？　会えなくなったエア彼女、元カノを……」


    「それは、だってバスケ子先輩は……」


    「あんたが捜してるのはそっちじゃないんじゃない？」


    　失笑する乃の々の乃のに続くのは、曲まがり矢やだ。


    「木き村むら、そういえば久しぶりですね。一か月ぶりになりますか？」


    「何だよ、改まって……」


    「木村は私に、相談したいんじゃないですか？」


    　小しよう吉きちは興味深げに曲矢の横顔を見つめ、聞き入っている。


    　ユースだか何だか知らないが、エア的な上級者たちだ。上から目線が気になるが、俺自身が戸惑っているエアとの関係性が「わかる」ってのなら聞かせてもらいたいものだ。


    「お、俺は彼女と制服デートで忙しいんだ。そうだ、迎えに行かなきゃ……」


    「木村、杏あん子こさんと会えないんでしょう？」


    「それは……」


    　幼なじみの関せき杏子、街の高校に通っている杏子。


    　最近ぜんぜん会ってない、杏子。


    「会えないでいるんですね、木村」


    　曲矢は窓の外を見つめたまま、抑揚のない声で語り始めた。


    「木村は杏子さんのことを、ただの幼なじみだと思い込んでいましたね。杏子さんはそれこそ空気のような存在だった。しかし木村は知りました。杏子さんの真実……現実の杏子さんは、十年前から眠ったままなんですよね。その現実を受け入れられず、無意識に造り出していた幻想。それが、空気みたいにいつも傍そばにいると思い込んでいた幼なじみの杏子さんだった。木村が戸惑うのもムリもないといいますか……『いつも傍にいる幼なじみ』という設定は、『病院のベッドの上で眠り続ける』杏子さんの現実と、矛盾してますよ」


    「だ、だったら……何だ？」


    「破は綻たんしてしまっているんですよ、エア彼女の設定が」


    　エア彼女の設定の破綻。


    　それは、妄もう想そうの具現化という「エア彼女の召しよう喚かん」の失敗を意味する。


    「確かに、杏子とはあの日以来……すれ違いが続いている」


    　だって杏子は、本当は、傍にはいなくて、十年間も眠り続けていると知ったから──。


    「木村は『これでよかった』って思ってるんでしょう？」


    　鳥肌が立った。


    　曲矢は、ガラスに反射する俺の顔を見つめて言った。


    「木村は、杏子さんの現実を受け入れようとしている。もうエアは必要ない。エアは、木村が杏子さんのことを想う気持ちの表われだった、とそう理解しようとしている」


    「そ、そうだよ。悪いかよ」


    　俺は十年も現実から目を逸そらしていたんだ。


    　もう逃げたくない。


    　杏あん子この見舞いに行って、「ごめんな」って言うんだ、伝わらないとしても。


    「だから、これでよかったんだ」


    「だけど上う手まく現実を受け入れられないでいますね。現実の杏子さんに会いに行けないでしょ、当然ですね。矛盾してますからね。エア杏子さんは木き村むらが杏子さんを想う気持ちの表われだったのだとすれば、エアを見失った今、杏子さんへの気持ちはどこへ？」


    「ここにっ、ここにちゃんと……」


    　気持ちはあるはずなのに、上手くいかないんだ。


    「エアを取り戻さなければ、現実の杏子さんに会いに行けませんよ？」


    「俺は、俺は……」


    　エアが見えなくなったり、エアと会えなくなることは前進なんだと思っていた。


    　曲まがり矢やは目を閉じる。


    「現実の杏子さんに会うのが怖いという不安、それがエアに影えい響きようしてるんですよ」


    「設定の矛盾、破は綻たん……そうか、杏子のイメージはバラバラになってしまった。同じようにバラバラになったバスケ子先輩のイメージと混ざってしまうくらいバラバラに……だから、あんな人違いならぬボール違いまでして……」


    　最悪の状態だ。人とボールの区別もつかないなんて、どうかしてる。


    　エアのイメージを元通りにしないと、俺は現実の杏子に会いに行けない。


    　曲矢に言われるまでこの一か月、悶もん々もんとしていた。


    　少し光が見えた気がする。


    「そうか、エアを取り戻せば現実の杏子に会いに行けるのか。じゃ、俺は……うおっ」


    「やっぱりサンノはすごいなぁ！」


    　小しよう吉きちが目を輝かがやかせ、曲矢の手を取った。


    「もう一度、一いつ緒しよにやろうよ。ボクたちは仲間じゃないか！」


    　エア彼女を見失うような素人しろうとの俺は、上級者たちの世界から弾き出される。


    「やめてください」


    　曲矢は小吉の手を振り払い、窓の向こうに視線を投げた。


    「私には、皆さんのもとへ戻る資格なんてありませんから」


    「どうしてっ、皆が待ってる。戻って来なよ」


    「気づきませんか？　私はもう、皆さんとは違うんですよ」


    「違う？　違うっていったい……まさかっ」


    　小吉は後ずさりし、反対に、乃の々の乃のは摑つかみかからんばかりの勢いで身を乗り出した。


    「サンノ、巽たつみは？　エア彼氏の巽はどこへ行ったの？」


    　小吉が力なく「どうして」と肩を落とした。


    　何だか迫真の展開だが、残念ながら一般の方々に乃々乃たちは見えていない。


    　基本的に曲まがり矢やの独り演技である。


    「あーぁ……」


    　何その意味深なため息。


    　三文芝居の「心配してオーラ」なのに、小しよう吉きちは親しん身みだ。


    「もしかして……サンノも木き村むらくんみたいに恋人を失ってしまったのかい？」


    　小吉、「も」って曲矢と俺を一いつ緒しよにしないでくれよ。


    「サンノは巽たつみと別れたのかい？」


    「人の心って、わかってるつもりで、わからないものなんですね」


    　曲矢の穏おだやかな微笑ほほえみに、乃の々の乃のが狼狽うろたえる。


    「サンノは巽と別れて、今は、このリストバンドくんと付き合ってるの？」


    「私がチームを去ってから、もう一年も経たってるんですよ？」


    　涙が一ひと雫しずく──。


    　何だか「木村とは罰ばつゲームで付き合ってます」みたいな扱いじゃないだろうか。


    「移りゆきますよ、落ちぶれますよ、私……ダメな子ですから」


    「曲矢おまえ、後で俺に謝れよ？」


    「お願いですからどうか、もう私のことは忘れてください！」


    　すげぇ、俺はもうここにいないみたいだ。


    　曲矢の演技に感化されたのか、乃々乃の口調までメロドラマ調になる。


    「そうっ、エア彼氏に捨てられてこんな男と。だったらもうサンノに興味はないわ」


    「待ってよ、乃々乃。なんてことを言うんだいっ」


    「小吉、あんただってもうサンノに『戻れ』なんて言わないくせに」


    「それは、だってエアができないなら……意味ないし」


    　スポ根ノリにありがちな突然の急展開というか、どいつもこいつも暑苦しい口調だ。


    　乃々乃は美少女席の「乃の々の花か」という少女に「帰るよ」と声をかける。


    　何となく設定が見えた。


    　たぶん双子の姉妹だ、乃々乃と乃々花はよく似ている。「威圧的なまでに派手な乃々乃は、自己主張の苦手な乃々花とは対照的な双子の姉」って設定に違いない。


    　姉の乃々花は鞄かばんを抱えておろおろしている。


    　直情的な妹の乃々乃、そして旧友の曲矢との間で板挟み状態だ。


    「わ……わたしは待ってるよ、サンノさん」


    「乃々花、何言ってんの？　エア彼氏に捨てられたらエアリアルじゃないもん。新しく背の低い彼氏も作ってるし、もうあたしらのことなんて忘れたいんだよ」


    「サンノさんは、戻って来る！」


    「乃々花……」


    　教科書通りの「待っている奴もいる」という設定に、啞あ然ぜんとしてもいいだろうか。


    「待ってるから、サンノさん。本当は皆、戻って欲しいんんだよ……ね、乃の々の乃の？」


    「し、知らない！」


    「乃々乃……」


    「サンノなんてもうとっくに、仲間じゃないんだからっ」


    「乃々乃、待って！」


    　どうしようこのメロドラマ、そしてこの連中。


    　さすがに店内が騒そう然ぜんとし始めている。曲まがり矢やは窓の外を見つめ憂ゆう鬱うつモードというか、「昔の仲間に愛あい想そを尽かされた少女」を熱演中だ。乃々乃＆乃の々の花かが退店し、注目は──。


    　残りの二人、いや、小しよう吉きちはエアだから実質一人だ。


    　女装男子の小吉が（エア）コートを羽は織おらせる少女、おまえはいったい何者なのか。


    　長い黒髪の、清せい楚そな感じの女の子だ。


    「サンノ、もうわたくしたちのことは忘れなさい」


    　曲矢が腰を浮かせ、その名を呼ぶ。


    「ミセスバタフライ……」


    　身構えていた分、面食らわずに済んだ。


    「曲矢、おまえ英語の授業をマジメに受けてないのか？」

  


  [image: ]


  
    「木き村むら？　どういうことですか？」


    「ミスは結婚してない女性につけて、ミセスは結婚している女性につけるんだぞ」


    　同じ高校生相手にミセスバタフライっておまえ──。


    　あれ？


    　ミセスバタフライ？


    　お蝶夫人ミセスバタフライ！


    「待て待ておまえら、それ不ふ朽きゆうの名作の主要人物の名前だ！　完全にかぶってんぞ？」


    「サンノ、今のわたくしはただの蝶々パピヨンですよ」


    「フランス語に変わった！」


    　俺に突っ込まれて設定を変えた？


    　瞬しゆん時じのことである。


    　なるほどエア上級者の技術だ。


    　エアをイメージするのに設定は重要──って残念だ、鞄かばんに「広ひろ田た」と刺し繡しゆうされている。


    「自由すぎるだろ、おまえたち……」


    　何がミセスだ、どの辺りが蝶々パピヨンなのか。


    　広田は語る。


    「サンノ、わたくしの名などもう忘れてくださって結構。乃の々の乃のの言う通りですよ。巽たつみを失ったサンノは、エアの世界には戻れない。サンノの心は中学時代のあの最後の試合……大事なシュートを外した瞬しゆん間かんに折れてしまっていたようですね」


    「私は、私はただ……皆に会わせる顔がなくて……」


    「言い訳など結構！」


    　広田は鋭く言い放ち、曲まがり矢やは俯うつむいてしまった。


    「木村様、でしたか？」


    　いかにも、俺は木村様だが？


    「新しい彼氏として曲矢を頼たのみますね」


    　ごきげんよう、って広田は踵きびすを返した。


    「クリスマスですよ、サンノ」


    　お決まりのパターンだ、「最後のチャンス」を曲矢に与える。


    「クリスマスまでに巽を取り戻しなさい。その時は、わたくしがお相手します」


    「蝶々パピヨン……？」


    「もし私に勝つようなことがあれば、チームに戻れるよう取り計らいましょう」


    　実に険悪な別れ方だった。


    　とりあえず曲矢の彼氏のふりが終わってホッとする。


    　しかし、エア部とかエアのクラブチーム『新にい見みセントリボン』とか。


    「すげーな、やっぱ曲まがり矢やは……」


    　改めて思った。


    　妄もう想そうのあっち側にいる曲矢と比べれば、俺はこっち側の人間である。


    　妄想は所しよ詮せん、妄想に過ぎない。金曜日のファミレスのざわめきを思い出せば、妄想のひとつひとつが一斉に弾けて、何もなかったみたいに感じられる。


    　エアスポ根、だからどうした。


    　エア彼女を見失った？


    　最初からそんなのいないのに──。


    「すみませんでした。ご迷惑をおかけしましたね、木き村むら……」


    　何もないのと同じなのに、曲矢は何だか哀かなしそうに見えた。


    　ムリして微笑ほほえみを浮かべていた。


    



    　　　　　　　◇　◇


    



    　俺は、エアが見えなくなったり会えなくなっても「それでいい」。


    　むしろ戻るべき現実がある。


    　だけど曲矢には何もないというか、例えば、エア彼氏の巽たつみは既すでに亡くなった人物がモデルなわけで、戻るべき場所があるというならば、曲矢──。


    「曲矢、あいつら追いかけた方がよくねーか？」


    「いえ、私はもう……あ……あは、あはは」


    　この芝居がかった仕草、何とかならないだろうか。


    「いつまでメロドラマ続ける気だよ」


    「私ってば、友達に見捨てられて、しかも彼氏は……はは……もぉ、サイテーですね」


    「巽はどうしたんだ？　本当に別れちまったのか？」


    「私のことよりも、木村は、自分の状況を理解した方がよくないですか？」


    「俺が何だよ」


    「私は杏あん子こさんを誘ゆう拐かいしてるんですよ？」


    「まだ言ってんのかよ。おまえの言ってることの意味が……」


    　まさか、まさか曲矢。


    「まさか……杏子の破は綻たんした設定をおまえ、再構築しようとしてくれているのか？」


    　曲矢による杏子の誘拐宣言。


    　それはいわば、緊きん急きゆう避ひ難なん？


    　俺が無意識のうちに生み出していたエア彼女の杏子──。


    　俺の空想とは矛盾する杏子の現実──。


    　破は綻たんした設定、バラバラになってしまった杏あん子このイメージを、曲まがり矢やは預かってくれているのか。「杏子は誘ゆう拐かいされた」と俺に思い込ませることによって、杏子の「不在」を「存在」として土ど俵ひよう際ぎわに残してくれようと言うのではないだろうか。


    　杏子は「いない」のではなく「誘拐された」のだとすれば──。


    「そ、そうか。それで俺は会えないでいる、ってことにすれば……」


    　杏子を取り戻すことができる！


    「曲矢は俺に『杏子に会いたければ取り戻せ』っていうシナリオを用意してくれたのか」


    「木き村むら、私の言うこと聞いてください」


    　いいやつだな、おまえ。


    「けど……バカだな、曲矢」


    　おまえは、俺にかまってる場合かよ。


    「感謝はする。けど、曲矢は曲矢で連中の元へ戻りたいなら……」


    「木村、黙だまってください」


    「だけど！」


    「杏子さんがどうなってもいいんですか？」


    　あれ？


    「杏子さんは私が誘拐し、監禁しているんですよ？」


    　それともこれはリアル誘拐なのか？


    　誘拐され監禁された杏子が「助けて、カント」って言ってるような気がして来た。


    　曲矢の妄もう想そうが俺の妄想を侵食している。


    「よ、よせ。やめてくれよ！」


    「木村、巽たつみのこと捜してくれますね？」


    　こいつ、自分のことしか考えてないんだ！


    　ばったり連中に会ったから咄とつ嗟さに「もう私？　新しい彼氏と新しい生活があるし？」みたいに振る舞ったものの、エア部に戻りたいんだ。だが簡単には戻れない、という現状。


    　複雑な心境、それが「巽の不在」に繫つながっているのかもしれない。


    　巽は曲矢にとってすべてだ。


    　恋愛の調子がいい時は何もかも順調、っていうのは健全な女子にありそうなパターンかもしれないが、曲矢の場合、巽が曲矢自身のパラメータみたいなものである。


    　現状は、公式で表わすことが可能かもしれない。


    



    　　　　　【エア部に戻りたいけど戻れないという不安】
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    　　　　　【巽に会いたいけど会えないという不安】


    



    　たぶん、エア部の連中との再会にテンパって巽たつみを見失ったんだ。


    　俺が杏あん子こを見失ったように、曲まがり矢やの脳内における巽の設定に、何らかのほころびが生じた可能性がある。


    　エア部の連中との再会が引き金だ。


    「曲矢、さっきの連中と再会したのはいつだ？」


    「つい先日ですが……今日はここで待ち合わせをしていました」


    「待ち合わせ場所であるこのファミレスへ来る途中に、偶然、俺と会ったってわけだ」


    　俺と会う前に、曲矢は連中と会っていたのだ。


    　巽の設定はぶれ、会えない状態だった。


    　そんなところへ「杏子と会えないでいる俺」がひょっこり登場。


    「俺が『杏子と会えないでいる』って話を、親しん身みに聞いてくれてると思ってたぜ……おまえは俺の話を利用する気で、『杏子を誘ゆう拐かいした』とか言い出したんだな！」


    　俺、被害者じゃねーか。


    「木き村むら、杏子さんを無事に返して欲しければ巽を捜して来てください！」


    　巽を取り戻した後、エア部に戻るという筋書きで間違いない！


    「はた迷惑な妄もう想そうに巻き込むなよ。つーか、なんで俺が巽を捜せると思ってる？」


    「そ、それは……」


    　エアに関して曲矢は、俺より上級者である。


    「曲矢、俺を巻き込む意味は……何かアテでもあるのか？」


    「い、いいから捜してください。こっちには人質があるんですからね？」


    「あのなぁ……」


    　心の隙すきを突かれ杏子を誘拐された、俺が悪いのか。


    　だが、曲矢の本意はさておき「杏子を取り戻す戦い」は魅み力りよく的てきだ。


    　もうすがるしか、杏子を取り戻す方法はない。


    「くそぉ……巽を捜すのは、手伝ってやるよ。そして曲矢はエアの世界へ戻れ、そこでしかおまえは生きられない。連中にバカにされて落ち込んでる曲矢は、つまんないし……」


    　ＪＡＰＡＮジヤパン代表候補だったんだろ、しっかりしろよ。


    「巽は俺が捜してやるから、杏子を返せ。杏子をどこに監禁してる？」


    「それは……あの……」


    「今考えてんのか？」


    「ち、違いますよ。えっと、その……あ……あっち？」


    「テキトーか、テメーは！　頼たのむぜ、曲矢。十年も現実逃とう避ひしてた後悔とか、設定の破は綻たんは俺のせいだ。俺が見失った杏子のイメージ、おまえが保護してくれてなきゃ……」


    　あ、やばい。


    　杏あん子こが泣いてるイメージが頭の中を支配する。


    「監禁されて腹が減って、杏子が[image: ]やせて……杏子の小さい胸がどんどん[image: ]やせ細って行く！　こうしている間にも、ない胸がどんどん減ってくんだ！」


    　俺のイメージだけど、エアにとってイメージは大きな要素だ。


    「杏子の胸がなくなる前に、杏子を返せ、誘ゆう拐かい犯はん！」


    「わかってますよ。えーと、杏子さんはですね。どこに監禁したかなぁ……」


    　エアに関しては俺、曲まがり矢や頼だのみだ。


    　だからきっと罰ばちが当たったんだ。


    　そう思った。


    　あのエア美少女集団の印象が濃すぎて気づかなかった。


    　すぐ向こうの席に一人でいたのは、上じよう下げ坂ざか高校のクラスメイトである。


    　確か名前は、小お沢ざわ。


    　ゆるーい編み目の三つ編みがトレードマーク、それくらいの印象でしかない。


    　あまり話したことはない。


    　なのに、やけに親しげに、俺の傍そばにやって来て言った。


    「カント、ぜんぜん気づいてくれないんだからぁ……」


    　俺が言うのも何だが、小沢は小柄だ。


    　あらゆる部品のひとつひとつが小さいというか、繊せん細さいな作りをしている。


    「や、カントっていきなり呼び捨てかよ……おまえは小沢、だよな？」


    「小沢？　小沢って誰？」


    　あれ、おかしいぞ？


    「それよりカント、そろそろ帰ろうよ。終電、終わっちゃうよ？」


    「ちょっと待てよ、小沢。おまえは小沢だ。それはわかる。同じ一年Ｄ組の小沢……」


    「もぉ、小沢って誰のこと？」


    「おざ……何なんだよ。一いつ緒しよに帰ろ、って地元、俺と同じ上下坂町なのか？」


    「だってあたしたちは、幼なじみでしょ」


    　あれれ、嚙かみ合ってなくね？


    「あたしとカントは小学校も中学校も、高校も一緒だよね」


    「や、高校だけ一緒のはず……」


    　何これ、何だなんだこの親しげな距きよ離り、組まれる腕──意外とふくよかな胸。


    　胸は関係ないか。


    　や、この不可解な展開のヒントはこの胸にある。


    「あ、もぉ、あたし気にしてるのに……」


    「何を気にしてんの？」


    「カントは胸がある人の方が好きなんだよね。ごめんね。あたしは……」


    「や、つーかおまえ身長のわりに……」


    　肘ひじに残ってる圧倒的な存在感を、小お沢ざわは頑かたくなに否定する。


    「あたし胸ないよ、ぜんぜんないよ」


    「その謙けん遜そん、嫌みじゃね？」


    　この上目遣いや甘ったるい舌足らずな声は、俺の知る小沢とは別人だ。


    　小沢はホントに目立たない子というか、小沢がクラスの誰かとはしゃいでいる姿は記き憶おくにない。ないが、授業で発表するときの「わかりません」って消え入りそうな声は覚えている。


    　こいつは小沢で間違いないが、まるで別人みたいな振る舞いなのだ。


    　モノマネとか、そういう雰ふん囲い気きである。


    「ね、早く帰ろ？」


    　誰にも似ていないモノマネだ。


    　誰に似ているはずもない、なぜなら小沢がマネようとしている人物は──。


    「カント、さっきから変だよ？」


    「や、小沢おまえ……いったい何のマネだよ」


    　小沢はとことんなりきって、首を傾かしげて言った。


    「あたしは、カントの幼なじみの関せき杏あん子こに決まってるじゃない」


    　自信のないモノマネについ、「どうも、○○です」って名乗ってアピールするみたいだった。小沢は俺のエア彼女の名前を騙かたる。現実の杏子ではなく、俺の妄もう想そうが作り上げていたエア杏子の設定、「幼なじみ」とか「貧乳」という話が聞こえていたのか。


    「あたし、誘ゆう拐かいされちゃった」


    「ムリだ、ムリがありすぎる」


    「どこが？」


    「おまえが何と言おうと、俺にはクラスメイトの小沢にしか見えねぇ！」


    「だけどあたし杏子だよ？」


    「杏子のはずがねぇし、目の前にいるのに『誘拐された』ってどういう意味だ」


    「えっと、それは……」


    　なぜ杏子の名を騙ろうとするのかわからないが、到底ムリな話だ。


    　だって本物の杏子は十年も眠り続けている。


    　ここにいるはずない。


    　そもそも俺だって杏子に会ってないし──。


    　俺が「杏子」「杏子」って言ってるのは、俺の妄想だ！


    「あれぇ？　変だなぁ、おかしいなぁ……」


    　小お沢ざわは「あのね」と俺の袖そでを引き、今度はゆっくりと言った。


    「カント、あたしは、誘ゆう拐かいされてるの」


    「ゆっくり言い直しても一いつ緒しよだ！　いい加減にしろよ、何のつもりだ！」


    　大事件の匂においがする。


    　まるで曲まがり矢やが二人に増殖したような、そんな悪夢──まさか！


    「曲矢の妄想に感染しちまったんじゃねーか？」


    「失礼ですね、人をウィルスみたいに言わないでください」　


    「そうでないなら……」


    　ふと、頭に浮かんだイメージだ。


    「曲矢、おまえは『杏あん子こを小沢の中に監禁した』のか？」


    「どういう意味ですか？」


    「だから、誘拐した杏子のイメージを催眠術とか使って、小沢の中に監禁して……」


    　言ってる傍そばからイメージできなくなる。


    　Ａを誘拐しＢに監禁。


    　事柄自体は単純だが、Ａがエア彼女でＢはリアル少女だ。


    　成立してたまるか。


    「カント、カントってば！」


    「小沢、おまえはちょっと黙だまって……」


    「カントの言う通りだよ」


    「俺の言う通りだ？　俺、なんて言ったか……えっと……杏子は小沢の中に……」


    「監禁されてるの」


    「おまえ何で乗っかろうとしてるの？」


    「イメージはできないけど、カントが言うならそういうことで話を進めない？」


    　曲矢が肩を叩たたいていた。


    「何だよ？」


    「杏子さんは、その子の中に監禁しました」


    「おまえまで乗っかって来んな、面倒くせぇ！」


    　妄もう想そうは自由だが、矛盾しているというか。


    　曲矢は「小沢の杏子のモノマネ」に乗っかろうとしている。「杏子の監禁場所」に困っていたところに、乗っかれそうな妄想を見つけて襲おそいかかったんだ。「杏子を小沢の中に監禁した」というファンタジー展開は、曲矢の妄想力による設定のこじつけである。


    　奇妙なのは、小沢だ。


    　曲矢の妄想を受け入れた「杏子のモノマネ」はどういう了見か。


    「小沢、おまえはいったい、なんで杏子のモノマネをしたいんだ？」


    「だからぁ、あたしは杏あん子こだよ。この子の中に監禁されちゃったんだ♪」


    「おまえは小お沢ざわだ！」


    　混乱して来た、マジで杏子が小沢の中に？


    「そんなこと、ありえるのか？　もう一度聞くぞ、おまえは誰だ？」


    「杏子だよ、そよ子は」


    　ぶれた！


    「そよ子、って誰だよ！」


    「あ、杏子だよ、杏子。あたしは杏子だよ？」


    　小沢は必死で杏子の名を騙かたろうとする。


    「なんでだよ。曲まがり矢やに合わせてるのか？　おまえら知り合いなのか？」


    　曲矢は首を振る。


    　変わり者の曲矢の友達はさっきのエア美少女軍団で打ち止めだと思われる。


    　曲矢と小沢は接点のない他人だ。


    「小沢が座っていた席はさっきのエア美少女席の隣となり……」


    　小沢にエアが見えているならば、あんな強烈な集団の近くに座るはずがない。


    　小沢はエアと無関係だ。


    　エアと関係ないのに、杏子の名を騙る？


    　どういうことだ？


    「あたしは杏子、誘ゆう拐かいされて、ここに監禁されちゃったんだ！」


    　罰ばつだと思った。


    　杏子は十年前から眠ったままでいる。


    　それなのに俺は、エアを生み出して一いつ緒しよにいるつもりでいた。


    　十年も現実の杏子から目を逸そらしていた。


    　だから罰だ。


    　罰だとしか思えなかった。
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    　うちのクラスの女子は揃そろって背が高めだ。


    「小お沢ざわ、小沢いないのか？」


    　だから百五十センチない小沢はしばしば、教室で行方不明になる。


    　小沢はその程度の印象だった。


    　なにしろ俺は、バスケ部で忙しかった。


    　ただ、合唱祭のことは覚えている。小沢は長いソロパートを歌いきり、クラスの学年優勝に大きく貢献した。後で聞いた話だが、自分からはりきったわけではないらしい。誰もやりたくない独唱パートを、半ば強引に押しつけられてのことだったらしい。


    　小沢は基本的に目立つタイプではないのだ。


    　クラスの中心的な女子グループに所属しているが、もちろんリーダーではない。


    　女子の輪の端はしっこでにこにこ笑ってる。


    　普通だ。


    　普通の女の子なのに──。


    「カント、今の授業また居眠りしてたでしょ」


    　群れからはぐれたら突然、杏あん子このモノマネの開始である。


    　いや、杏子になりきろうとする。


    　モノマネだ、騙かたりと言っても過言ではないくらいの。


    「カント、まだ寝ぼけてるの？」


    「や、別に……」


    「居眠りはダメだよ？　はい、ノート。次の授業までにちゃんと返してよね」


    　クラスメイトは「？」顔だ。


    　昨日までほとんど絡からまなかった俺と小沢の、まさかの幼なじみ遊びプレイ炸さく裂れつである。


    「遊びプレイとか……やべー、完全に怪しい世界じゃねーか」


    「木き村むら、小沢と何かあったのか？」


    　一度も喋しやべったことのないやつに話しかけられた。


    　一いつ匹ぴき狼おおかみって感じの渡わた邊なべだ。


    「木村、聞いてんのかよ」


    「何だよ。渡邊、小沢のこと好きだったのか？」


    「聞いてるのはオレだ、木村」


    「答えらんね」


    「あぁ？」


    　俺も戸惑ってんだから、答えられるはずがないんだ。


    　昼休み、俺は屋上へ避ひ難なんしたが──。


    「あれ？　カント？」


    　小お沢ざわに見つかってしまった。予鈴が鳴っている。


    「こんなところにいたんだ、偶然だね！」


    「偶然……？」


    　昼休みの大半を使って俺を捜していたのか、青空の下、きらきら汗がきれいだ。


    　校舎中を走り回って俺のこと捜してたっぽい。


    「お昼休み、もう終わっちゃうね」


    「おまえ、ふらふらじゃね？」


    「まさか屋上に誰かいるとは、それがカントだなんて……気が合うね」


    「息切れまでして必死で捜してたくせに、偶然を装よそおうのムリあるだろ！」


    　小沢はベンチに座って弁当を食べ始める。


    　身体からだのサイズに合っているというか、手のひらサイズの可か愛わいらしい弁当箱だ。


    「あげないよーだ」


    「や、俺もうパン食ったし……いらねーわ」


    「ひどーい、自信作なんだよ？　もぉ、じゃ、美お味いしくないかどうか確かめてみれば？」


    　くれるんだ、一言も言ってないのに。


    　付き合ってられない、俺は教室へ戻ろうとした。


    　だが、小沢の目に涙が浮かんだので、仕方なく──。


    「どう……？」


    「……うん」　


    　普通のからあげだ、って思った。


    「もぉ、感動少ないなぁ。じゃ、こっちの卵焼きは……」


    　小沢はなおも幼なじみ遊びプレイを続行しようとするが、限界、もう限界だった。


    「小沢、おまえどういうつもりだよ」


    「また小沢、って言うし、カントは……」


    「杏あん子この名前とか、絶対、使って欲しくねーんだよ」


    　エアやってた俺が言えた立場じゃないけど、怒りとかそういうの通り越して哀かなしくて。


    「おまえがどういうつもりなのか知らねーが、これ以上続けたら、怒るからな」


    「あ、待って木き村むらくん……あ」


    　ぼろが出る、簡単にほころぶ安易な設定なのだ。


    　杏子の名前を騙かたるだけというか、「貧乳」とか「幼なじみ」という聞きかじった設定を演じるだけだ。何のつもりなのかわからないが、何であれ、付き合ってられない。


    「神様とか……」


    　青く澄すんだ寒空のどこにいるのか知らないが──。


    「俺への罰ばつだとしても重すぎじゃね？」


    「カント、待ってよ」


    　小お沢ざわはまだ食べきっていないのに、お弁当箱を片付けて追いかけて来る。


    　こんなお遊びは終わらせなければならない。


    「杏あん子こを返せ、小沢……っておまえに言っても仕方ないか」


    　小沢の真意は不明、あくまで杏子になりきろうとしている。


    　まさかとは思うが──。


    「曲まがり矢やの魔ま力りよくのせいで、妙な催眠術でも発動しちまったんじゃ……」


    　いずれにせよ、曲矢は封印しなければならない。


    　エアの世界へ封じ込めなければ、今後、俺以外にも犠ぎ牲せい者しやが出ることは必至だ。


    　巽たつみを見つけなければ始まらない。


    「曲矢……」


    　エア部へでも何でも、お帰りいただかねばならない。


    



    　　　　　　　◇　◇


    



    　曲矢の通う楠くすのき女学院は高台の住宅街にある。


    　最も寄より駅からはモノレールだ。


    　以前、モノレールを使わずに徒歩で移動を試みて一時間もかかった。その教訓を生かし、生まれて初めてモノレールに乗った。何だか遊園地みたいな感覚というか。


    「絶景……」


    　遠目に新にい見み駅、周辺に広がる市街地が見える。


    　さらに遠く、冬なのに緑が目立つ小高い山の連なった辺りが上じよう下げ坂ざか町だ。


    　夕焼けに染まった光景は、冬のせいか。


    「杏子……」


    　感傷的、って言うんだろうか。


    　妙な気分にさせてくれる。


    　そういう時、俺はなぜか炭酸飲料が飲みたくなる。


    　コンビニでコーラを買って、楠女学院へ。下校する生徒にじろじろ見られるが、それは女子校育ちの単純な好奇心だとわかっている。きらりと光る教諭のメガネは「不審者」を見ている、って了解済みだ。校門前は素通りする。にしても相変わらず物々しい壁だ。


    　校舎と同じ煉れん瓦が造りのお洒落しやれな高い壁がぐるりと──。


    「あれ？　抜け穴が……」


    　以前、侵入経路に使った穴は完全に塞ふさがれていた。


    　途方に暮れて見上げた校舎の二階、端はしの教室、窓辺の席、曲矢の横顔は物もの憂うげだった。


    「おーい、曲まがり矢や。俺だよ、俺」


    　聞こえないのだろうか。


    「巽たつみを捜すの、手伝いに来てやったぞ。さっさと見つけようぜ、杏あん子こ返せ！」


    　気づいているくせに、遠い目を続ける。


    「そうかよ……」


    　突然いなくなったエア彼氏の身を案じる私、を演じているんだ。


    　こうなったら根比べだ。ケータイを開き、アプリでゲームを始める。ＮＢＡの新人選手になりきって、バスケ人生を体験できるゲーム「ザ／ＮＢＡ」を始めた。


    　俺は新人、カント木き村むら。


    　大学卒業後にドラフト三巡目でセルティックへ。強豪チームがゆえに、ルーキーイヤーの試合はたった一試合の出場に止とどまった。しかしその試合でのガッツあるプレーが評価され、明くる年レギュラーに大だい抜ばつ擢てき。そして四年目、ついにチームをプレーオフに導いた。


    　コーラがなくなってしまった。


    　自動販売機でホット烏龍ウーロン茶ちやを買って、ゲーム続行。


    　寄る年波には勝てない。オールスターで活かつ躍やくすることは子どもの頃からの夢だ。しかし度たび重かさなる故障に見舞われ、荒すぎる気き性しようが重なりチームで孤立。四十歳でブルズに移い籍せきした。燃え尽きたと思われていたカント木村は、古巣を相手にプレーオフを戦い抜く。


    　感動の終幕だ、クリアデータは保存しておこう。


    「波は瀾らん万ばん丈じようのバスケット人生だったぜ」


    　気づけば八時、辺りは真っ暗だ。


    　しまった、曲矢に会いに来たことをすっかり忘れていた。


    「あーぁ、どーしてこんなことになっちゃったのかなぁ……」


    「えっ、まだやってたの？　三時間も？」


    　曲矢は窓枠に腰かけていた。


    「寒いなぁ。寒いのは、心だけのはずですが……」


    「曲矢、いま十二月だから、冬だから！」


    　今さらだが、曲矢は一人だ。


    　曲矢の妄もう想そう世界を共有できる者など、多くいるはずがない。エア部に戻りたがるのも当然というか、可能なら戻してやりたくなる。まるで丘に打ち上げられた巨大な鯨くじら、自重に耐えきれず臓器が圧迫され死んでしまう鯨みたいだ。


    　曲矢はそのあまりに巨大な妄想によってそのうち、死ぬんじゃなかろうか。


    　その妄想力は、あるべき世界でなければ誰にも優しくない。


    「木村、早く巽を見つけ出してください」


    「どうしろっての？　巽はおまえの妄想じゃねーか、主におまえががんばれよ！」


    「杏あん子こさんがどうなってもいいんですか？」


    　こいつ、悪すぎる。


    　エア彼氏のためならどんな汚い手段も選ばない、ってわけだ。


    　曲まがり矢やらしいといえば、らしいのだが。


    「これはオフレコ。私の独り言ですが……」


    「何だよ」


    「まさか誰も聞いてないと思いますが……」


    「や、最初に木き村むらって呼びかけてたくせに？」


    　ドラマの見過ぎだ。


    「杏子さんの誘ゆう拐かいは、好きでやったんじゃないんですよね」


    「よく言うぜ、我がためだろうが……」


    「指示されたんですよ、正まさ義よしに」


    「おまえ、勝手に他人を妄もう想そう遊びに巻き込むばかりか、罪を人になすりつけちゃうの？」


    　正義くんは、平たく言えばお仲間である。


    　俺たちと同じエアリアルだ。


    　三年生だから受験生なわけで、もうすぐセンター試験だし、巻き込むのはかわいそうだ。


    「曲矢、おまえに人の血は流れてないのか？」


    「一番悪いのは正義ですよ、木村」


    「受験生相手でもおかまいなしかっ」


    「木村は、エア彼女オーディションのことを覚えていますか？」


    　どうでもいいが、ぜんぜん独り言じゃなくなっている。


    「エア彼女オーディションが何だ？」


    「審査員だったＤＴＢのＤＪエミリを狙ねらっていた、エア騎き馬ば兵へいを覚えていますか？」


    　そういえばいたなぁ、エア騎馬兵。


    　街をぐるりと包囲し、審査員を狙っていたらしい。


    　曲矢は街を守るため、誰から頼たのまれたわけでもないのにエア騎馬兵と戦っていた。オーディション終了後、ＤＪエミリが去るとエア騎馬兵たちも噓うそのようにいなくなった。


    　まさしく謎なぞのエア騎馬兵だった。


    「正義は、エア騎馬兵について調査を始めていますよ」


    「えっ、受験は？」


    「巽たつみはそんな正義を手伝っている様子でした。ある日、正義は私に言いました。『巽のことで話しておきたいことがある。木村くんのエア彼女を連れて来て欲しい』と……」


    「おまえ偽ぎ証しよう罪ざいって知ってるか？」


    「本当のことですってば。杏子さんを誘拐しろと、正義に指示されたんです」


    「正まさ義よしくんは『誘ゆう拐かい』とか言ってなくね？」


    　正義くんは悪くない。


    　曲まがり矢やの頭の中で、「巽たつみに関する重大情報」の条件が「杏あん子この身柄の拘こう束そく」として処理されたのだ。てことは、曲矢は最初から杏子を狙ねらっていたということになる。


    　街角で俺を見かけ、杏子問題に揺れる俺の心の隙すきにその残忍な牙きばを突き刺したのだ。


    「おまえの妄もう想そう、いいことに使えば世界とか救えるんじゃねーの？」


    　曲矢をエア部に戻してやりたい。


    　この地上では凶器でしかない曲矢の妄想だが、それを活いかせる世界があるならば、その世界へ戻るべきだ。むしろそうでなければ困る。エア彼女を誘拐されたり、その彼女の監禁場所として洗脳されたり（？）、誘拐事件の黒幕にされたりする被害者は後を絶たない。


    　早いとこ巽を取り戻させなければことだ。


    「そうだ、正義くんに相談するか……」


    　正義くんならば、巽捜索のためのアドバイスをくれる予感がした。


    「よし、正義くんに会いに行こうぜ」


    「それにしても巽は、いったいどこへ……」


    　ぼんやりと浮かぶ月を眺めるその横顔は、自らの吐はく白い息に霞かすんでちょっとだけきれいだ。曲矢は校舎二階の窓枠に立ってフラフラとバランスを取っている。たぶん意味とか、ぜんぜんないと思う。


    　そのうち、警備員か教師に注意されて御用だ。


    「先に行ってるからな、俺」


    　曲矢の根城──。


    　悪の温床のその場所を、俺たちはピサと呼んでいる。
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    　一か月ぶりだが、変わらない。


    　痛いくらい眩まぶしい投光器の光、その中に聳そびえる傾いた建物ピサ。


    　名前も知らない連中が「よ」って声をかけて来て、反射的に「よ」って返事する。


    　どいつもこいつも顔かお馴な染じみだが、名前も知らない。


    　連中にとっての俺もおそらくそうだ。元は予備校だったという十度ほど傾いたビルに夜な夜な、近きん隣りんの高校生が無目的に集まっている。常連の数は二十人前後、寝泊まりする者も少なくない。ここの実質的なリーダーが、三み田た村むら正義だ。


    　裸電球で照らされた暗い階段を上る。踊り場でなぜか人生ゲームに興じる新にい見み東ひがし高校の連中を跨またぎ、ギターの練習に余念がない様子の明めい芳ほう館かん高校の少女を横目に、六階へ。


    　六○一教室の扉は、壊こわれて脇わきに立てかけてある。


    「正まさ義よしくん、いるか？」


    　堆うずたかく積まれた本、本、そして本。


    　本の密林のような空間の奥で安あん楽らく椅い子すが揺れている。


    　安楽椅子を揺らす手が止まり、反対の手で本が閉じられた。


    　正義くんは唇くちびるに指を当てる。


    　ずれたメガネを整えるのは、後回しか。


    「愛あいが眠ってるんだ、木き村むらくん」


    　正義くんに促され安楽椅子に注目すれば、愛ちゃんが眠っている。


    　愛ちゃんは正義くんの妹で、正義くんの妄もう想そうが生み出したエア彼女である。エア彼女というのは、エアリアルの趣しゆ味みが細部まで投影されている。愛ちゃんの設定は、思うにかなり緻ち密みつだ。指に巻いたバンソーコーとか。胸に抱いている編みかけの何かとか。


    　正義くんの妄想遊びが細かく反映されている。


    「愛は……もうすぐクリスマスだから、毎晩徹てつ夜やで編み物をしているようだ。だけど、セーターが完成するのはいつになるのかな。愛はがんばり屋だけど、器用じゃないからね」


    「そ、そうか……」


    「それにしても木村くん、久しぶりだね」


    　正義くんは机の上のノートや本を片付けると、ティーセットを手た繰ぐり寄せる。


    　促されるままに向かいに座った。


    「木村くんがピサに来るのは、エア彼女オーディション以来かい？」


    「うん、実はその……曲まがり矢やのことで来たんだ」


    「曲矢の……」


    　ぴくりと、お茶をそそぐ手が止まる。


    　だんだん慣れて来ている自分が怖いが、役者志望らしい正義くんもまた演技派だ。


    「正義くん？」


    「い、いや、何でもないんだ。何でもない。さ、お茶でも飲もうじゃないか」


    　何かある、って雰ふん囲い気き全開じゃねーか。


    「正義くん、曲矢がどうかしたのか？」


    「曲矢というか、巽たつみのことで少しね。実はあれから、エアについて色々調べているんだ」


    　エアについて調べるも何も──。


    　例えば「エア騎き馬ば兵へいって何？」って俺も気になるけど、何ってエアなわけだ。


    　それ以上でも以下でもないと思うのだが、正義くんの探求心に火を付けたようである。


    　開かれたままのノートは、エア関連のレポートでいっぱいだ。


    「つーか勉強しようぜ、正義くん」


    「そうだね、もっとエアについて勉強しなければならないね」


    「や、じゃなくてさ……」


    「それだけ調べても何もわかってないんだ」


    「えっ、ノート一冊びっしりなのに？」


    　よく見れば、「Ｃｈａｐｔｅｒ１．愛あいとどう接するべきか」とか書いてある。


    「エアについて、っていうか愛ちゃんの細かな設定ばっかじゃないかっ」


    「エアをやる上で設定がいかに大事か、それがわかったからね。もう愛の設定でぶれたりしたくない。何があろうと、愛を近くに感じていたいんだよ。だから、まずは不測のトラブルに備える防御策からだ。風か邪ぜと一いつ緒しよさ、最大の治ち療りよう法ほうは予防、ってね」


    「ってね、じゃねーよ」


    　俺、何を披ひ露ろうされてんだろうか。


    「正まさ義よしくん、巽たつみに関する重大情報はどこに行ったんだよ？」


    「そうだ。それは……正直、推測の域を出ない。まだ皆に話すべき時じゃないが……」


    「杏あん子こを連れて来い、って曲まがり矢やに言ったんだろう？」


    「情報が欲しいんだ。なんて言うか、巽は普通のエアとは違うというか……」


    「普通のエアと違う？」


    「愛や杏子ちゃんと比べてみれば、巽について何かわかるかも……っ」
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    　急にスイッチが入ったか、正まさ義よしくんは「何やつ！」みたいに視線を走らせる。


    　そういう時、メガネはきらりと光るのだ。


    「正義、どういうことですか？」


    　扉の前で曲まがり矢やは、「予期せぬ立ち聞きに戸惑いの表情」だが、どうにもわざとらしい。


    　だがその演技は、正義くんの狼ろう狽ばいを引き出した。


    「曲矢、まさか……聞いていたのか？」


    「えぇ、『巽たつみが私以外の女の子と一緒にいた』ってどういうことですか？」


    　そんなこと誰も言ってねぇ！


    　勝手に何か勘かん違ちがいして出て行く曲矢の反応速度についていけない。


    　正義くんだけが頼たよりだったが──。


    「曲矢、曲矢……うぐ、く……」


    　あれ？


    　何か苦しみ始めたけど、どうしよう、すげー演技くさい。


    「正義くん、いきなり何だ？」


    「み、水を……」


    　言われるままにテーブルの上の水差しからカップに水を注いで渡した。


    　震ふるえてる、って震えすぎじゃね？


    「あぁっ、ほとんど零こぼれちまったじゃねーか……」


    　正義くんは、ポケットからフィルムケースみたいな物を取り出した。


    　そこから薬を三錠じよう、口の中に放り込む。


    　ほとんど水は零れていた。


    　エア薬の疑いがある。


    　確実に、エアの持病の演技だ。


    「僕にはもう……く……時間が残されていない」


    「時間？　受験が近いってことか？　前はそんな設定なくなかった？」


    　正義くん、来月の今頃はもうセンター試験だぜ？


    「僕は行かねば……行かなければならない」


    「や、行くってどこへ？」


    「ＤＪエミリ、そして筒つつ井いという少女を追いかけなければ……何もわからないっ」


    「エア彼女オーディションで会った連中を追いかけるのか？」


    「あぁ……そうだ」


    　妙な間を取っては、愛あいちゃんの横顔を眺めて微笑ほほえんだりする。


    　演技力はなかなかだ。


    「不器用な愛がセーターを完成させるまでには、帰って来られるだろうか」


    「や、それよりマジで勉強を……」


    「もっとも、春まで僕がもてばの話か……ふ……」


    　聞いてない。


    　曲まがり矢やに巽たつみを取り戻させるアドバイスを貰もらおうとしたが、これは完全に裏目だ。


    「正まさ義よしくん、とりあえず俺、曲矢を追いかけるよ」


    　どこへ行ったか知らないが、一般の方々に迷惑をかけられては敵かなわない。


    「正義くんは勉強しろよ、いいな？」


    「あ、木き村むらくん」


    　戸口を出るか出ないかのタイミングで呼び止められた。


    「何？」


    「いや……何でもない。何でもないんだよ、木村くん」


    　絶対に何かあるだろう、その意味深な微ほほ笑えみ。


    「ごめんね、呼び止めてしまったりしてさ」


    「俺……すぐ戻るから、だから勉強でもしててよ。な、約束だからな？」


    「あぁ、わかってるよ」


    　絶対わかってない顔で言うのだ。


    「約束だ、木村くん」


    「や、何かの前ふりとかじゃなくて、マジで約束だからな？」


    「天地神明に誓うよ」　


    　重っ、やっぱ何かの前ふりに使う気だ。


    「正義くん、ここにいてくれよ？」


    「いるよ、ここに。何があろうとね。だから……」


    　間が面倒くさい。


    「僕を信じて、きみは、行くんだ」


    「普通に送り出してくれよ、何か怖いから……」


    　曲矢だけでも手一杯なのに、正義くんも曲矢に勝るとも劣らない強敵だ。


    



    　　　　　　　◇　◇


    



    　広場でフットサル中の連中によると「曲矢は駅の方へ走って行った」らしい。


    　俺は傷いためてる膝ひざと相談しながら、可能な限り急いだ。


    「最悪……」


    　北口と違って賑にぎやかな南口で、遭そう遇ぐうした。


    　小お沢ざわだ。


    　週末の夜とあって、繁はん華か街がいへ続く人波が絶えない。


    　その波の間をちょこちょこ駆けて来る。


    「カント、偶然だね。こんなところで何してるの？」


    「や、その……」


    　相変わらず小お沢ざわは、杏あん子こを騙かたる。


    　邪険にはできない。


    　もしかしたら曲まがり矢やの演技に感化され、洗脳されている可能性がある。俺たちエアリアルがいい例で、存在しないエアを見たり感じたりしてしまうことがあるのだから、別の誰かになりきってしまうとか「そんなこと起こるはずがない」とは言い切れない。


    　小沢はエアリアルではないようだが──。


    「小沢は……」


    「もぉ、また小沢って言うしぃ……」


    「えっと……あ、杏子？」


    「ようやくわかってくれたの？」


    　嬉うれしそうに笑うし、「やめろ」って言っても聞かないし。


    　合わせた方が楽か。


    「俺、曲矢を捜してるんだ」


    「あたしあの子きらい」


    　思わず「俺も」って言いかけて止やめる。


    　曲矢の妄もう想そうの脅きよう威いから、週末の夜を過ごそうとする一般市民を救う方が先決だ。


    「悪いが、俺は曲矢を見つけなきゃならないんだ」


    「あ、カント……」


    「また来週、学校でなっ」


    　どうか小沢そよ子として登校してくれと、駆け出した。


    「あたし、あの子がどこに行ったか知ってるよ！」


    　噴水の前でＵターン。


    　俺が戻ると、小沢はホッとしたように微笑ほほえんだ。


    「本当か？　曲矢は、どっちへ行った？」


    「こっち、ついて来て」


    「や、教えてくれるだけでいい。つーか小沢は、用事はいいのか？」


    「これから塾なんだ」


    　小沢は子どもっぽいリュックを背負い直した。


    「あたしの通ってる塾で、あの子のこと見た。こっちだよ」


    　毎度のことだが、小沢は違和感の固まりというか。


    「おまえなんで駅前の辺りをぶらぶらしてたんだ？」


    「だから、今日は塾で……」


    「一回塾に行ったんだよな。なんでまた駅前に戻ってぶらぶらとして……おい？」


    　小さな手で引っ張られた。


    　ちょっとだけ、本当の杏あん子このことを思い出した。


    　小さい頃、こうして杏子に引っ張り回されたものである。


    　もしかしたら、って思ってしまった。


    　ホントに、杏子は小お沢ざわの中に監禁されているのか。


    　もしそうだとすれば、杏子を取り戻すにはどうすればいいのか──。


    「こっちだよ？」


    　翻ほん弄ろうされっぱなしだ。


    　手を引かれるまま、為なす術すべもなかった。


    



    　　　　　　　◇　◇


    



    　俺たちが集まっているピサも、元は予備校だったらしい。


    　新にい見み駅北口前の通りを一本入った辺りでは、ピサ以外にも幾いくつかの潰つぶれた予備校を見かけた。だが「双ふた葉ば学院」は様子が違った。


    　例えば看板、わりと新しいし光が灯ともっている。


    　それに十二階建ての立派なビルは、傾いてなどいない。


    　午後九時を回る時間帯だというのに、ほとんどの教室に灯あかりが点ついている。


    「こんな奥まった場所に、生き残ってる予備校があるとは……」


    　小沢は慣れた調子でエントランスをくぐった。


    　ローファーの音がコツコツと響ひびき渡る。


    　夜遅いからか、受付に係の人はいなくて、一階ロビーはがらんとしていた。


    「カント、体験入学は自由だから授業を受けていかない？」


    「授業……塾かぁ」


    　俺は一度も塾に通ったことがない。


    　ずっと部活で忙しかったからだが、塾か、今まで一度も考えたことがなかった。


    「つーか曲まがり矢やは？　本当にこんな辺へん鄙ぴな場所で見たのか？」


    「ごめん、あたし噓うそついたの」


    　さらりと言って、にこりと笑った。


    「ごめんね」


    「噓？　どうしてそんな噓ついたんだ？」


    「それは……」


    　わかるでしょう、みたいに俺の制服の裾すそを摑つかむ。


    　勘かん違ちがいしちゃいそうだ。


    「おまえ噓うそとか、ひどくねーか？」


    「怒ったの？　カント、怒ったの？」


    　逆に、怒らない方が不自然というか。


    　杏あん子この名前を騙かたるのも噓といえば大噓だし、怒らせたいとしか思えない。


    「小お沢ざわ、いい加減にしろよ」


    「待って、木き村むらくん。そよ子は……あ」


    「ほら、そうやってちょいちょい小沢そよ子が出るじゃねーか」


    　曲まがり矢やも相当タチが悪いが、小沢には悪意を感じる。


    「じゃあな、月曜からはやめてくれよ」


    　一階ロビーに人がいなくてよかった。


    　すすり泣くような声が追って来る。だが知るもんか。「泣ーかした」って責めるやつがいないなら、泣け泣け、泣くがいい。そして反省するがいい。


    「木村くん、待って……そよ子は、そよ子は……」


    　うわーん、って泣き出した。


    　一階ロビーどころか建物全体に響ひびき渡らんばかりの泣き声に、さすがに狼狽うろたえる。


    「ちょ、小沢……」


    　小沢はテーブルにすがるも、赤ん坊みたいに泣きじゃくってくずおれる。


    　ついに床にうずくまった。


    　立ってられないくらい咽むせび泣くその声は、ほとんど悲鳴に近い。


    「小沢、泣きすぎだ。泣きすぎだってば……」


    「い、息が、できな、い」


    「過呼吸！」


    　俺は鞄かばんの中をまさぐってコンビニの袋を探した。


    「ほら、口にあてるんだ」


    「生まれて初めて噓ついたのに……」


    「は？」


    「どうしても木村くんと二人きりになりたくて、つい、生まれて初めて噓をついちゃったのに、たった一回だけの噓なのに、犯罪者を見るみたいな目で見られた。嫌きらわれたぁ！」


    「や、そんなことないってば。嫌いじゃないって」


    　にわかに泣き声のボリュームが下がる。


    「じゃあ、そよ子のこと好き？」


    「や、好きじゃないけど……」


    　再び至近距きよ離りから放たれる「うわーん」という強烈な音波に、白旗を掲げた。


    「せ、せっかくだし俺……試しに体験入学してみっかなぁ？」


    　いつまでも泣かれては敵かなわないと、必死で愛あい想そをふりまいてみる。


    「小お沢ざわ、頼たのめるか？　小沢は、できる子か？」


    「できる子だよっ」


    　うわ、もう笑った。


    　けど見てられない顔なので、リストバンドで涙と鼻水を拭ぬぐってやる。


    「カント、手続きはあたしがやっておくから、先に教室に行っててくれる？」


    　そして偽にせ杏あん子こに戻ってしまった。


    　小沢は受付カウンターから時間割表を持って来る。


    「えっと……今やってるこの『日本史裏の裏』はお薦すすめだよ」


    　嬉うれしそうにすり寄ってくる。


    　小沢はずっと俺のことが好きだったんじゃないだろうか。クラスのヒーローであり部活もがんばっていた俺に、入学当初から好意を抱いだいていた可能性を考こう慮りよする。小沢は男子どころか女子と話すのも苦手っぽいし、俺のことは遠巻きに眺めるだけの毎日だ。


    　そんなある日、曲まがり矢やと一いつ緒しよにいる俺を見かけた。


    　何よあの眉まゆ無なし女、って思いつつ俺たちの話を聞いていたんだ。俺が会えなくなった彼女をひきずっていると知り「杏子になりきって近づいてみよう」って作戦なのでは？


    「そうか、そうだったのか……」


    「カント？　ほら、他にも色んな授業があるんだよ？」


    　俺ぁ、罪な男だぜ。


    　小沢を暴走させたのが俺なのだとすれば、邪険にするのもまた罪なことだ。


    　ちょっとだけ合わせてやるか。


    「何だ？　なんかテレビ番組みたいな講座ばかりだな？」


    「世界史の秘密」、「正しい発音から学ぶ漢文Ⅱ」。


    　そういえば以前にネットで知ったが、衛星中継を使って全国に講義する超人気カリスマ講師とかがいて、本を出せばベストセラーになるとかならないとか。


    「カント、もう授業だよ。先に三○二教室で待っててよ」


    「わかった、先に教室に行ってる」


    「うんっ」


    　あんなに嬉しそうに、スキップまでして可か愛わいいじゃないか。


    　面倒だが何事も経験かもしれない。


    「つーか、曲矢はどうするかなぁ……」


    　エレベーターで三階へ、って壊こわれてるみたいだ。


    　階段で三階へ。今は人っ子一人いない。授業中だからだと思ったが、誰もいない三○二教室に「あれ？」って思わず声が出た。


    　とりあえず入ってみる。


    　静かなもんだ。


    「おかしいな、時間割表には確かに……」


    「日本史裏の裏」の授業中、そう書いてある。


    　ロビーに引き返そうかと思ったが、そのうち小お沢ざわが来るだろうと待つことにした。


    　予備校か。


    　初めて入ったが、学校に似てるけど何か独特の雰ふん囲い気きがある。学校よりも殺さつ伐ばつとしているというか、何だか本気だ。「実じつ践せん躬きゆう行こう！」とかお堅い標語とかあるし、嫌いやでも勉強できそうだ。黒板はなくホワイトボード、消し損じの赤マジックが点々とついている。


    「消えねーし……」


    　こびりついていて消えない。


    「カント、何してるの？」


    　小沢は、何だか血相を変えて飛び込んで来た。


    「何って小沢、時間割表だけど間違ってんじゃねーか？」


    「しーっ、授業中なんだから」


    　しー？


    　元から静まり返った三○二教室で、小沢は誰かに向かって頭を下げながら近寄って来る。


    「ごめんなさい。カントは体験入学の生徒だから、事情がよくわかってないんだ」


    「おまえ、誰に謝ってんの？　ここには俺たちしかいなくね？」


    「いいから、早く席へ」


    　俺は一番近い前の席に座ろうとしたが、小沢が「キャ」って声を上げた。


    「そこは伊い藤とうくんの席だからダメだよ！」


    「伊藤くん？」


    　結局、俺は小沢と並んで教室の一番後ろの隅っこに座った。


    「カント、『日本史裏の裏』の安あん藤どう先生は板書しないから、話を聞き逃しちゃダメだよ」


    「板書しないから、聞き逃すな……」


    　小沢は鞄かばんからノートを取り出した。


    　そしてメガネをかける。


    　真剣な眼まな差ざしで無人の教卓の方向を見つめ、小さく頷うなずいたり、難しい顔をして首を傾かしげたりした。それからクスクス、ってちょっと笑ったりする。


    「安藤先生の授業、こんな風に時々脱線するんだよ」


    　だんだん事情が呑のみ込めて来た。


    　一心不乱にノートを取る小お沢ざわが、俺の視線に気づいて首を傾かしげる。


    　その丸い瞳ひとみに映る俺は、泣いているような、笑っているような顔をしていた。


    「カント？　どうしたの？」


    　わかった、わかったよ。


    　つまりこういうわけなんだろう、小沢。


    「カント？　この授業、どんな感じ？」


    　感想というか、理解した。


    「なるほどね」


    　これは、エア授業だ。


    　小沢はエア予備校で、エア授業を受けてる女の子だ。一度ここに顔を出しながらも駅前をぶらついていたのは、電気を点つけたり空調を入れたりというエア予備校の「演出」のためだ。この予備校が生きてるのか死んでるのかといえば、ぜんぜん死んでいる。


    　俺はこっそり、にじんだ涙を拭ぬぐった。
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    　　　　　　　◇　◇


    



    　小お沢ざわのエア授業に一時間だけ付き合った後、俺はピサへ戻った。


    　怒りがこみ上げて来てならない。


    「曲まがり矢やの独りスポ根遊びに振り回されてたら、偽にせ杏あん子この登場。なんてことはない。ただのアレだよ、アレ。類は友を呼ぶ、ってやつ。曲矢が二人になった気分だ。手に負えるはずがない。正まさ義よしくん、手伝えよ。俺一人でどうにかなる状況じゃない、わかるだろっ」


    　四階辺りから喋しやべってたかもしれない。


    　六○一教室の正義くんへの八つ当たりは不発、カーテンが揺れていた。


    　正義くんも、愛あいちゃんもいない。


    　テーブルの上に置いてあった紙切れがはらりと舞った。


    　何かメモされている。


    　手に取って、窓から入る月明かりを頼たよりに読んでみた。


    『木き村むらくん、どうか僕を許して欲しい。きみとの約束は、守れそうにない。僕にはもう時間がないんだ。愛と僕との関係には、時間制限がある。そんなこと、最初からわかっていたのに、だけど、どうしようもなかった。気づかなかったかもしれないが、ずっと焦あせっていたんだ。僕は……ふ……らしくないね、そうだね。だから僕は旅に出ることにした。果てのない旅へ……エアとは何なのか、愛とどう生きるべきなのか、僕はその答えを探さなければならない。それ以外に重要なことなどあるだろうか？　いや、ないと断言──』


    「断言すんなっ！」


    　丸めて壁に向かって投げつけた。


    「正義くん、受験はっ！」


    　どいつもこいつも困ったちゃんだ。


    　なんで俺が、困ったちゃんたちのエア遊びに翻ほん弄ろうされなきゃならないのか。


    「あれ？　木村じゃないですか」


    　あれもこれも、もとを正せば曲矢のせいのような気がする。


    「曲矢、正義くんが旅に出たぞ」


    「あら、受験は？」


    「受験なんかより大事なことがあるんだってさ」


    「あー、愛ちゃんですか」


    「あー、じゃねーよ。愛ちゃんが大事って言ってもエアじゃねーか、エアなのに……」


    　ここまでやるからこそ、正義くんたちはエアができる。


    　俺にはそこまでできない。


    　だから杏子を見失ったり、誘ゆう拐かいされたり、偽者を騙かたられたりするんだ。


    「もううんざりだ。さっさと解決させる。曲矢、おまえの不安の正体は何なんだ？」


    「不安……ですか？」


    　巽たつみが見えなくなって、巽を捜すために、俺を脅きよう迫はくすべく杏あん子こを誘ゆう拐かい──


    　情じよう緒ちよ不安定の根っこにある不安は何だ？


    「曲まがり矢やはエア部に戻りたいんだろ？　おまえの実力なら問題ないじゃねーか。さっさと戻っておまえがすごいとこ見せてやれば、それでいいじゃないか。だいたい……」


    「私はっ、エアとかそういうのわからないですから！」


    　そうだった。


    　曲矢にはまったく面倒なところがあって、エア世界やエアリアルという世界に精通しているくせに、しかも溢あふれんばかりの才能があるくせに、自分がエアリアルかどうか、というのはグレーゾーンに隠そうとする。自分がエアリアルと認めれば、巽はエア彼氏と認めなければならなくなる。巽は既すでに亡くなっている。その現実を受け入れなければならなくなる。巽の死を受け入れれば、巽はまだ生きている、という設定と矛盾する。


    　設定は破は綻たんし、巽を永遠に失うのだ。


    　ゆえに、曲矢はグレーゾーンにしがみつく。


    「曲矢は……巽を忘れたいのか？　普通の子になろうとしてんのか？」


    「私は……私は平凡な、ちょっとおませな女の子ですよ」


    「おませ関係ねーし、どの口が平凡とか言っちゃうの？」


    　ひょっとしたら曲矢は、現実を受け入れ始めているのか──。


    　これはその過程なのか。


    「巽はどこ行った？　どっかで野垂れ死んだりしてんじゃねーのか？」


    「無事ですよ、元気に決まってるじゃないですか」


    　だったらどこにいる。


    　おまえの不安の正体、それは何だ？


    「私は、エアとかよくわかりません。才能があるとか言われても、蝶々パピヨンたちとは違うんですよ。いくら練習しても、中学二年の頃から、私だけぜんぜん上う手まくなれなかった。だからチームに戻っても今さら……いいえ、復帰テストはきっと不合格ですね」


    「復帰テスト……あぁ、蝶々パピヨンとのクリスマス対決か」


    　曲矢の不安は、ごくスポ根的な悩みに聞こえる。


    　エア部に戻りたいが、復帰の条件である蝶々パピヨンとの勝負は不安──けっこう根深いかもしれない。曲矢のエア力の伸び悩みは、巽のせいだ。エアをエアとしてやるには、「自分がエアリアル」で「巽はエアだ」と認めなければ、どこかで不都合が出るのは当然だ。


    「難しいなぁ、おまえってやつは」


    　巽は生きている、そう信じていたいんだ。


    　それが曲矢のエアに対する才能であると同時に、弱点でもある。


    　いつまでもグレーゾーンにいる限り、エアリアルとして成長できるはずがない。


    「エア彼女オーディションの時とは、立場が逆転したようだな」


    「木き村むら……？」


    「曲まがり矢や、明日から俺を師匠と呼べ」


    「師匠？　いったい、どういうことですか？」


    「おまえのエア力、弱ってんだよ。ていうか致命的な弱点がある！」


    　現実を受け入れるしか、それしかないのかもしれない。


    「いいか、曲矢。エアは……」


    「また……エアとか、私はよくわかんないですよ」


    「ほら、そうやってとぼけようとするところが弱点だ。おまえがエアをエアとして受け入れないことは知ってるが、そんなことだからエアを見失うこともあるんじゃねーの？」


    「エア、エアって何ですか？　説明してくださいよ！」


    「してやろうか？」


    「あっ、今日『世界の車窓からこんにちは』の放送日でした。忘れるところでした」


    　あくまでグレーゾーンにしがみつくかよ。


    「あのなぁ、才能に任せたエアなんて独りよがりの妄もう想そうでしかねーだろ？」


    「早く帰って録画しなきゃ……」


    「都合がいいだけの妄想なんて、小お沢ざわの噓うそとあまり変わら……」


    　待てよ、小沢？


    「曲矢、ファミレスで会った小沢を覚えてるか？」


    「私が杏あん子こさんを監禁した人物ですか？」


    　監禁した場所じゃなく人物、って何だろうか。


    　思えば奇跡だ。


    　小沢の謎なぞの意図と、曲矢の妄想が合致した結果──。


    　杏子は小沢に監禁されている。


    「杏子は小沢に監禁されてる……変な言い方だよなぁ」


    「木村、小沢さんが何ですか？」


    「あー、あいつエア学校やってんだよ。エア学校っていうかエア予備校か。誰もいない教室で、エアクラスメイトとエア授業を受けてんだ」


    「エア授業？」


    　曲矢は何を想像したのか、いきなり詰め寄って来た。


    「木村は身も心もコンパクトですね。ひどくないですか？」


    「うっせーよ、どういう意味だ」


    「だって、どうして一方的にエアだ、って決めつけるんですか？」


    「はぁ？」


    「小お沢ざわさんがエア授業を受ける変わった子だって決めつけてる、理由は何ですか？」


    「この目で見たからだよ」


    「木き村むらは、エアリアルって知ってますか？」


    　今さら何の確認か。


    　そうか、改めて自分はエアリアルじゃない、って自分に言い聞かしてるのか。


    「木村、小沢さんも木村と同じエアリアルなんじゃないですか？」


    「小沢が、俺や曲矢と同じエアリアルかって？」


    「木村と同じエアリアルか、って聞いてるんですよ」


    「違うよ、小沢はエアリアルじゃない。本当の意味でのエア授業を受けちゃってる。そんな、残念でかわいそうな空想少女だ」


    「だからぁ、空想ってどうして決めつけるんですか？」


    「エアリアル俺に見えねーんだから小沢のは百パー空想だろうがっ」


    　エアとただの空想の違いなんて、エアリアルに見えるか見えないかだけだ。


    　やってることは変わらないかもしれない。


    「曲まがり矢や、小沢は自分にだけ優しい空想を造り出して、その世界に閉じこもってんだ。誰もいない建物に不法侵入して、独りでエア予備校をやってんだよ」


    「重症ですね、それは。彼女の将来が心配で仕方がありません」


    「それ俺がいつもおまえに抱いだく感情だからよく覚えとけよ」


    　エア彼氏に会えないでいる曲矢は、小沢以下の状態かもしれない。


    　小沢は、見えないエアクラスメイトやエア講師と授業を受けていた。


    　噓うそでも独りじゃなかった。


    　曲矢は独りだ。


    　巽たつみと会えないでいる。


    「曲矢、明日からエア授業を受けて来い」


    「どうして私がそんな、変てこな授業を受けなければならないんですか？」


    「小沢の妄もう想そうについていけないようじゃ、蝶々パピヨンに勝てるはずがねーだろう？」


    「そ、それは……」


    　考えてる考えてる。


    「わかりました。でも、木村も来てくださいよ」


    「おう」


    　えっ？


    「ちょっと待てよ、なんで俺が……」


    「来てくれないなら、杏あん子こさんがどうなっても知りませんよ？」


    　そうだ、杏子は誘ゆう拐かいされ小沢の中だった。


    「ちっ、面倒くせー。墓穴だ墓穴……」


    　まぁいいか。


    　小お沢ざわのことは、クラスメイトとして気になる。


    　エアっていうのは結局、何もないけど何かあるというか。


    　エアを造り出した人間の悩みや不安、そういうものを映し出す鏡だ。


    　クラスでは目立たない存在の小沢。


    　俺のことが好きらしく、杏あん子この名前まで騙かたった小沢。


    　小沢を救えるのは俺だけじゃないか。


    「木き村むら、絶対に一いつ緒しよに付いて来てくださいよ？」


    「つーかさぁ……」


    　巽たつみを見失った曲まがり矢やを救えるのも、俺だけなのかもしれない。


    「曲矢ってマジで友達いねーのな」

  


  
    [image: ]

  


  
    　クリスマスまで一週間を切っている。


    　クラスメイトたちもどこか浮わついているというか、アンテナを立てているのか。


    「何だ…………？」


    　授業中、野球部の遠とお野のと目が合った。


    　遠野とはバスケ部がグラウンドで練習する時、何度か絡からんだことがある。一年の夏からベンチ入りしている控え投手は、窓側の一番前の席で雰ふん囲い気き、セットポジションに入った。


    　気にするのはランナーではなく、古文担当の五い十が嵐らしだ。


    「遠野、明日の期末でここ出しますよぉ」


    　板書してても背中に目があるみたいだ。


    　白髪で白しろ髭ひげで、何となく「お師匠さん」風である。


    　お師匠さんｖｓ遠野。


    　遠野はお師匠さんを気にしつつ、俺のことをちらちら目で牽けん制せいして来る。遠野の手にちらりと見えたのは、後ろの席の女子から回って来たらしい紙切れだ。どうもそれを俺まで回すつもりらしいが、ムリだろ遠野。俺はお前の席とは正反対、窓側の一番後ろの席だ。


    　セーフティリード気分で欠伸あくびする。


    「おっと……」


    　五十嵐がチョークを落とした瞬しゆん間かん、遠野がクイックモーションに入った。


    　五十嵐は見逃さない。


    　投手顔負けのアンダーハンドトス、そんな要領でのチョーク投げだ。


    　遠野の顔面付近で白い粉が舞った。


    　紙切れは床に落ちる。


    「遠野、そんなことだから秋の県大会でコールド負けするんですよ」


    　被弾した投手のようにがっくりうな垂れた遠野を一いち瞥べつし、五十嵐は黒板に戻る。


    　その一瞬だった。


    　バスケ部のマネージャーの田た部べが、一いつ匹ぴき狼おおかみの渡わた邊なべが、さらには密ひそかに可か愛わいいと思っていた吹奏楽部の河こう野のがモーションに入る。標的はやっぱり俺だ、突然の集中砲火だ。


    　身動きもできない。


    　近くの席からもメモが回って来た。


    『木き村むら、小お沢ざわと付き合い始めたって本当か？』


    『木村くんって楠くすのき女学院の彼女いたはずだよね、いけなくない？』


    『夜道を歩く時は気をつけろよ』


    『やめて』


    　最後の「やめて」の意味がよくわからない。


    「それに色々違うが……」


    　納得がいかないのは、小お沢ざわへの評価が変わらないことである。


    　休憩時間──。


    　小沢は数人の女子に囲まれていた。


    「小沢、木き村むらとクリスマス過ごすの？」


    「そよ子は、木村くんと付き合ってなんてないよぉ」


    　俺以外と接する小沢そよ子は、普通の女の子だ。


    　そんな小沢が、例えば学食でうどん食ってる俺の傍そばに来ると──。


    「カント、一いつ緒しよに食べよ？」


    　偽にせ杏あん子こになる。


    　そして放課後は、エア予備校に通いエア授業を受けているのだ。その姿を知るクラスメイトはいないのか。好きな男の前でだけ特別な表情を見せる、とかそういうのは悪くないが、その特別な表情が俺のエア彼女のモノマネってこれはいかに？


    「なぁ、小沢……おまえいったい何がしたいんだよ」


    「あたしはカントの傍にいたい。それだけだよ？」


    　何か特別なエア絡がらみなのだろうか。


    　エア上級者の曲まがり矢やならば、何かわかるかもしれない。


    「ね、カント。今日も一緒に予備校行くでしょ？」


    「ツレを誘さそってもいいか？」


    「誘う、って誰を？」


    「曲矢だよ。ほら、ファミレスで会った眉まゆ無なしの、楠くすのき女学院の……っ」


    　小沢は、最後まで大事そうに取っていた卵焼きに箸はしを突き刺した。


    　突き刺したくせに箸を置く。


    「カント、どうしてあの子を予備校に誘うの？」


    「や、曲矢も予備校に興味が……」


    「彼女だから？」


    　反射的に俺は、小沢のぷよっとした頰ほおを抓つねっていた。


    「言っていいことと悪いこと、罪ですらあることがあるんだぜ？」


    「あたし罪を犯しちゃった？」


    　小沢の頰は餅もちみたいで、何だか離しがたい。


    「一緒に体験入学くらい許してくれよ、あいつもあれで悪いやつじゃないんだ」


    「やだ。やだけど、カントが言うなら……」


    　これで舞台は整った。


    　小沢のエア授業や、杏子のモノマネの理由を暴いてくれよ。


    　頼たのむぜ、曲矢。


    



    　　　　　　　◇　◇


    



    　双ふた葉ば学院、三〇二教室──。


    　火曜日の七コマ目、午後五時からの一時間は「日本史裏の裏」の授業だ。


    「皆、聞いてー」


    　小お沢ざわは教きよう壇だんに立ち、空席を見渡した。


    「今日から体験授業を受ける木き村むらカントくんと曲まがり矢やサンノだよ」


    　当然だが、反応はない。


    　がらんとした空席を前に、教壇に上がったのは小沢と俺。


    　そして曲矢だけだ。


    「木村、さりげに私だけ小沢さんと仲良くなってすみませんね」


    「何のことだ」


    「だって早さつ速そく、私だけ呼び捨てでしたよ。フランクな感じになってしまいました」


    　嫌きらわれてんだよ、曲矢。


    　そんなこといいからこの異常な展開にも疑問を覚えて欲しい。


    　小沢は、「伊い藤とうくん、机の上に足を乗せちゃダメだよ」って一番前の席を叩たたいている。


    「エア不良の伊藤くんとか、いるわけですか……変な子」


    「曲矢が言っちゃうとはね」


    　小沢は、あからさまに曲矢を敵視している。


    「曲矢は、席に着いてよ」


    「了解です、小杏沢子さん」


    　曲矢、小沢を杏あん子ことして話を進める気なのか？


    　そういうことされると、曲矢のエア力によって「小沢がホントに杏子に見えてくる」ようなことはないだろうか。気合いを入れていないと、曲矢の妄もう想そう力りよくに支配されかねない。


    　深呼吸をひとつ。


    「ふぅ……小沢は？　席に着かないのか？」


    「あたしは、プリント配ったりしないといけないから」


    　俺と曲矢は、一番後ろの空席に座る。


    「おい、曲矢。なんで小沢のこと杏子って呼ぶんだよ」


    「だって自分で関せき杏子って名乗ってたじゃないですか」


    「そうだけど……」


    　曲矢はすっ、と手を挙げた。


    「曲矢サンノ、何か用？」


    「小杏沢子さん、この塾はクラス単位で勉強するんですか？」


    「お互いに学び合えるから」


    「そうですね、お互い学び合いましょうね」


    「プリント配るよ、皆」


    　わかりやすいシカトなのに、曲まがり矢やの前向きな態度には感心させられる。


    　エア授業を受けるべく、ノートや筆記用具を並べ始めた。


    　小お沢ざわはひとつひとつの空席にプリントを配る。


    　シュールだ、シュールすぎる光景だ。


    「空席に余さずプリント配ってるが……お？」


    「田た中なかくんはまたサボりかぁ……」


    「サボり癖ぐせのある田中とか設定、凝こってんなぁ」


    　こんなに本格的なごっこ遊びは、俺の少年時代にはなかった。


    「この問題用紙のプリント、後であいつ一人で回収するのかな……かわいそうに」


    「カントから前へ出てくれる？」


    　小沢は教きよう壇だんの上で手招きした。


    「今度は何だよ。席に着け、って言ったのおまえじゃないか……」


    　ごっこ遊びだ、完全に。


    　授業を始める前に、小沢は俺を壇上へ上げた。


    「壮観だし……」


    　およそ五十の空席に圧倒される。


    「俺、空席を前に何をすればいいんだ？」


    「何って自己紹介だよ」


    「自己紹介……………………………………………………………………えっ、自己紹介？」


    　小沢のエアクラスメイトに自己紹介しろと？


    　やりたくねっ。


    　下向いてたら小沢が、「伊い藤とうくん」を注意した。


    「伊藤くん、新しい仲間を威い嚇かくしちゃダメだよぉ」


    「俺……伊藤くんに『新入生いじめ』とかされかけてんの？」


    「カント、皆が待ってるよ」


    　エア相手に自己紹介なんてやりたくなかった。


    　だが、エアとはいえ、伊藤に舐なめられるのは面白くない。


    「俺は木村カント、見た目で舐められるのは慣れてる。舐められる、上等だね。ていうか舐めるくらいしかさせねーし。文句あるなら嚙かみついてみろよ」


    　どうだ伊藤、エア伊藤。


    「さすが木き村むらですね」


    　曲まがり矢やは何か感心していた。


    「小杏沢子さん、木村は変わってますが、小動物等とお話ができる系統の方と思えば……」


    「伊い藤とうくん！」


    　曲矢の俺への評価に「おまえが言う？」だった瞬しゆん間かん、小お沢ざわに突き飛ばされた。


    「いきなり何すんだ、鳩みぞ尾おちに入ったぞ！」


    　小沢は、俺とエア伊藤の仲裁に入った風である。


    　何だか必死だ。


    「ケンカとかダメっ、これから一いつ緒しよに勉強する仲間なんだ。カントだってケンカしたいわけじゃないよ。ね、そうだよね？　ちょっと緊きん張ちようしてるだけだよね？」


    「お、おぅ……」


    　緊張っていうか戸惑いの連続だよ、小沢。


    「伊藤くん、そんな尖とがったモノはダメ。危ないよ！」


    　エア伊藤の設定、不良すぎなのではないだろうか。


    「ね？　皆が怖がってるから、そんなモノしまって、授業を受けよう？」


    　伊藤は例外、クラスに一人はいそうなはみ出し者らしい。


    「木村も伊藤くんに謝ったらどうですか、ケンカ両成敗ですっ」


    「曲矢、おまえ……」


    　おまえなんでエアクラスに馴な染じもうとしてんの？


    　そして俺だけ悪者にしてクラスの皆にいち早く溶け込もうとするとか、なくね？


    「すみませんね、小杏沢子さん。木村って自己中心的な人間なので……」


    「ね、誰か昨日のノート取ってない？」


    　小沢は曲矢をシカトし、架空の世界に没頭する。


    　空間に向かって話しかけていた。


    「あ、そうなんだ……よかったぁ」


    「小沢。そうなんだ、ってどうなんだ？」


    「また安あん藤どう先生の脱線話で授業時間、潰つぶれちゃったんだってさ」


    　設定は細かだ。


    　小沢は「先生来たっ」と慌あわて始め、教室を静寂が支配する。


    「こんなにも変わった子には、生まれて初めて会ったかもしれません」


    「曲矢、今度おまえに鏡を買ってやるよ」


    「クリスマスプレゼントですか？　だったらお返しに何か……」


    「皮肉だから。けど何かくれるっていうなら、そうだなぁ……」


    「木村、授業始まったみたいですから私語は慎つつしみましょう」


    「や、待て。エア授業に乗っかっるのか？　見えないだろ、エア講師見えないだろう？」


    「見えませんが、とりあえず彼女に付き合ってみませんか？」


    　エア授業か。


    　どうすればいいか見当もつかない。


    　とりあえず見よう見まねでノートを開いたものの、どうしようもない。


    　だからホワイトボードを見ていた。


    　無論、何が書かれるわけでもない。


    「何なんだろうな、このムダな時間……お？」


    　さすがと褒ほめていいものか。


    　曲まがり矢やはこの空虚な世界で何やら一心不乱に書いている。鎌かま倉くら時代の年表を整理して行くその字、字は意外ときれいだ。自分の弱点なのか、赤線を引いたりとわりと丁てい寧ねいである。


    「すげーな、マジで勉強してんのか……って、あれ？」


    　それ自習じゃね？


    「カント」


    　小お沢ざわが小走りにやって来る。


    「小沢、授業中に何してんだ。先生に怒られるぞ」


    「その先生に問題集の三頁ページの設問Ｂ、当てられちゃってるよ？」


    「えっ……？」


    　思わず立ち上がったものの、教卓は無人だ。


    「カント、まずいよ」


    「何が？」


    「先生の『話を聞いてなかったのか』って言う話を聞かないなんて不良すぎるっ」


    「マジかよ……」


    　俺は小沢が示す問題を見た。


    　設問Ｂ．『坂さか本もと龍りよう馬まらが長崎で[image: ]立した日本初の貿易会社は何か？』。


    「わかんないなら素直に、わかりません、って言えば……」


    「答えりゃいーんだろ？」


    　確か『海かい援えん隊たい』だ。


    「海援隊」


    　やっちまった。


    　三人きりの教室で透明な講師に答える俺、控えめに拍手してくれる小沢。


    　どん引きの曲矢。


    　小沢は席に戻ると、「はい」って起立する。


    「あの……わかりません」


    　小お沢ざわは赤面して俯うつむき、やがて大粒の涙を零こぼした。


    　俺は思わず立ち上がる。


    「おうおう、たかが答えらんなかったくらいで笑うこたねーだろうがっ」


    　才能が怖ぇ、俺のエアリアルとしての才能が。


    　小沢の姿をくすくす笑うクラスメイトはいないのに、いるように思えた。


    「いいんだよ、カント」


    「よくねーよ。テメーら何だよ、誰だって間違うことくらいあるだろっ」


    「大丈夫、あたしはちゃんと廊下に立ってられるから」


    「えっ、廊下？」


    　小沢はしょんぼりして教室を出て行った。


    　まさかとは思ったが、バケツに水を汲くんで、それを持って廊下に立つ。


    「おい、いつの時代の教育方針だ？」


    「カントは授業を受けて、あたしは大丈夫だから」


    「けどおまえ……」


    「カントまで立たされちゃうよ？」


    　それはマジ勘かん弁べんの方向でお願いします。


    　教室へ戻ると、曲まがり矢やの自習は室むろ町まち時代に突入していた。


    「おい、いつまでやってんだ」


    　曲矢の頰ほおからぽとりと大粒の涙が落ちる。


    「えっ？　えぇ？　なんで泣いてんの？」


    「だって、私には、私にはエアとかそういうのやっぱりわかりませんよ。なんですか『海かい援えん隊たい』って、木き村むらは『海援隊』って立派に答えてたじゃないですか。エアを感じられたんですか？　私には『海援隊』とか……エア設問にエア解答なんてできません！」


    「おまえさりげに俺のことバカにしてね？」


    　曲矢をもってしても小沢の謎なぞは解明されなかった。


    　そればかりか。


    　圧倒された曲矢は自信を喪そう失しつし、逃げだそうとする。


    「おい、どこ行くんだっ」


    「私にはエアなんてできないんですよ。巽たつみにはもう会えない。蝶々パピヨンには勝てない。新にい見みセントリボンにはもう、戻れませんから！」


    　曲矢の修行は、まさかの失敗だった。


    　飛び出す曲矢を追いかけて教室を飛び出せば、小沢がバケツの罰ばつを受けている。


    　小沢のエア授業はぶれない。


    　小沢の『見えないエア』の前に、曲矢は敗れ去ってしまったのだ。


    「カント、どこ行くの？」


    「や、曲まがり矢やが……明日、明日また学校でな」


    　にわかには信じられない。


    　小お沢ざわそよ子。


    　曲矢が敵かなわないような相手なのだとすれば、俺が勝てるはずがない。


    



    　　　　　　　◇　◇


    



    　駅前の歩道橋で見つけた。


    「どこ行くんだよ、曲矢」


    「木き村むら、いったい何をしているんですか！」


    「え……あれ？」


    　変だ、捜してたのは俺のはずでは？


    　俺は捜されていたらしく、曲矢が向こうの袂たもとから駆けて来る。


    「つーか、膝ひざが……」


    　傷いためてる膝がいつもみたいに疼うずき──あれ？


    　驚おどろいた。


    「ちょっと走ったのにわりと平気……」


    　希望の光？


    　この分ならひょっとすると、ってドキドキする。


    「何か月も庇かばって生活してたから回復して来て……や、やっぱ痛ぇか？」


    　暗くら闇やみの中、微かすかに光が見えた気がした。


    　この光を見失いたくない。


    　もう少しだけ我が慢まんしていれば、いつかまた思い切り走れるようになるだろうか。


    　ムリすれば今すぐバスケ部復帰も──。


    　いや、今はまだ我慢の時だ。


    　少しでも膝に負担をかけまいと、歩道橋の欄らん干かんに寄りかかる。


    「木村、早まってはいけませんっ」


    　横よこ殴なぐりのタックル！


    　こういった高くて危険な場所はふざけた連中の「絶好の悪ふざけポイント」だ、ってことは知っている。俺だって中学生の頃は、高い場所で気持ちよさそうに風なんて浴びてるチームメイトに「飛ぶ前に、悩みあるなら聞いてやるぜ？」なんて言ったものである。


    　だが曲矢のこれは、悪ふざけなど一切ない救急救命行為フルテンシヨン。


    　鞄かばんを背負ってなかったら、後頭部を強打していたかもしれない。


    　それよりも問題は膝ひざだ。


    　もみ合うように倒れ込んで来た曲まがり矢やの身体からだ、その体重は頼たのむから俺の上半身に預けてて欲しい。おまえの右膝が、俺の左膝を破は壊かいしようとしてるから！


    「木き村むら、大丈夫ですか？　ケガはありませんか？」


    「っていうか完全にテメーひとりにやられ……お、おい、どうした？」


    　何だか恥じらっているというか、妙に切ない表情だ。


    　タイム、ターイム！


    　襲おそいかかって来る曲矢を受け止めた俺の右手、右手が見えない。曲矢の制服の上着の裾すそにすっぽりもぐりこんでいる。「あ、木村……」というセリフ、胸を抱く仕草、そしてその表情──怒りたいのに照れちゃうのか、それとも照れ隠しに唇くちびるを尖とがらせてるのか。


    「わ、悪ぃ……」


    　反射的に謝りはしたものの、ちょっと検証が必要だ。


    　通行人の人たちが「まぁ」とか「やーねぇ」とか一いち瞥べつして行く。曲矢のセリフ、仕草、表情といった状況証拠が、俺の右手の行方をある程度推測させるのだ。


    　俺自身、曲矢の胸に触れたかもと謝罪済みである。


    　なるほどこの感触──。


    「そういえばおまえ、まったくムダだけど何気にナイスバディだったりしたよな……」
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    　この確かな存在感、そして強烈な振動。


    　通行人の方々、そして俺、どうか安心して欲しい。


    　俺の右手は曲まがり矢やの胸に触れてはいない。曲矢の制服の裾すそを入ってすぐ、腹筋強化器具をがっちり摑つかんでいた。通行人の方々に、俺の思いが通じたのか──。


    「まぁ、やーねぇ」


    「最近の女の子は……」


    　白い眼を向けられているのは、主に曲矢である。


    　よく見ると俺たちの手は、お互いの制服の下にもぐりこんでいる状態だった。


    　俺の右手は浅く、曲矢の右手は深い。


    「曲矢、おまえこれはいったい……」


    　曲矢の右手は、俺の制服ニットの裾にもぐりこんでいる。


    　それだけではない。


    　曲矢の右手は、シャツのボタンとボタンの隙すき間まから最深部地肌にまで到達している。


    　照れてるみたいに見えたが、俺の肌の体温によってかじかんだ手が温まったからだ！


    「冷て、マジ冷てっ！」


    　俺の左胸の上を直接、まさぐって来る。


    「何してんだ？　何がしたいんだ、おまえ！」


    「不可抗力ですよ、不可抗力。ですが、この偶然はひょっとすると……」


    「どうなるっての？　ただの事故じゃねーか！」


    　相変わらず曲矢の行動は理解不能だ。


    　そして今回ばかりは笑って済ませられないくらいに、膝ひざが痛い！


    「曲矢、とりあえずおまえ離れ……ばか、急に動くなってば！」


    　突き飛ばしてしまった。


    「お、おい大丈夫か？　今のは本当にごめ……？」


    　欄らん干かんの柵さくに後頭部をぶつけて止まった曲矢は、痛くないのか、月を見上げる。


    「あーぁ、まさかなぁ……」


    「おい？　打ち所が悪かったか？」


    「まさかなぁ、そんなぁ、そうだったのかぁ……」


    　何か変なスイッチが入っている。


    「おまえいつまで俺の胸を見つめて……まさか偶然、俺の身体からだの変調に気づいたとか？」


    「木き村むら、落ち着いて聞いてください」


    「あ、あぁ……何だ？　ひょっとする、って何がだ？　俺、どっかおかしいか？」


    　状況的にどう考えてもおかしいが──。


    「巽たつみの不審な行動には、以前から気づいていたんですよ」


    「え……？」


    「十二月に入ってからですね。巽たつみは私を避さけるようになって……」


    「おい、俺の胸の話は？　どこ行った？　関係ないのか？」


    「知りませんよ、そんなこと。それより私、巽に避けられてるんですよね」


    「曲まがり矢や、ひょっとして……」


    　予備校を飛び出した時、あるいはそれよりも前からだろうか。


    「おまえ、ぶれることなく独り遊びプレイ続けてたのか？」


    　心配して損した、大損だ。


    「やっぱすげーよ、曲矢……つーかおまえって本当に理解不能だ」


    「理解不能なのは、巽ですよ」


    「はいはい。もうわかったからご自由にどうぞ」


    「巽って、ひょっとしたら飽き性しようなのかもしれません」


    「おい、巽のことまで悪く言うのやめね？」


    　俺の知る限り、巽以上の男などいない。


    　そんな男を捕まえて、エアだからって、曲矢は巽を悪者に仕立てようとする。


    「ムラサキビルの四階に、『コンタクト』っていう雑貨屋さんがあるんですよ。指輪とかもあって、カップルで身につけていれば永遠に一いつ緒しよにいられる、っていう噂うわさがあるんですね。そのお店に、巽がいたらしいんですよ。私以外の……その……誰かと……」


    「浮気？　そういうの重たくね？」


    　あくまで架空トークである。


    　浮気疑惑は、エア彼氏に追加された新たな設定というわけだ。


    　つまり巽が浮気しているとかしてないとか、それは曲矢のさじ加減ひとつ。


    　特盛りだ。


    　曲矢は妄もう想そう全開で、遠い目で語る。


    「横断歩道を渡る時に、いつもは手を繫つないでくれるんですよ。別に頼たのんでないですけど、昔からそうなんですね。それなのにこの前、忘れられるという大事件が……」


    「おまえそういうの、授業中とかに考えてるの？」


    「さっき偶然、ムラサキビルに入って行く巽を見かけました」


    　曲矢は膝ひざを抱き寄せ、頰ほおを当てる。


    　彼氏の浮気に悩む少女に見えなくもないが、街中だ。


    　歩道橋の上だ。


    　仕事帰りの人たちがちら見して通り過ぎて行くが、曲矢はおかまいなしである。


    「巽は……女の子と一緒にいたように見えました」


    「現場を押さえてんなら問い詰めれば？」


    「そんなこと、できませんよ」


    　すっかり顔を隠してしまった。


    「曲まがり矢や……さっき巽たつみを見かけた、って言ったか？」


    　エアは、それを生み出したエアリアルの演技でしか現れない。


    　いくら俺が「そこにいる」とか言っても、本人が「ホントだ」って思わないことには現れてくれない。曲矢自身が「近い」というのであれば、すぐそこだ。


    「曲矢、行こうぜ」


    「行くって、雑貨屋コンタクトにですか？」


    「ほら、立てよ。巽の浮気疑惑は、おまえがその目で確かめるしかないんだ」


    　それにしても浮気とかカップル指輪とか。


    　次から次へと、よくもまぁ考えつくものだ。


    「こっちですよ、木き村むら」


    「うわ、待てよ。落ち込んだり駆け出したり、波ありすぎだおまえ！」


    　妄もう想そうによる強い波動みたいなものを感じる。


    　呑のみ込まれそうで怖かった。


    



    　　　　　　　◇　◇


    



    　曲矢に連れて行かれたのは、雑居ビルの四階にある小さな雑貨店。


    　同フロアには洋服や小物を扱う店がひしめいているが、どれも原色がやたら強い。


    　そしてチープだ。


    　でもちょっと可か愛わいいかもしれない、雑貨屋コンタクト。


    「こんな時に、そんな……定められた運命の、なんて残ざん酷こくな結末っ」


    　腰に巻いたカーデが消火器にひっかかって、一人で焦あせって、緊きん迫ぱくし始める曲矢。


    「私と木村の出会いは、仕組まれていたのかもしれませんね」


    「今度は何だ？」


    「エア彼女オーディション、謎なぞのエア騎き馬ば兵へい……次々と襲おそい来る敵を前に、傷つき倒れて行く仲間。私たちは信しん頼らいし合うこと、そう、友情という武器で苦難を乗り切りました」


    「突然の回想の理由、聞いていいか？」


    「私なりに、ここ数か月間のことを整理してるんですよ。今回のことは繫つながっているというか……いいえ……すべては仕組まれていたのでは？　そう思いませんか？」


    　ぜんぜん思いませんね。


    「曲矢、おまえ状況整理を妄想でやっちゃダメだよ」


    「どうしてですか？」


    　どうして、っておまえの妄もう想そうたくましすぎだからさ。


    　曲まがり矢やは雑貨屋に入りたいのか、入りたくないのか、店の前で挙動不審すぎる。


    「仕組まれていた出会い。木枯らしに雪が交じる時、銀髪の騎き士しに忍び寄る魔まの手……」


    「面倒くさそうな単語並べるなよ。『銀髪の……』って巽たつみのことだろ？」


    　寒くなってきましたね、巽が何か怪しくて、それで私は何だか不安になって──。


    　訳すと日常的なんだ、こいつの場合。


    「仮面の美少女の前に現れる、新たな敵……あ、まさか」


    「何だよ」


    「木き村むらが私の新たな敵なんじゃないですか？」


    「おまえ俺のことどう思ってるの？　どうしようっての？」


    　すげーのは、店内を窺うかがいながらの片手間だ。


    　曲矢は眉まゆ無なし笑顔でふり返る。


    「運命だったんですかね、私たちの出会いは……」


    「勝手に頭の中でストーリーを作ったなら作ったで報告してくれ、置いてくな！」


    　俺、曲矢の脳内でどうなっているのか。


    「私たちを結びつけたのは『カップル指輪』かもしれませんね」


    「繫つながらねっ、俺ぜんぜんついて行けてねーぞ？」


    　カップルで揃そろえていれば永遠に一いつ緒しよにいられる指輪だ？


    　そういう噂うわさのひとつもありそうな、全体的にピンクの少女趣味な内装である。


    「木村、巽が……」


    　曲矢の言葉が、仕草が、エア彼氏を俺に見せ始めるが──。


    「木村、ほら、巽は木村と違って背が高いから頭をぶつけそうですよ」


    「や、何かぼんやりしてないか？」


    　曲矢は本調子じゃない。


    　長身の巽の姿が一いつ瞬しゆん、棚の向こうに見えたような、見えなかったような。ぜんぜん関係ない他の客と見間違えたのかもしれない。巽は銀髪の騎士、というお恥ずかしいニックネームがけっこう似合ってしまうイケメンである。どれだけ捜そうとしても、腰まである銀髪に、丈の長いコートの巽幸ゆき雄おの姿ははっきりと見えて来ない。


    　見えないし、いないはずなのに、曲矢は見当違いのカップルを睨にらんで歯がみする。


    「おのれ、巽……」


    「や、完全に空回りして……うぉ……なんだこれ、黒い靄もやがっ」


    　錯さつ覚かくか、禍まが々まがしいオーラみたいな何かがまとわりついて来た。


    　曲矢から怨おん念ねんじみた何かが漏もれている。


    「カップルで揃えたら永遠に一緒にいられる指輪……そんな噂のあるお店に、巽は、ここ何週間か通いつめているんですよ。私以外の誰か、そう新たな……」


    「新たな敵っておまえ……」


    　ただの恋こい敵がたきじゃないか、しかも一方的な妄もう想そうの！


    　曲まがり矢やの黒オーラは振り払っても、振り払ってもまとわりついて来た。


    「何なんだこれ、怨おん念ねんとかそういうの漏もれてんじゃねーか？　おーい、もしもーし？」


    「すっきりしました」


    　オーラは「え？」ってくらい一いつ瞬しゆんで消失する。


    　俯うつむいた拍子にサイドの髪が胸の上に落ちて、曲矢の表情を隠してしまった。


    「最近、巽たつみはずっと変でした」


    「変ってどんな風に？」


    「私の手……というか指、左手の薬指に触れたままぼーっとしたりしていました」


    　今度はたぶん、俺が黒オーラを纏まとった。


    「曲矢、おまえはまさか……」


    「もう巽の心は、どこか遠くへ行ってしまったんですかね？」


    　曲矢、その遠い目はアレじゃね？


    　彼氏の不審な行動に不安を抱いだくことが、最大のスパイス。


    　実は彼氏によるサプライズ、突然のプレゼントに涙を流して喜ぶという妄想遊びプレイだ。


    「巽を再さい召しよう喚かんするためのシナリオか、そうなのか？」


    　巽を取り戻すための手順──。


    　巽と会えなくなったのは勘かん違ちがいのせいなのだ。


    　そして誤解が解けた時、二人の絆きずなは以前よりも強いモノとなるのだった──的な。


    　都合のよいストーリー。


    　曲矢はムリして微笑ほほえんでみせる。


    「私もうふっきれました」


    「何が？」


    「木き村むら、そんな顔しないでください」


    　おまえこそ「逆境の中で微笑む美少女」顔してんじゃねーよ。


    「曲矢、自作自演でこの独り遊びプレイ……最後までやり通す心づもりなのか？」


    「本当にもう私……私、巽のこと忘れますから」


    　転んでもただでは起きないというか。


    　無敵。


    　曲矢が、小お沢ざわの見えないエアに負けたりするはずがなかった。


    「私、今日のことは忘れますね。大丈夫、一晩眠れば何だって、何だって忘れちゃいますから。もぉ……そんな、そんなに心配しないでくださいよ」


    「や、してねーけど？」


    「だけど夢で逢あえたらとか……それくらいは、許してもらえるのかなぁ」


    　恐るべきことだが、曲まがり矢やにとって小お沢ざわなど眼中にないのだ。


    　巽たつみとの再会は遠くなさそうである。


    



    　　　　　　　◇　◇


    



    　折しも、というかクリスマスも計算のうちなのか。


    「決着はクリスマスイブってわけね」


    　巽から曲矢へのサプライズプレゼントはイブの夜に違いない。


    　順番だ。


    　曲矢が巽と会えたら、誘ゆう拐かいされた杏あん子こを返してもらうんだ。


    　杏子が解放されたら、監禁場所である小沢は普通の女の子に戻るだろうか。


    　というようなことを考えながら予備校に戻ったら、何だか急に寒気を感じた。


    　肉体的というよりは、精神的な寒さというか。


    「歌……？」


    　予備校のエントランスにもの悲しげな歌が響ひびいている。


    　小沢の声だ。


    　小沢の歌声だが、何だか変だ。


    「暗くね？」


    　実は怖い系の歌詞だ、って大人になって気づく童謡みたいな雰ふん囲い気きというか。


    　抑揚のない、低音のパートみたいな感じだ。


    　階段で三階へ上がる。


    　無人の教室の真ん中で、小沢は目を閉じて歌っていた。


    「小沢……」


    　そういえば合唱祭で独唱していたことを思い出した。


    「あ、カント。戻って来てくれたの？」


    「や、まぁ……」


    「あたしの歌が通じたのかな？」


    「歌で呼びかけるとか、おまえ変わってんな。今の、下のパートか？　練習か？　事情しらない人が見たら、呪じゆ文もん唱えてる怖い子にしか見えねーから……てか寒くね？」


    　別に褒ほめてないのに、小沢は照れ笑いを浮かべる。


    「ちょっと感動してくれた？」


    　確かに、低音の方とはいえ上手だった。


    　偽にせ杏あん子こか。


    　偽者の杏子と過ごせるのもクリスマスまでかも、って少し考えてしまった。


    「カント、明日から期末だね」


    「あぁ……」


    　つい、ほだされたというか。


    「今からテストの直前対策でもするか？」


    「あたしと一いつ緒しよに？　いいの？」


    　ひょっとしたら俺のエアリアルたる部分が、小お沢ざわの中に杏子を感じ始めたのかも。


    　ちょっとだけならつき合ってやっても、いいか。


    「一緒に勉強しようぜ、小杏沢子」


    「え……」


    　小沢は、や、小杏沢子は顔を手で覆おおってしまった。


    「やっと、やっとあたしのこと受け入れてくれたの？」


    「泣くことはねーだろう」


    　エアのことはよくわからないが、本当に杏子がそこにいるのかもしれない。


    　そう思った。


    　そう思ったら、俺は今までひどいことをしてきたものだ。


    「俺、おまえの彼氏なのに……」


    「いいんだよ、カント。あたしのことだけ見てくれるなら、それでいいのっ」


    　小杏沢子が胸の中に飛び込んで来る。


    「小杏沢子……」


    「カント………………………………………………………………………………カント？」


    「小杏沢子、俺は……」


    「き、木き村むらくん？　目が怖いんだけど、ちょっと、くっつきすぎ！」


    　小沢につま先を踏ふまれて我に返る。


    「わ、悪ぃ……」


    　やばかった、今、一いつ瞬しゆんマジで杏子にしか思えなかった。


    　小沢だってことを忘れ、抱きしめる腕の力を緩ゆるめることができなかった。


    　杏子と再会したような気がしたんだ。
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    　中庭の自販機でコーラを買った。


    　期末テスト初日のできは今ひとつだったが、別の科目で取り戻せばいいか。


    「今日も勉強、勉強かぁ……」


    　誰もいないはずのグラウンドに、人影が見えた。


    　今年、バスケ部の一年生は二十人と多かったが、あまりに過か酷こくな練習量を前に、そのほとんどが三日で辞めている。残ったのは俺と、下へ手たくそな松まつ下しただけだった。試験期間中は部活動禁止なのに、松下は、誰もいないコートで黙もく々もくとボールを追いかけている。


    　見ているだけで膝ひざが疼うずいた。


    　今の俺には、あんな風に飛んだり跳ねたりできないんだ。


    「相変わらず下手くそだなぁ……」


    　俺が辞めたから、残ったのは松下だけか。


    　一人になっていよいよ辞めにくいだろうし、意地悪な二年生──特に威い圧あつ感だけはご立派な三羽がらすの連中によるいびりは半はん端ぱないだろう。三羽がらすの連中は、選手としてはまーそこそこだったが、コートに入る前に上下関係を構築するというか、そういう技術だけは確かだった。


    「あ……」


    　小お沢ざわのために温かいミルクティーを買おうとしたのに、ボタンを押し間違えた。


    　冷たい缶コーヒーが出て来た、松下のせいだ。


    「ちぇっ……」


    　グラウンドに背を向け、すっかり人ひと気けのなくなった試験後の校舎に戻る。


    　一年Ｄ組は二階の端はしから三番目の教室だ。


    「悪ぃ、冷たいコーヒーになっちまっ……」


    　缶コーヒーが床に落ちて、窓辺の席まで転がる。


    　さっき「杏あん子こは髪の毛をちょんまげみたいに頭頂部で結んでいる」って教えた。


    　十二月の陽光の下、彼女は髪の毛を結び直して眠っている。


    　その姿は杏子そのものというか──。


    　そうだ、もともと俺は杏子のホントの姿を知らない。


    　ポニーテールで貧乳の杏子は、俺が無意識に決めていた杏子の設定だ。


    　現実に、そこにいて、杏子を名乗り、髪を結び直した少女に──。


    「ドキドキする……」


    　心臓にある秘密の小部屋では「キス」「キース」の大合唱だ。


    　抑えられない衝しよう動どうに、ふらふらと小杏沢子のもとへ。


    「小杏沢子……」


    　少しクセのある髪に手で触れた。


    　猫の毛みたいに柔らかい。


    　かじかんだ指に触れた頰ほおから伝わる体温に、吸い寄せられるように──。


    「え、えーっ、木き村むらくん？」


    「うわっ、急に起きるんじゃねーよ！　小お沢ざわに戻るんじゃねーよ！」


    「何？　今、そよ子に何しようとしてたの？」


    「や、俺は小杏沢子に、チューを……」


    「チューっ？」


    　小沢は声をひっくり返らせ、ついでに椅い子すから転げ落ちた。


    「そ、そよ子たちまだ高校生なのにっ」


    　完全に小沢に戻っている。


    「や、けど俺たちはエア彼女オーディションの時に一度……」


    「キスしたの？」


    　エアキスだけど。


    　小沢はぽてっとした唇くちびるにしきりに触れながら何事か逡しゆん巡じゆんし、言った。


    「い……今すごく荒れてるからダメ」


    「ご、ごめん……」


    　リアルに拒否られて泣きそうだ。


    　やっぱり小沢は杏あん子このふりをしているだけのようにも思えるが──。


    「それより勉強しようよ、勉強」


    　曲まがり矢やの魔ま力りよくによるものか。


    　それとも小沢の執しゆう念ねんか。


    「カント、勉強しようよ。勉強だけしようよ、勉強大会だからね？　キス禁止だから！」


    　もう杏子にしか見えない。そうだ、リアルじゃずっと会えなかったんだ。信じさせてくれ。


    　そんな俺が、確かにいたのだ。
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    　期末試験をどうにか乗り切った二十三日、土曜日。


    『カント、期末テストの打ち上げしない？』


    　小杏沢子からメールが来た。


    　ベッドの中から「了解」の返信メールを出してから気づく。


    「そういえば、明け方に曲矢からもメールが……」


    　メール履り歴れきをチェック。


    　午前五時に「もう寝ました？」というタイトルのメール、非常識が曲矢の常識か。


    『木き村むら、午前十時に楠くすのき女学院まで来てください』


    　ダブルブッキング？


    　小杏沢子との約束は昼以降だし、曲まがり矢やの用件をさっさと片付ければ問題ないか。


    　しかし、曲矢の用件は何だろうか。


    　電車とモノレールを乗り継いで楠女学院に到着する。


    「曲矢……？」


    　曲矢は学校の前にある公衆電話ボックスの中にいた。


    「寒っ、雪とか降るんじゃねーの？」


    　もっと寒いのは、声こそ聞こえないものの、修しゆ羅ら場ば的な曲矢のムードだ。


    　公衆電話にすがりついたり、ガラス戸に手をついたりしながら何事か叫んでいる。


    　落ち込んだ様子で出て来た。


    　今日もエア化粧はないので、ある程度の調子は予測可能である。


    「どうしたよ、巽たつみと電話が繫つながったのか？」


    「明日、二十四日にピサで待ち合わせの約束をしました。きっと、きっと……巽は私に別れを告げるんでしょうね。もしかしたら新しい彼女と一いつ緒しよかも……」


    「おまえ、まだやってたの？」


    　見え見えの逆転展開なんだからさっさとオチを付けて欲しい。


    「私は……明日は用事があるから、って何度も断っているのに……巽は、いったいどういうわけか、どうしても明日じゃないとダメって言うんですよ」


    「確信犯的っていうか、おまえわかってて敢あえてやってんだよな？」


    「何のことですか？」


    　クリスマスイブにサプライズだよ、付き合ってられるか。


    「私には巽の意図がわかりません。まったく、ぜんぜん、予想もつきません！」


    「マジで？　俺の中ではもうネタバラシ終わってるけど？」


    　はた迷惑な妄もう想そうも、明日で終わる。


    　そう考えれば気は楽だ。


    「それより曲矢、いったい今日は何の用だ？」


    「あ、今からここで試合があるんですよ」


    「試合？」


    「新にい見みセントリボンユースと、楠女学院のエア部との試合が……」


    「エア部の試合！」


    「練習試合ですけどね」


    　まさか普通に練習試合をやってるなんて。


    　もしかして上じよう下げ坂ざか高校にもエア部はあるんだろうか、試合とかしてるんだろうか。


    　聞いたこともないし、見たこともないが──。


    「超見てみたい、行こうぜ、行こうぜ、曲まがり矢や！」


    「あ、待ってくださいよ木き村むら」


    　しかも初めて見る試合がユースとはいえ、クラブチームの試合とは──。


    　サッカーだと、学校の部活動とは別に、プロのクラブが独自の下部組織で早い年代から英才教育を施ほどこしている。もちろん競争はとても激しい。上のチームに上がれない場合は、クビだ。クビになった選手が地元高校の部活に入ることもある。


    　つまりユースとは、高校生年代の中でもトップクラスということである。


    　トップクラスのエアか──。


    「やばい、興こう奮ふんしてきた」


    　自分が試合に出るわけじゃないのに、胸が高鳴る。


    　俺は正門前で入校証を貰もらった。曲矢が一いつ緒しよだし、訪問の目的と身分を明らかにすればオッケーだった。正面玄関には入らずに左へ、グラウンドの向こうが体育館だ。


    「木村、どうしてうちの学校の構造にくわしいんですか？」


    「来るの三度目だからな、入るのは二度目だけど」


    「ちょっと、馴な染じみすぎですよ。うちは一応、女子校なんですからね」


    　グラウンドにエア部らしき姿は見あたらない。


    　体育館前に見知った顔を見つけた。


    「あ、あなたは……」


    　向こうから話しかけてくれた。


    　以前この学校に侵入した際、窮きゆう地ちに陥おちいった苦い思い出がある。その時、俺を助けるばかりか曲矢に会わせてくれた子、ショートカットにくりっとした目が印象的だ。「楠くすのき女学院」と書かれたユニフォームはバレー部風、肘ひじと膝ひざにサポーターを身につけている。


    　少女は曲矢に手を振り、曲矢は笑顔で返した。


    「桐きり山やま、がんばってくださいね」


    「ありがとう、曲矢」


    　曲矢は「桐山江え利り子こ」を紹介してくれた、「エア部員ですよ」と。


    「エア部員っ」


    「楠女学院のエア部は万年一回戦負けの弱小チームですけどね」


    　桐山は謙けん遜そんするが桐山の背番号は五番、バレーならレギュラーナンバーだ。


    　曲矢の話によれば──。


    「うちの学校のエア部は弱小ですが、今年は桐山が入りました。新にい見みセントリボンが練習試合を組んだのも、秋の大会で噂うわさになったルーキーである桐山を見たかったんでしょう」


    　とのことである。


    「お、来たか？」


    　真っ白なユニフォームの一団が更衣室からやって来る、共通点はリボンだ。


    　新にい見みセントリボンユース。


    　ユニフォーム姿は十人くらい、それと補欠たちだろうか、ジャージ姿が倍近くいる。


    「あ、サンノさん」


    　マジメな一年生部員、そんな雰ふん囲い気きで荷物運びをしているのは確か──。


    「乃の々の乃の……や、おまえはエアの乃々乃の姉だ。エアリアルの乃の々の花かだな？」


    「こんにちは、木き村むらくんでしたか？」


    「つーか『の』が多すぎだテメーと妹は！」


    「わたしは、試合の準備があるので行きますね。一応、レギュラーなんですけど、乃々乃たちと一いつ緒しよに準備しないと。一年生ですからね」


    「乃々乃たちと……」


    　エアである乃々乃と小しよう吉きちは、ジャージ姿でユニフォーム姿の一団に混じっている。


    「そうか、エアは試合には出られないか……」


    　曲まがり矢やは蝶々パピヨンと呼ばれる少女、広ひろ田たを見つめていた。


    　一年生のジャージを羽は織おっていたが、レギュラーのユニフォーム姿である。


    　わたくしは別格と言わんばかりに、乃々花たちを手伝っていない。


    「蝶々パピヨン……」


    「蝶々パピヨンとかさ、通り名みたいなの何なんだ？」


    「通り名ですが、何か？」


    「あ、通り名なんだ」


    　広田は長い黒髪を揺らし、サポーターの具合を確かめながらやって来る。


    　広田は曲矢に気づいたものの、その眼前を素通りした。広田だけじゃない。曲矢の元チームメイトたちであるはずが、乃々花以外は視線も合わせずに体育館へ入って行く。


    「皆さん……」


    　立ち尽くす曲矢の後ろ姿は、見たことないくらい華きや奢しやに思えた。
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    　体育館の二階から試合を観戦した。


    　初めて見るエア試合である。


    　競技はバレー、エアバレーが始まった。


    「普通にバレーだなぁ……」


    　肝心のボールがない、それ以外は──。


    　最初のサーブ権は新にい見みセントリボン、乃の々の花かがエアボールを床についた。


    　二度、三度ついた後に駆け出し、ジャンプサーブを放つ。


    　エアサーブを。


    「あれ？」


    　楠くすのき女学院側のレシーブを期待したが、誰一人動かなかった。


    「さすが……精密なプレーですね」


    「何っ、今の決まったのか？」


    　新見セントリボンのメンバーは輪になって得点を祝福し合った。


    「すげーな、エア得点なのにチーム一丸だ」


    　乃々花のサーブが続く。


    　二本、三本と乃々花のエアサーブが決まったらしく、審判の笛だけが虚むなしく響ひびいた。得点板の担当者は、楠女学院のエア部一年生だ。どうもエアボールが見えている風である。


    　見えていないのは俺だけなのか。


    「はいっ」


    　四本目、桐きり山やまがサーブを拾った。


    　そして後衛からバックアタックの体勢に入るが、セッターのトスが乱れる。


    「や、なんでエアなのに体勢を崩してトスすんだ？」


    「セッターがトスを上げる前の、桐山のレシーブが微妙でしたね」


    「そうなの？」


    　桐山は難しい体勢からも、何とか、アタックを打ちきった。


    　審判がラインを示す。


    「どうなったんだ？」


    　ハイタッチを交わす楠女学院のメンバーの感じから、決まったらしい。


    　サーブ権移動。


    　それは、一いつ瞬しゆんのできごとだった。


    　楠女学院のサーブを、乃々花がレシーブする。


    　蝶々パピヨンこと広ひろ田たがネット際ぎわへ助走、しなやかに躍やく動どうし、スパイクの体勢に入った。


    「何だ？　飛ぶの早くね……っ？」


    　セッターの、リボンをつけた子が低く沈み込む。


    　トスの動きに合わせ、ボールが出現！


    　見えた。


    　ボールは空中で待つ広田の、ここ、という場所に上がって行く。


    「弾丸スパイク……すげーな、広田」


    「いいえ、蝶々パピヨンは打つだけでした。打ってくださいと言わんばかりのトスを上げたあのセッター……彼女こそ新にい見みセントリボンの扇おうぎの要かなめ、キャプテンですよ」


    　選手層の厚さが違った。


    　そもそも新見セントリボンは控えメンバー中心、学年で言えば一年中心らしい。それでも点差は見る見る広がって、第一、第二セットと簡単に連取する。楠くすのき女学院は桐きり山やま江え利り子こが獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくを見せたが、所しよ詮せんは孤こ軍ぐん奮ふん闘とう、ストレートで決着がついた。


    　これはまずい。


    　新見セントリボン凄すごすぎる。


    　曲まがり矢やの妄もう想そう力りよくであれば、あのメンバーに入っても遜そん色しよくないような気もするが──。


    「皆、この一年で格段に成長を……」


    　びびる曲矢の横顔が物語っている。


    　曲矢の復帰テスト、広ひろ田たとの勝負に暗雲が立ちこめた。


    「サンノっ」


    　コートで広田が呼んでいる。


    　数枚のカードを指と指の間に挟み、それを一度に投げて来た。


    　曲矢は一枚を取る。


    　どうでもいいけど、曲矢の取り損ねた一枚が俺の目に当たった。


    「イテテ、何だ？」


    　曲矢が受け取ったカードは「テニス」と書かれたカードだ。


    　広田が髪の毛を搔かき上げる。


    「サンノ、明後日あさつてのクリスマス。楽しみにしていますよ」


    　復帰戦の競技が決まってしまった。


    「曲矢、おまえテニスできるのか？」


    　エアなんだから問題ないですよ、って返事を期待した。


    　だが、曲矢は答えなかった。


    　曲矢は体育館から出る際、桐山に声をかけるまで口を開かなかった。


    「桐山、いい試合でしたよ」


    「うるさいっ」


    　さっきまでいかにもお嬢じよう様さま、って感じだったが。


    　桐山江利子は目を赤くして、敗戦のショックをただ一人引きずるように校舎へ消えた。


    「エア部か……」


    　久しぶりに胸が高鳴っている。


    　今日の試合で目立っていたのは、新見セントリボンのキャプテンだった。だが、広田はそのチームメイトとして完全に馴な染じんでいた。そんな広田に勝たなければ、曲矢はセントリボンに戻れない。広田の活躍する姿は、曲矢に重圧をかけたようだ。


    　曲まがり矢やは唇くちびるを嚙かんでいる。


    「おい、曲矢……」


    「私は、蝶々パピヨンに勝てるでしょうか？」


    　曲矢の巽たつみ再さい召しよう喚かんのシナリオは、揺らいだはずだ。


    　嫌いやな予感がする。
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    　心配する俺をよそに、曲矢はモノレールと電車を乗り継いだ。


    　そしてなぜかエア予備校に到着する。


    「曲矢、期末テストも終わったし勉強してる場合じゃなくね？」


    「静かにしてください、木き村むら」


    　曲矢は三○二教室で自習を始めた。


    　その意図がまったくわからないので、遠巻きに訊たずねる。


    「一番前のその席、伊い藤とうくんの席じゃなかったか？」


    　二人きりだから俺の声は響ひびいた。


    　曲矢は勉強道具を抱えると、一番後ろの席に移動する。


    「つーか、今日は土曜で、今は一時だから……」


    　時間割表には、『空き教室』と書かれていた。


    　今この教室では、エア授業すら行われていない。


    「曲矢、おまえ何がしたいんだ？」


    「エアを理解したいんですよっ」


    　半年ぶりに見た元チームメイトのプレーが、相当ショックだったらしい。


    「乃の々の花かも蝶々パピヨンも、試合に出てましたよね。私がいた頃は、試合に出るどころかベンチにも入れないでいたのに……確かに、蝶々パピヨンは中学時代かなりの選手でした。でもまさかあんなに……もう私の居場所なんて、どこにもなかった！」


    「や、何か論点がずれてね？」


    　曲矢が理解したり受け入れたりしなきゃならないのは、エアじゃなく現実だ。


    「俺、エアはよくわかんないけどさ。やっぱ、自分がエアリアルじゃない、って立ち位置はムリがあるんじゃねーか？　なんつーか、才能だけでやってる、っていうか。そういうのは結局、頭打ちの瞬しゆん間かんが来るに決まってんだ」


    「木村に何がわかるんですかっ」


    「だから最初に言っただろ。俺にエアはわかんねーが……」


    「ごめんなさい」


    　曲まがり矢や特有の、独特の展開だ。


    「ごめんなさい、木き村むら」


    「や、怖ぇよ。なんで急に改まって謝るんだ？」


    「私……巽たつみに明日フラれてしまうからって、八つ当たりですね」


    「え…………」


    　噓うそだろ？


    　今朝からのアレもコレも、つーか全部、落ち込んだり自習したり混乱したのも？


    　全部、前フリの一部なの？


    「こんなんじゃ、明日、フラれちゃうのも仕方ないなぁ」


    「おまえ……すごすぎじゃね？」


    「木村、明日から私たち付き合っちゃいますか？」


    　一いつ瞬しゆんだけ想像してしまった。


    「や、それは丁重にお断りを……」


    「なーんて冗談ですよ。あーぁ、それにしても、明日かぁ。気が重いなぁ♪」


    「活かつ躍やくする広ひろ田たを見て焦あせったことまでも、巽シナリオに取り込んだのか！」


    　一貫している。


    　こいつはやっぱり別格というか、怖いくらいにぜんぜんぶれない。


    「私に別れを告げるんでしょうね、巽は。辛つらいけど受け入れますよ、私」


    　倒置法が鼻につく。


    「今のうちに、涙……枯れてしまえばいいのに……」


    　確信犯的な間だ。


    　いよいよ、大逆転サプライズへの布石は整った。


    　さっさと巽を召しよう喚かんし、「曲矢、違うよ誤解だよ」ってやればいいのに──呆ぼう然ぜんとしていたら、階下から足音が響ひびいて来た。しまった、ってケータイを見る。小杏沢子と約束していたのをすっかり忘れていた。不在着信が四件、ずいぶん捜し回ったんだろう。


    　小杏沢子は目め尻じりに涙を浮かべていた。


    「うわっ？」


    　唐突に、曲矢が俺の胸に額を押し当てるという奇行に走る。


    「曲矢、何だ？」


    「木村は私の彼氏でも何でもないのに、私の彼氏捜しに付き合ってくれて優しいですね」


    「テメー、杏あん子こを人質に取ったこと忘れてんのか？」


    　微笑ほほえむな、誰も「がんばれよ」って送り出しちゃいない。


    「ありがとうございます、私、がんばりますね」


    　涙を笑顔で隠し、駆けて行った。


    　もはやかける言葉もない。曲まがり矢やの独り遊びプレイに疲れ切っていたが、小杏沢子に謝らなければならない。俺は全力で言い訳の言葉を探したが、小杏沢子の様子がおかしい。


    　すれ違う二人は対照的だ。


    　ゴールが近いからか、若じやつ干かんスキップ気味の曲矢。


    　対して小杏沢子はこの世の終わりみたいな顔で立ち尽くしている。


    「小杏沢子、悪い。約束をすっぽかそうとしてたわけじゃなくて……」


    「木き村むらくん、どういうこと？」


    　声は震ふるえている。


    「今、曲矢の言ってたこと……本当なの？」


    「曲矢の……何のことだ？」


    「木村くんは、曲矢の彼氏でも何でもないの？　曲矢には別に、彼氏がいるの？」


    「え……うん」


    　今さら何の確認だろうか。


    　そして小お沢ざわは杏あん子このモノマネを止やめてしまったが、どうしたというのか。


    「えっと、杏子のマネはどうした？」


    「知らないよ、わけわかんないこと言わないでっ」


    　こっちのセリフだが、それは。


    「木村くんは、そよ子に噓うそついてたんだね」


    「や、違うんだ。今朝、急に曲矢から電話あってさ。もっと早くに終わるはずが……」


    「そんなこと聞きたいんじゃない！」


    　基本的に小沢は、俺のこと好きな感じだった。


    　だが今はまるで親の敵かたきでも睨にらむような、なんだろうこのギャップ。


    　俺は知る。


    「噓つき……」


    　女子は怖い。


    「噓つき、噓つきっ、噓つき！」


    　豹ひよう変へんする、柔やわな心ハートをえぐる。


    　いつも世界の中心に自分がいるみたいな雰ふん囲い気きだ！


    「ちょ、待ってくれよ。ちゃんと謝るから、な？」


    　小沢は涙をぽろぽろ流しながら、だがしっかりと、俺のこと睨んでいる。


    　そして言った。


    「木村くんはそよ子のこと、騙だましてたんだっ」


    「や、騙すとか……むしろそれは小沢が、杏子の名前を騙かたって……」


    「信じてたのにっ」


    　小お沢ざわは「びぇぇぇぇ」って感じに走り去った。


    　まったく心当たりがない。


    「おい、小沢……」


    　遠くから、「死んじゃえ！」って聞こえた。


    　本気だ。


    　何だかわからないが、俺は小沢を本気で怒らせたらしい。
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    　半日、俺は小沢を捜し回った。


    　小沢はケータイの電源を切ったらしく、まったく居所がわからない。新にい見み駅を中心に闇やみ雲くもに捜し回るうちに、日は沈みかけてる。月曜日になれば学校で会えるだろうが、小沢の子どもみたいな泣き声が耳について離れない。


    「予備校、戻ってみるか……」


    　午後六時前の双ふた葉ば学院は、いつもと様子が違った。


    　真っ暗だ、看板の光が灯ともっていない。エアと小沢しかいないからその方が正しいが、いつ来ても光っていたのに──考えてみれば、灯あかりやチャイムは演出だったんだ。エア予備校を演出するための小細工だったわけで、誰の仕し業わざかといえば、小沢の仕業だ。


    　小沢がいないから真っ暗だし、チャイムも鳴らない。


    「あれ……？」


    　チャイムが鳴り始める。


    　鳴らないはずのチャイムが、鳴っている。


    　エントランスをくぐって中を覗のぞきこめば、非常灯の明かりだけがぼんやりと光っていた。


    　西の空はまだ明るいが、建物の中はほとんど真っ暗である。


    「小沢、いるのか？」


    　俺はケータイの明かりを頼たよりに足を踏ふみ入れた。


    　真っ暗だと不気味だ。


    　校長の胸像とか、よく見たら蜘く蛛もの巣とか張っている。


    　下から照らすのはよくないな、何か今、じろって見られたような気がした。


    「んだよ、こっち見んじゃねーよ」


    　台座を蹴けったら、ぐる、って回ってくれた。


    　動いた台座の感触にそれとなく満足感を得つつ、フロアを進んだ。


    　何か散らばっている。


    　予備校のチラシ、女性講師がポーズを決めて写っている。


    　ふと目に入った来年度生徒募集の文字が、何だか気になって光を向ける。


    「生徒募集中……あれ？」


    　十年くらいの前のチラシだ、これも、これも、全部十年以上前のチラシだ。


    「なんで……え？」


    　膝ひざの辺りで「パキン」って鳴った。


    　反射的に俺は叫んでいた。


    　俺の悲鳴は、反はん響きように反響を繰くり返し十秒後にエントランスホールに返って来る。


    「お、おぉ……びっくりした」


    　不調の膝が何か鳴っただけか、恥ずかしい。


    　思わず後退しちゃって、この感触、校長の台座だ。


    「笑ってんなよ、校長？」


    　や、笑えよ。


    　首はどうした、校長、さっきの蹴けりで壊こわしちゃったか？


    　どっかその辺りに──。


    「ほぉぉぉぉぉおわぁぁー」


    　変な叫び声が出た。


    　奇跡、校長の首はフロア中央にあるテーブルの上に乗っかっている。チラシや講座の申込用紙が収納可能のテーブルだ。いったい、どう壊れたらここまで飛ぶのか。自分のキック力に、もしかしたらサッカー向きだったのかもしれない、とか考えた。


    　何だか薄うすら寒くなって来た。


    　真っ暗なでっかい建物、完全な静せい寂じやくではなく、時折、家鳴りみたいな音が聞こえて来る。


    　上の階でドスンという音がした。


    「び、びっくりさせんなよ……今度は何だ？」


    　無意識のうちに「大きな声を出して怖いの怖いの飛んで行け」作戦を実行中だ。


    　独り言がやめられない。


    「小お沢ざわ、上か？　上にいるのか？」


    　声を出していないと不安だ。


    　壁伝いに階段を上って行くと、三階の廊下で何かが動いていた。


    　白いカーテンが揺れている。


    「だ、誰かいるのか？」


    　冷たい風が吹き込んで来た。


    「なんだ、風かよ……」


    　三○二教室の真ん中、置き忘れられたプリントがはらりと舞った。


    　教室のカーテンの一部が揺れている。


    　窓を閉め忘れてるのか──。


    「見つからないの」


    　や、誰かいる。


    　西の空の夕焼けが微かすかに残っていて、カーテンに透ける人影シルエツト。


    「お、おば……お化けだ。お化けだろ、おまえ……お？」


    　セーフ、ぎりぎりセーフだ。


    　お化けにゃ足がないらしいが、カーテンの下にスカートとローファーが見える。


    「何だよ、小お沢ざわか……」


    　俺が何をしたのかわからないが、謝るから許して欲しい。


    「何やってんだよ。俺はおまえ、心配して……」


    「見つからないんだ」


    「はぁ？　見つからない、って何が？　つーか何でそんなとこに隠れてんだよ？」


    「哀かなしくて、顔、見せられないの……」


    　一滴、床にぽとりと落ちた。


    　見間違いかと思った。そう思いたかったが確かに、また雫しずくがこぼれ落ちる。


    「泣いてちゃわからねーだろ。なぁ、話してくれよ？」


    　ぽとり、ぽつ、ぽとととと──。


    「や、泣きすぎだ小沢……」


    　雫は溜たまって広がった。


    「え…………？」


    　暗くら闇やみのせいで色の判別がつかないが、何となく赤くね？


    　まさか、って俺は慌あわててカーテンに手をかける。


    「小沢、おまえまさかケガ……」


    　黒髪が躍おどる。


    　小沢じゃない、誰だ？


    「うおっ」


    　絶妙の間！


    　開いていた窓から何かが飛び込んで来た。


    「烏からす！」


    　なんてタイミングだ、人ひと騒さわがせが過ぎる。


    　思わず身を屈かがめた。


    　少女にしがみついてしまい、びりり、少女の制服を引き裂いてしまったか。確かな感触を手に、尻しり餅もちをついた。すぐに立ち上がってカーテンをめくり、「ごめん」と謝る。


    　ところが謝罪を向けるべき上半身が──。


    「な、ななな……」


    「見つからないの。私の身体からだが見つからないの……」


    　少女には上半身がなかった。


    　俺は後ろの机を巻き込んで倒れる。上半身だけじゃない。さっきまであった下半身もなくなった。消えた、や、最初から誰もいなかったみたいだ。


    　けど俺の右手は、何かを持っている。


    　引き裂いてしまった制服は──。


    「な……なんだよ、これっ」


    　厚手の紙、和紙だろうか。


    　破れているから何なのかはわからないが、字だ、字が書いてある。


    「やべー、何か怖ぇ！」


    　戻ろう、って立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、足を摑つかまれた。


    　小さい手、なのに痛いくらい強い力である。


    　恐る恐る左足を見れば、机と椅い子すの脚に足首が挟まっていた。


    「んだよ机のくせにびびらせやがって……ん？　何だ？」


    「き……」


    「き？」


    　耳鳴りか、何か変な声が──。


    「きぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃむぅぅぅぅぅぅぅぅぅるぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」


    　心臓の小部屋が一斉に戸と締じまりした。


    　知らない声、野太い声だ。


    　怖いのに、他にどうしようもないから、次の言葉を待ってしまった。


    　遠くで犬が鳴いてる。家鳴りは止やんでいた。


    　黒板を爪つめで引っ搔かくような音がするが、双ふた葉ば学院に黒板はない。


    　本当に怖い時、声って出ないらしい。


    　俺は叫んでるはずなのに声が出ねーからもっと叫ぼうとするが、もう肺に空気が無い。


    　何だ？


    　暗さに目が慣れて来たせいか。


    　ホワイトボードの赤い文字に気づいてしまった。


    　消し忘れじゃない。


    　びっしりと書かれている。


    　ホワイトボードにだけじゃなくて壁にも、天てん井じようにもびっしりと書かれている。
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    　俺は逃げだしていた。


    　逃げようとしているのに上う手まく走れなくて、這はいずって、這いずるのも上手くできなくて、肘ひじとか臑すねをあちこちにぶつけながら教室から飛び出した。


    　壁かべ際ぎわまで逃げる。


    　とりあえず息をさせて欲しかった。


    　パリッ、廊下の突き当たりのガラスが割れた。


    「何なんだよ、何なんだっ」


    　廊下のガラスが次々に割れ始める。


    　何かが、


    　だんだん、


    　すごい勢いで近づいて来る。


    「た、助けて……」


    　俺は杏あん子この名前を叫ぼうとしていた。


    　もしかしたら、火事場のバカ力みたいな感じで召しよう喚かんできるような気がしたが──。


    　だけど、踏ふみとどまる。


    　あいつは怖こわがりだ。


    　保育園でのお泊まり会のことを覚えている。


    　園長先生が冗談半分で言ったんだ。


    『皆さん夜は、窓の外を見てはいけないですよ。最近、ふわふわ飛んでるんですよ。ぼんやり淡い光が……幽ゆう霊れい……いいえ、蛍ほたるですから見るだけにしましょうね。けして追いかけないように。もし外出するようなことがあれば、本当に幽霊に会ってしまいますよ』


    　その真夜中、杏あん子こは俺を起こした。


    『カント、窓の外……』


    『なんだよ、蛍か？』


    『違うよ、黒い服を着たたくさんのお兄さんやお姉さんが……』


    　俺は、けして目を開けなかった。


    『気のせいだよ、気のせいに決まってるっ』


    『だけどあたし、見えるんだもん』


    『いいから寝ろよ』


    　俺は杏子の手を握りしめて眠った。


    　杏子に名前を呼ばれようが、叩たたかれようが、蹴けられようが、嚙かみつかれようが、お漏もらししようが、意地でも目を開けなかった。翌日、保母さんに寝小便について[image: ]しかられた。


    　それでも、黒い服を着たくさんのお兄さんを見るよりはマシだった。


    『杏子は怖こわがりだなぁ、しょうがねーやつだ』


    『や、あたしは何なのか確かめたかったのに……』


    『怖がりなんだよ、杏子はっ』


    　杏子は怖がりなところがある。


    　だからここは俺が、あの時みたいに俺の力だけで──。


    「あっ、ＵＦＯだ！」


    　逃げ切ってやるぜ、ってお化けに「あっ、ＵＦＯだ！」が通用しないなんて！


    　何かが追って来る。


    　窓ガラスを割り、天てん井じようを軋きしませて追って来る。
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    　自分の呼吸する音しか聞こえない。


    「何なんだ？　まさか、本物の……」


    　廃はい墟きよの予備校で夜な夜な授業をしている、幽霊。


    　現実にそんなのいるのか？


    　エアには根拠がある。


    　こっちで勝手に見ているだけで、現実には何も存在しない。


    「幽ゆう霊れいの存在とか、ずるくねーか？」


    　俺は予備校を脱出し、その勢いのまま走っていた。


    　ビルとビルの間に紐ひもが張ってある、何だろうか、洗せん濯たく物ものか何かが干してある？


    　吊つってあるのは、人？


    「ひ……ひらひらしてる。人じゃない。焦あせらせるなよ！」


    　ひらりぺらりと揺れる白い何か、何が干してあるんだ？


    　遠くで事故みたいな轟ごう音おん──。


    「何だ？」


    　何か、大きな何かが追って来る？


    「姿くらい見せろ、ずるいぞっ」


    　確実に何かに追われていた。


    　背後で突然、ビルの五階の窓ガラスが割れる。


    　でかくね？


    　追いつかれた、次の瞬しゆん間かん、追い抜かれた？


    　進行方向の上、ベランダが倒とう壊かいする。


    　廃マンションのベランダに置いてあった鉢植えとか何かが、色々まとめて降って来た。


    「危ねっ」


    　急停止して全力で後退、来た道を戻る。


    　何かが降って来る？


    「紐に吊ってあったぺらぺらの……やっぱ洗濯物か？　パンツか？」


    　走りながらひとつ捕まえてみる。


    　お札ふだ！


    「きゃーっ、この辺り一帯、何か供く養ようされてるんですか？」


    　でしたら失礼いたしました。


    　可及的速すみやかに、膝ひざに鞭むち打うって立ち去りますんでどうかおかまいなく、ってダメだ。


    「やべー、この感じ……」


    　初めてエアが見えたと自覚した時、あの時みたいに目が変だ。


    「み、見え始めた？」


    　俺、幽霊と併走してる？


    　はっきり見たくないからぼんやり確認、でかっ。俺が小柄だってこともあるが、この感覚──バスケ部時代、周りは長身の選手ばかりだった。味方を探そうにも、相手選手の背中や胸に邪じや魔まをされる。囲まれた時、追われる時の重圧は半はん端ぱじゃなかった。


    　相手の顔が見えないっていう恐怖感！


    「黒い服……やべー、杏あん子この『黒い服を着たお兄さん』のイメージに縛しばられてるか？」


    　俺の後方十メートルほどの距きよ離りを、ぴったりとついてくる。


    「けど、何かさっきまでと印象が……」


    　なんて言うか、重圧のかけ方が上う手まい。


    「試合みたいだ、何なんだ？」


    　膝ひざの痛みを、心臓のドキドキが超えていた。


    　まさかこんな風に、膝の回復具合を測ることになるとは──。


    「走れてる！」


    　どこまでもつか、スタミナには自信があった方だが──。


    　中学校の頃のマラソン大会、俺は学年一位だった。


    　デッドヒートの末、陸上部の横よこ本もとを葬ほうむり去ったのはこの俺だ。


    「横本の名にかけて負けるわけにはいかねぇ！」


    　およそ一時間──。


    　十キロくらい走ったのに、なんてこった。


    「こいつまさか……」


    　バスケ部員に負けて涙した陸上部員／横本の亡ぼう霊れい？


    　作戦変更っ。


    　相手が横本の亡霊ならば、持久力は向こうの得意分野だ。俺の本職は、フォワードである。高校入学時に三羽がらすを黙だまらせたスピードで勝負だ。試合後半になると目に見えてのろまになる上級生の三羽がらすをきりきり舞いさせたスピードで、振り切ってやる。


    　ダッシュ＆ジョグ。


    　二百メートルほどのダッシュ、それから一分ほど速度を緩ゆるめてジョギングする。


    「ど、どうだ……へへ……まだまだ行くぜ！」


    　ダッシュ＆ジョグ＆ダッシュ──。


    　さらにダッシュ。


    「十五回目のダッシュ……どうだ、さすがにバテバテだろ？」


    　俺はバテたぞ。


    「待てぇぇコラぁぁ！」


    「きーむーらーっ」


    「食ってやる。おまえを捕まえて食ってやる！」


    　喋しやべった、俺の名を、しかも「食ってやる」って宣言された。


    　幽霊になんて何が何でも食われたくなかった。


    　呪のろい殺されようが、何だろうが、嫌いやだが、何だか──。


    　もういいや。


    　そう思っちゃうくらい気持ちよかった。半年ぶりに思い切り走れた。また走ることができた。好きなだけ風を感じたし、こんな風にさらさらの汗をかいたのも久しぶりだ。


    　急に力が入らなくなる。


    　ムリした代だい償しようか、いきなり膝ひざにロックがかかったみたいになった。


    　転倒──転落？


    　ごろごろ転がって冬枯れの草木に受け止められた。


    「どこだよ、ここ……」


    　土手だ。


    　いつの間にか橋を渡っていた。


    　川の向こう、遠く、遥はるか遠くに新にい見み駅の灯あかりが見える。まさか、って土手の上に首をめぐらせた。丘だ。丘の上にたたずむ校舎は、俺の通っている上じよう下げ坂ざか高校である。


    　新見市内からおよそ二十キロ──。


    「走りすぎだろう、はは……」


    　土手の上に人影が並ぶ。


    　誰だか知らないが、呪のろい殺すなら今だ。


    　今なら俺、ちょっとしか恨まないかもしれない。


    「風が……きもちよすぎ……」


    「木き村むら、さすがに鈍にぶってんなぁ」


    「えっ、誰？」


    　黒い服のお兄さんたちは、制服の上にバスケ部ジャージを羽は織おっていた。


    　親しげな笑顔、バスケ部の先輩たちだった。全国的にも知名度のあるエース長は谷せ部べ、その長谷部さんの影にすっぽり収まっている二年生の三人組、通称三羽がらすである。


    「何なんスか、真ま崎さきさんっ」


    「おれは佐さ々さ木きだ！　おまえたった数か月でおれたちのこと忘れたのか？」


    　部を去って以来、バスケを諦あきらめて忘れようとしていたせいか。


    「ひょろりと背の高いのが佐々木さんで、がっしりした体格の先輩の名前は……」


    　うろ覚えだ。


    「えっと……」


    「おい木村、マジか？」


    「あー、ダメだ。思い出せない」


    「待て待て、諦めるなよ。ヒントだ、ヒント。『や』だよ、『や』……」


    「や、ヒント以前の問題というか……」


    　もともと存在感のない人たちというか、三人セットで何となく覚えていた程度だ。


    　そのくらい長谷部さんの存在感が強かったということでもあるが──。


    　どうでもいいけど何かすごい必死だ。


    「木き村むら、木村、やま……や・ま……」


    「あ、山やま田ださんだ！」


    「山やま崎さきだ！」


    　もう一人は、えぇと──。


    　思い出せないから、山崎さんに訊たずねる。


    「何なんですか、どういうことッスか？」


    「やー、妙なとこで木村を見かけたからさぁ、追いかけようぜ、って佐さ々さ木きが」


    　そうだ、この人たちはこういう人たちだ。


    　趣しゆ味みは後輩いびりである。


    　校内でもよく、見つかる度たびにいびられたものである。


    「いつから俺のこと追って……あ」


    　そういえば、追い詰められてＵターンした辺りから雰ふん囲い気きが変わった。


    　途中から、見えていた。


    　追って来る黒ジャージが見えたのは、錯さつ覚かくではなかったらしい。


    「日常生活でマンマークとか、なくないですか？」


    「バーカ、マンマークじゃねーよ。三人がかりで潰つぶしにかかったんだよ。それにしても木村、鈍にぶりすぎだろう。おれたちは練習後なのに、まだぜんぜん余裕だ。そんなんじゃおまえ……あっと……つーか木村、あんなところで何してたんだよ」


    　そんなんじゃ、なんですか？


    　もう俺、バスケはムリだから、気を遣わなくてもいいッスよ。


    「あれ？　あんなとこで、って何スか？」


    「はぁ？」


    「や、そもそも先輩たちこそあんな薄うす気き味み悪い場所でいったい……」


    　どうでもいいが、佐々木さんと山崎さんの間。


    　俺よりは大きいが小柄で猿顔のこの人、名前なんだったか。


    　本気で思い出せない。


    「山崎さん、どうしてッスか？」


    「やー、佐々木が下見しようって言ったんだ」


    　話を振られた佐々木さんは肩をすくめる。


    「今度、楠くすのき女学院の一年生と合コンすんだよ、合コン。その時、『幽ゆう霊れいが出る』ってことでお馴な染じみの『幽霊予備校』で肝試しでもやろうか、ってさ。めくるめく恐怖の連続にいつしかお互いの距きよ離りは縮まって、みたいな？」


    「木村、どうした？」


    「顔、青くね？」


    　幽ゆう霊れい予備校？


    「なんだ、知らずにあそこにいたのかよ。今さらびびるなよ。ただの噂うわさ話ばなしだ。かなり前に火災があってさ、飛び降りたんだよ、生徒が。上の階から次々と、助かろうとしてさ。何人か亡くなったとか、亡くならなかったとか……っておまえ、震ふるえてね？」


    　俺は、とんでもない勘かん違ちがいをしていた。


    　エア予備校だと想おもってた。幽霊予備校なのだとすれば、小お沢ざわのエアクラスメイトやエア講師がいてもおかしくないというか、幽霊クラスメイトや幽霊講師ってことだ。


    　小沢は何者なんだ？


    　幽霊が見える子、霊感が強い子？


    「山やま崎さきさん、佐さ々さ木きさん、失礼しますっ」


    「さっきから気になってたんだが、木き村むら、なぜおれの名前を呼ばない」


    「や、その……失礼します、先輩」


    「テメーまさかもう忘れたのか、ほんの三か月の間に……」


    　追えぃ、追えぃ、って先輩が叫んでいる。


    　へとへとだった。


    　でもまだ走れた、不思議なくらいに。


    「小沢は……」


    　小沢が幽霊とか？


    　や、それはない。


    　それはないなら、じゃあ、小沢はいったい何なんだ？
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    　答えはいきなりわかった、というか。


    　見てしまった。


    　予備校へ戻ると灯あかりが点ついていて、小沢は作業中だった。


    　校長の像、そこに止まった烏からすを捕まえようとぴょんぴょん跳ねている。


    　演出──。


    　幽霊演出の、舞台裏。


    「小沢、テメーどういうことだ！」


    「木村くんっ」


    　小沢は胸像の首を隠そうとして、足の上に落っことして飛び上がる。


    　転がってきた校長の首をスニーカーで止めた。


    　バネ仕掛けだ、こいつでぴよーんって飛んだらしい。


    「テメー、こんな仕掛けで俺を騙だまそうとしたのか？」


    「騙したのは木き村むらくんの方だよっ」


    「約束すっぽかしたことは悪かった。それは……」


    「違うっ。曲まがり矢やサンノの彼氏だと思って近づいたのに、噓うそつき、彼氏じゃなかった！」


    　一言も、言ってねぇ！


    「おまえ……いつから勘かん違ちがいしてた？」


    「エア彼女オーディションを見てた！」


    「なにっ」


    　アレを見られてた、っていうのは今さらながら、ちょっと恥ずかしい。


    「それにカップル並びとか、相合いイヤホンとかしてたし！」


    「や、あれは……」


    　曲矢が勝手に──あ。


    　俺は曲矢の「私の彼氏になってくれませんか？」発言を思い出した。確かにあの日、俺は曲矢に頼たのまれて彼氏を熱演した。熱演はしてないかもしれないが、そこそこに。


    　小お沢ざわの勘違いは、曲矢のせいだ！


    「待てよ。俺が曲矢の彼氏だったら何だ？」


    　なんで近づいて来た。


    「うるさいっ。曲矢の彼氏じゃないなら、用はないの！」


    　小沢が制服の胸元から、ビー玉を繫つなげたような数じゆ珠ずを取り出した。


    　そして何か複雑な感じに両手を組んだり、離したりを繰くり返しながら歌い始める。


    　例の低音の方の──。


    「あの世と／この世の狭はざ間ま／『その世』の住人／そよ子に力を♪」


    　呪じゆ文もんだ、例の歌は呪文だった。


    　何か、手から衝しよう撃げき波はを出しそうな構えである。


    「炎の霊れい／やっちゃってぇ♪」


    　ひゅうぅぅぅ、って風が吹いた。


    「や、ごめん俺、ノリについてけね……っ？」


    　一拍遅れてドカンと、俺の背後で予備校の扉が吹っ飛んだ。


    「かわすとは、そよ子の方術を……」


    「おまえ……爆薬とか使ってね？」


    　演出のために、である。


    「いったい何なんだ？　おまえ、何者なんだよ？」


    「そよ子は、『幽霊ゴースト使いネット』の一員だよ」


    「幽霊ゴースト使いネット？」


    　小お沢ざわは数じゆ珠ずを胸元によせる。


    「あの世とこの世の狭はざ間ま、その世を彷徨さまよう御み霊たまを導く、それがそよ子たち幽霊ゴースト使い！」


    「幽霊ゴースト使い、え？」


    　一いつ瞬しゆん、高名な霊れい能のう者しやとかそういうイメージが頭に浮かびかけた。


    　だが目の前にいるのは、クラスメイトの女の子である。


    「小沢おまえインチキ霊能者なのか？」


    「インチキって言わないでっ。見たでしょ、そよ子の方術……」


    「演出じゃねーか！」


    　俺たちは、存在しないエアとか見ちゃってるエアリアル。


    　小沢は、存在しない幽霊を演出する幽霊ゴースト使い。


    　ほとんど同業者じゃないか！


    「お仲間かよ、俺たちエアリアルと……」


    「やっぱり木き村むらくんもエアリアルなの？」


    「なんだよ、おまえ見てたんだろ？」


    　エア彼女オーディションでの、俺の華々しい活かつ躍やくを。


    「木村くんはボールを彼女、って言い張ってた！」


    「おまえ、一次審査での醜しゆう態たいしか見てないのか。や、一次審査でも俺はエアを……」


    　そうだ、小沢にはエアが見えていない。


    　曲まがり矢やの彼氏である巽たつみ幸ゆき雄おの姿は、見たことがないのだ。


    「曲矢が『巽』って呼びかけている傍そばには俺がいて……」


    　俺が曲矢の彼氏だと勘かん違ちがいしていたのだ。


    　小沢はひとつ深呼吸する。


    「そよ子たち幽霊ゴースト使いは、幽霊を導くの。あの世に行けなくて困ってる幽霊たちを導くんだよ。それが仕事。そうだ、木村くん。木村くんの元カノもここへ来るよ？」


    「元カノ……バスケ子先輩のことか？」


    「行き場所のない生まれたての幽霊を、私たちは立派な幽霊に育てるんだ」


    「幽霊予備校でか？　ふざけんなよっ」


    　バスケ子先輩を地じ縛ばく霊れいみたいに扱うのか。


    　そして勝手に幽霊的な教育とか押しつけて、供く養ようでもしてくれる、って言うのか？


    「冗談じゃねーよ、バスケ子先輩は……俺の、ここにいるんだ」


    　心臓の秘密の小部屋のここに。


    「小沢……勝手に死んだ人の設定を玩もてあそんで、おまえら何様だよ」


    「やっぱ木村くんはエア協会の人間なんだね」


    「なに？」


    「会えなくなった人たちの、設定とか？　そういうの身勝手に変更して、妄もう想そう遊びをしている。時に死者の魂たましいさえ踏ふみにじる。そよ子はエア協会を許さないっ」


    　小お沢ざわは何だか回転し、「封／殺」とか叫んで両手を前に突きだした。


    　また何か爆発するかと思ったが、何も起こらない。


    「しまった、対幽ゆう霊れい用の方術は生身の人間に効かないんだった！」


    「おまえ、俺を何と間違えてんだ？」


    　巽たつみだ、曲まがり矢やのエア彼氏と勘かん違ちがいしていた。


    「意味わかんないぜ。どうしておまえ、巽に近づこうとしていた」


    「巽幸ゆき雄おが、幽霊だからだよ」


    「は…………？」


    　ちょっとタイム。


    　確かに、巽幸雄は既すでに故人である。


    　巽は曲矢の従い兄と弟こで、小さい頃に亡くなったらしい。


    　だが俺の知る巽は、曲矢が生み出した妄想上の彼氏──エア彼氏だ。


    　俺にも見えていた、エアで間違いない。


    「小沢は巽を見たことないんだよな？」


    「まだ見てないよ」


    　ほら、エアだからだ。


    「だから間違えたんだよな、俺と巽を……小沢、巽は幽霊じゃない。巽は、エアだ」


    「何も知らないんだね」


    　小沢は何やら勝ち誇ったように唇くちびるの端はしを吊つり上げる。


    「巽幸雄は幽霊だよ。エア協会の言葉を借りれば……」


    「俺もエア協会はあまり知らない。エア協会の言葉って何だ？」


    「エア協会の人間より先に、幽霊ゴースト使いネットの人間が巽幸雄の『フラグ』を立てた」


    　フラグ！


    「フラグ？　フラグって何だ？」


    「特定の展開とか状況を引き出す事柄っていうか……」


    「は？　どういうこと？」


    「だからぁ、もぉ、ゲームとかやんないの？　例えば恋人同士が『無事に戻れたら二人であのパスタを食べようね』とか約束したら、その後の展開どうなりそう？」


    「どっちか死ぬんじゃね？」


    「そういうの死亡フラグっていうの。特定の展開『死』を引き出した事柄フラグは『無事に戻れたら二人でパスタを食べようね』っていう約束ってことだよ」


    「なるほど……」


    　どうでもいいが、小お沢ざわは意外と親切だ。


    「巽たつみ幸ゆき雄おのフラグを立て『空白』を占領したのは、そよ子たち幽霊ゴースト使いネットなの」


    「空白、ってまた何か変な単語が……」


    「幽霊ゴースト使いネットもエア協会もまだフラグを立てていない、空白の存在のことだよ」


    「空白の存在……？」


    「だからぁ、ほら歴史シミュレーションゲームとかで、まだ誰も占領していない場所って空白で表示されてるのね。その空白の場所を、例えば毛もう利り元もと就なりが、それこそ旗フラグを立てれば毛利領になる。毛利軍が占領するより先に尼あま子こ軍が旗フラグを立てれば、尼子領になる！」


    　伝わってくるのは主に、小沢のゲームへの愛だ。


    「つーか、たとえの武将がマイナーじゃね？」


    　話が脱線しそうだ。


    　今度は三国志を語り始めた小沢を無視して「空白の存在」について考えてみる。


    　例えば、俺が今ここで死んだ場合──。


    　俺の存在は消え、俺のいた場所には空白が残る。


    　その空白は、丁てい寧ねいに供く養ようしてもらえるか。


    　あるいは放置され、幽霊ゴースト使いネットに発見され「かわいそうに、彷徨さまよってるのね」ってフラグを立てられた場合、俺は幽ゆう霊れいとして処理されたことになる。


    　または、曲まがり矢やが「木き村むら、何してるんですか？」ってエアとしてフラグを立てれば──。


    「やべー、曲矢に占領されるイメージでしっくり来た」


    　曲矢のエア彼氏になる死後なんてご免だ。


    「そうか、エアや幽霊を妄もう想そうする存在の空白は……」


    　その空白にはもともと、存在していた人間がいる。


    　いなくなった時、その寂しさを埋めるように俺たちは、妄想によってエアを妄想する。


    　幽霊ゴースト使いたちは空白に、幽霊を空想する。


    「小沢……空白をめぐって、エア協会と幽霊ゴースト使いネットは争ってるのか？」


    　考えてみれば、両者の争いは不ふ可か避ひだ。


    　エアとしての設定は基本的に「生きている」。幽霊という設定だと「死んでいる」から完全に矛盾する。誰かのエアで、かつ、誰かが見つけた幽霊というのは成り立たない。


    　巽はもともと、誰が見つけた幽霊？


    　曲矢がエアとして奪った、ってことなのか？


    「小沢は、巽を幽霊ゴースト使いネットに取り戻す気なのか？」


    「そうだよ、巽幸雄を見つけた幽霊ゴースト使いに返却する。エア協会の人間に取られたら、取り返さなきゃ……取り返す、絶対に！」


    「取り返す、ってどうやるんだよ？」


    「そんなの決まってるよ、エア協会に盗とられたフラグを取り戻すんだ」


    「出た、フラグっ」


    「巧たくみな演出で、巽たつみ幸ゆき雄おの意識をそよ子に向けさせる。フラグを、立てちゃうんだよ」


    「小お沢ざわが俺の気を引こうとしていたのは……まさか！」


    　小沢は、巽と俺を勘かん違ちがいしてた。


    　巽（俺）の気を引くため、杏あん子この名前を騙かたって巽（俺）を惚ほれさせようとしていたんだ！


    「悪いやつだ、怖いやつだな……小沢」


    「がんばって巽の彼女になりきってみたのにっ、キスまでされかけたりしたのに！」


    「や、それはマジ悪かった」


    「幽ゆう霊れいなら普通、あれだけやればフラグが立つはずだから……変だと思ってた！」


    　あれ？　おかしくね？


    「てか俺、生きてるじゃん。学校とか通ってるのに、幽霊でもエアでもなくね？」


    「木き村むらくんに、巽幸雄のエアが取り憑ついてるんでしょ？」


    　違っ。


    「え、違うの？」


    「勝手に憑ひよう依いさせんな。エアには憑依とか、そんな設定はねーよ！」


    　つまり、こうか。


    　小沢と曲まがり矢やは、巽をめぐって戦っている。


    「負けないもん、このフラグバトルっ」


    　フラグバトルっ！


    　エア協会ｖｓ幽霊ゴースト使いネットの間に繰くり返される熾し烈れつな──。


    「フラグバトル……」


    　参加したくないのはなぜだろうか。


    　完全に架空だ。


    　架空の存在の盗りあいこだ。


    「や、待てよ……やばくねーか？」


    　勘違いだ、俺の大きな勘違い。


    　巽は明日二十四日、曲矢を呼び出している。


    　てっきり曲矢の独り遊びプレイの結末だと思ってた。


    　今回の曲矢と巽の関係不良は小沢の接近──幽霊ゴースト使いネットの接近が契機ならば？


    　巽は、曲矢に告白しようとしているのかもしれない。


    　自分がエアではなく、もともとは幽霊なのだということを！


    「を……ってちょっと待てよ、もともとは幽霊だけど今はエア？」


    　あまり変わらなくね？


    「や、けっこう違うんじゃねーか？」


    　巽たつみの存在は今、エア側に傾いている。


    　でもそれが幽ゆう霊れい側に傾けば、巽は幽霊に戻るのだ。


    「死んでる、って事実が明らかになる上に……」


    　エアリアルである俺や曲まがり矢やには見えなくなる。


    　話せなくなる、感じなくなる。


    　それはまずい。


    　曲矢は、巽がいないと生きていけない。


    「小お沢ざわ、戦せん闘とう中断だ」


    「また舌先三寸でそよ子のこと、騙だまそうとするの？」


    「おまえ勝手に勘かん違ちがいしてたんだよっ」


    　付き合ってられるか。


    「どこに逃げてもムダ……」


    「へっ、悪いが今夜の俺はまだまだ走れる。そんな気がしてるんだ」


    「伊い藤とうくんが木き村むらくんに憑ついてるからね」


    　やっぱ痛ぇな、膝ひざ。


    「小沢、今、何か言ったか？」
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    　急に背中が薄うすら寒くなってきた。


    「木き村むらくんの背中には伊い藤とうくんが憑ついてる」


    「不良霊れいの伊藤が……」


    「そよ子の方術でね、操ってるんだ。伊藤くんは木村くんのこと、嫌きらってる。そういえばクラスの皆は、変だった。曲まがり矢やサンノは仕方なく教室に入れたけど、木村くんのことも皆、嫌ってた。当たり前だよね、木村くんは幽霊じゃなかったんだ。そよ子はてっきり、木村くんには巽たつみのエアが取り憑いてると思ってた。だけど、幽霊の皆が怖がるわけだ。何も取り憑いてない生身の人間だもんね。クラスの皆、ずかずかと教室に入り込まれて怒ってたよ。伊藤くんだけじゃない。皆、隙すきあらば木村くんのこと呪のろい殺そうとしてたっ」


    「俺、そんなにクラスで嫌われてたの？」


    　そういえばすげー怨おん念ねんじみた落書きとかあったが──。


    「幽霊が何だよ」


    　俺は、小お沢ざわの手から数じゆ珠ずを奪った。


    　何かスイッチみたいなモノがたくさん付いている。


    　遠くに投げてやった。


    「あぁっ、幽霊たちと会話するための交信装置が……」


    「仕掛けた演出を発動させるためのリモコンだろ？」


    　予備校だけでなく、建物の外にまで仕掛け、俺に幽霊を意識させたのである。


    　おかげで偶たま々たま通りかかった三羽がらすの餌え食じきになった。


    「幽霊に取り憑かれてる？　振り切ってやるよ、そんなものは」


    「待って、逃がさないからっ」


    　曲矢、俺が行くまで待ってろよ。


    「待たないと木村くん、祟たたられちゃうよ！」


    　祟りだ？


    　望むところだよ、小沢。


    　おまえがエアやエアリアルにどういうイメージを持っているか知らない。


    　だが俺は──。


    　俺たちは、誓って死者を冒ぼう瀆とくなどしない。


    「巽がエアだとしても幽霊だとしても、関係ないんだ」


    「どういうこと？」


    「巽は曲矢の彼氏だ。で、俺はそのツレだ。それ以上でも以下でもねーよ」


    　左胸を二度ノック。


    　膝ひざよ、どうかもってくれよ。


    「逃がさないよ、木村くん」


    



    「伊い藤とうくーん／やっちゃってー♪」


    　後頭部に鈍痛を感じ、目の前が真っ暗になった。


    　エントランスで七回転半。


    「な、なんで……さっきやった人間には効かない方術だろ？」


    「今のは対人間用だよ」


    「そ、そんなのありか……」


    　インチキ霊れい能のう者しやに騙だまされる人がいるが、俺もその部類だ。


    　存在しない何かを信じてしまう人だ。


    「しまった、巽たつみの居場所をまだ聞いていない！　木き村むらくん、しっかりして！」


    　薄うすれ行く意識の中、なぜか「しっかりして」と焦あせる小お沢ざわの声が聞こえていた。


    　エアを見たり感じたりする才能。


    　それが見えこそしないものの、いわゆる霊感みたいに働くようだ。


    　小沢の方術、伊藤の攻こう撃げきにダメージを感じてしまうんだ。


    　覚えてろよ、伊藤。


    　俺は、負けっ放しでは終わらない男だ。
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    　太陽に起こされた。


    　新しい光は三○二教室の床で乱反射している。にわかに目を開けられないほどの明るさだ。ケータイのサブウィンドウは「10:43」を示していた。


    「爆睡しちまった？」


    　身体からだを起こそうとした瞬しゆん間かん、首筋に鈍痛を覚える。


    「テテテ……そうだ、小お沢ざわは？」


    　コトン、と俺の身体から何か滑すべり落ちる。


    　小沢だ。


    　一晩中、介かい抱ほうしてくれたらしく、ぐっすり眠っている。


    「介抱、ってそもそもヤッたのこいつじゃねーか……ちぇっ……おぅ？」


    　自分の手に何かついている。


    　手だけじゃない、手のひらや手首、靴と靴下が脱がされててそこにも。


    　身体だけじゃない。


    　俺の寝ていた辺り一帯に何か魔ま方ほう陣じんみたいなものが描かれていた。


    「こ、怖っ……おい、これ何だよ？」


    　聞かない方が、起こさない方がいい気がする。


    「俺に何の呪じゆ術じゆつをかけたのか知らないが……」


    　小沢が寝てる間に逃げた方が賢明だ。


    　そうだ、曲まがり矢や。


    　今日は曲矢の独り遊びプレイのクライマックスのはずである。


    「頼たのむぜ、曲矢……」


    　まだ巽たつみと会ってないことを願いつつ、双ふた葉ば学院を後にした。


    



    　　　　　　　◇　◇


    



    　曲矢は、いつからそうしていたのか。


    　ピサの広場にあるバスケットゴールの下で膝ひざを抱え、ぼーっとしていた。


    　エア化粧をしている？


    　してたのかもしれないが、それは、涙でぼろぼろになってしまったのか。


    「曲矢、巽は？」


    「朝からずっと待ってるんですが……まだ来ないですね」


    「朝からずっと？」


    　太陽は高く昇っているが、広場にはピサの大きな影が落ちている。


    　日陰に吹く風は身を切るように冷たい。


    「おい、大丈夫かよ？」


    　若じやつ干かん、目の回りが黒い。


    　クマなのか、マスカラとかが涙で崩れているのか。


    「曲まがり矢や、小お沢ざわのことだが……」


    「小沢さんは、幽霊ゴースト使いネットの方ですか？」


    「どうしてそれを……」


    「やっぱりそうですか。何となくですが、そうではないかと思っていました」


    　曲矢は小沢の正体にある程度の予測があったらしい。


    　だとしたらまずい。


    「曲矢、おまえが巽たつみの召しよう喚かんを上う手まくできなくなった原因は……」


    「言わないでください、木き村むら」


    　曲矢が抱かかえていた最大の不安。


    　巽の設定を脅おびやかしていたのは、エア部の接近ではなかった。


    　幽霊ゴースト使いネットの接近──。


    　もともとは幽ゆう霊れいである巽を取り戻すために現れた、幽霊ゴースト使い小沢。曲矢にとって「巽は生きている」のだ。幽霊ゴースト使いの接近は「巽は生きている」というエア彼氏の設定を根底から揺さぶる。それがここ数日続いていたことで、巽不在という独り遊びプレイをさせていたのか。


    　曲矢の独り遊びプレイは──。


    　巽との絆きずな──設定──を強固にするはずのものだと思っていた。


    　だが──。


    「失敗……なのか？　曲矢おまえ、泣いて……ねーよな？」


    「はい」


    「笑ってるわけねーよな、冗談とか言ってないもんな？」


    「はい」


    　強しいて言うなら眠いのか。


    「おまえ……」


    「……何ですか？」


    　この冷静さ、何だろうか。


    　バスケットゴールに寄りかかって膝ひざを抱だき、今にも眠ってしまいそうだ。


    「木村……巽があの雑貨店にいたのは、浮気とかそういうのとは、ぜんぜん関係ありませんでした。私のうっかり早とちりですね。巽は……自分がもともと、幽霊だってことを……」


    「ストップ、曲矢、こっち見ろ」


    「何ですか？」


    「や、その……」


    　会話が成立しないいつもの方が変なのだが、嚙かみ合うのはもっと変だ。


    「木き村むら……現実は、受け入れないといけませんね」


    「待て待て、ちょっと待てよ」


    　鈍ニブチンぶってるいつもと違う、ものわかりのテンポが速すぎる。


    　バスケの試合中、敵チームの攻勢に為なす術すべがなくて、思わずファールで止めるみたいに摑つかんだ曲まがり矢やの手は、氷みたいに冷たくなっていた。


    「巽たつみは、現実には……ホントは、もう……」


    「曲矢、落ち着けよ」


    　いつもの曲矢が戻って来ない。


    　巽がいなくなった、召しよう喚かんできない。


    　それは誰のせいでもない、曲矢自身の問題だ。


    「曲矢……現実なんて直視しようが、受け入れようが、何にもなれねーぞ」


    「木村は、現実を受け入れられないダメな子なんですか？」


    「ダメな子、上等だよ。俺は嫌きらいだ。『自分のことダメじゃねー』って顔してる連中が」


    「自分のことダメだ、って言ってる人の方が好きなんですか？」


    「ホントにダメなやつは皆、ダメじゃねーふりをしてるじゃねーか」


    　曲矢、おまえはどうなんだ？


    「俺は、巽を捜すぞ。あいつがおまえとの約束を破るわけないんだ」


    　曲矢の巽召喚を補助する。


    　俺にできるかどうかわからないが、精一杯のことをやるまでだ。


    「ぼーっとしてる暇ひまがあんなら曲矢も捜せ。ダメな感じで、泣きわめいて名前を呼べよ」


    「そんなことしたら、巽に嫌われるじゃないですか」


    　だから我が慢まんしてるってのか。


    「おまえは偉いな、後で頭撫なでてやるよ。けど巽は戻らねーぞ」


    「どうしろって言うんですかっ」


    　曲矢の感情的な声には、何だか、切れ味みたいなものがあっていつまでも耳に残る。


    「泣いて名前を呼べば、待ってと叫べば傍そばにいてくれますか？」


    「知らねーよ、やってみりゃわかんだろうが」


    「それで嫌われちゃったら……どうすればいいんですか？」


    「だからぁ、俺は知らねーよ。俺はただ、全力尽くせって言ってるだけだ。全力尽くして嫌われるようなら、そんなのアレだ」


    「アレ、ってドレですかっ」


    「ソレは最初から、そんなに好かれてなかったってことだ」


    　あ、やばい。


    　言葉のパンチが鳩みぞ尾おちに入ったか、曲まがり矢やはダウンした。


    「曲矢、俺、言い過ぎた。や、逆に足りなかった」


    「これ以上どんな、言葉の大量破は壊かい兵器があると言うのですか？」


    「何もかもが、おまえのためだ」


    　自分が何を言ってるのか。


    　誰に言ってるのか、わからなくなったというか。


    　ただ思ったんだ。


    　ただ思ったからそれを言った。


    「おまえの思うように想おもいを伝えたら、どんな返事だろうが、おまえのもんだ。期待はずれの返事ならそいつが、期待はずれの返事しかできないやつだったってことだ。おまえが全力尽くしたんならな。でもおまえが中途半はん端ぱだったなら、しょーもないのはおまえだ」


    「私は、いつだって全力ですよっ」


    「じゃーいいじゃん、伝えてみればいい。期待はずれの時、悪いのはおまえじゃない」


    　巽たつみが悪い。


    　ざらつくアスファルトの上で曲矢は、何を思っただろうか。


    「木き村むら、つまりアレですか？」


    「えっ、ドレ？」


    「フラれたら俺が骨を拾ってやる的な、応援のコメントと受け取っていいですね？」


    「お、おう。そうだよ、そうだ」


    　曲矢。


    　他人は所しよ詮せん、他人だぜ。


    「俺はテキトーに言ってるだけだから、あまり劇的に変わられても逆にひくけど……」


    「巽、どこですかっ」


    「って聞けよおまえ！」


    　曲矢は、前向きな姿勢を取り戻してしまった、劇的に。


    　腹の底から声を出して叫ぶ。


    「巽……私、ここで体育座りをしてましたよ？　いいんですか？　寂しそうに、何もしないでぼーっと体育座りしてました。本当にいいんですか？　いいのならここでずっと体育座りしてますよ？　春が来ても、二年生になっても体育座りのままですよ？　夏の猛威を前にしても体育座りですよ？　暑くても体育座り、台風の中でも体育座りですが……体育座りって『天地の構え』みたいに万能なんですかね？　私、やりきれますか？　大人になってもお婆ばあちゃんになってもずっと、ずーっと、体育座りで……」


    「タイム、ターイムっ」


    　おまえ体育座りって何回言うの？


    「体育座りは、今この場面で連呼する単語じゃなくね？」


    　少しは曲まがり矢やが戻って来たか。


    　けれど、体育座りを連呼しただけだから、巽たつみは出て来てくれそうにない。


    「ここはやっぱ、俺が手を貸してやるしかねーか……」


    　まさか曲矢がぶれちまうとは──。


    「木き村むら、汗だくですけど走ったんですか？　膝ひざは大丈夫なんですか？」


    「何でもねーよ、膝は……」


    　昨日かなり走ったにしては、それほど痛みはない。


    「思ったよりは……だいぶマシだ」


    「そんなっ、以前は致命的な感じだったはず……」


    「しっ、聞こえないか？」


    　ほーら、巽の声を聞いてくれ曲矢。


    　いつもみたくエア巽を召しよう喚かんするんだ。


    「この声、巽じゃねーか？」


    「木村、まさか……」


    　何のつもりか、曲矢はしきりにボディタッチをしてくる。


    　どうして俺の膝に、胸に触れる？


    「や、意味わかんねーし、今は俺の膝とか、胸とか……関係なくね？」


    「まさか、まさかそんな……」


    　まさか顔だ、天地がひっくり返ったような表情だ。


    「曲矢おまえ、変なスイッチ入ってる？」


    　嫌いやな予感がした。


    　ぶっ壊こわれてる。


    　曲矢はぜんぜん戻って来てない。


    　かつてないくらいに、嫌な予感がして、俺は逃げだそうとした。


    「木村、いけませんっ」


    　スライディングタックル！


    　完かん璧ぺきなタイミングとこの突進力、どこから来てるのか、知りたくねぇっ。


    「木村、どうか……どうか、走らないでください」


    　曲矢は、雲ひとつない空を見上げて遠い目だ。


    「私の前では二度と走らない、そう約束してくれるなら……もう何も言いません」


    「何だか知らねーが……」


    　怖いから「うん」って頷うなずいておく。


    「とりあえず曲矢、髪とかぐしゃぐしゃだから何とかしろよ」


    「はい、木き村むら」


    　曲まがり矢やは微笑ほほえみ、俺の頰ほおを軽く抓つねった。


    「こら♪」


    「………………………………………………………………………………………………？」


    　え？


    「え、何？」


    　何なの今の？


    　何か言えよ、言ってくれよ、怖いんだけど！


    「見つけたよ、木村くん！」


    　小お沢ざわがピサの広場に現れる。


    　緩ゆるい三つ編みが片方だけ解ほどけたその姿は、戦いの相手として不足のない面つら構がまえだ。


    「小沢、おまえどうやってここを……」


    「伊い藤とうくんが、憑ついてる。その模様が目印よ！」


    「その模様、ってこの身体からだの落書きか……」


    　不良霊れいの伊藤、どこまでもしつこいやつだ。


    　小沢は戦う気満々といった様子で、数じゆ珠ずを手に、広場に視線をめぐらせる。


    「彼はどこ？　巽たつみ幸ゆき雄おはどこ？」


    　日曜日ということもあって昼間から何人か、いつものピサのメンバーがいる。


    　バスケやフットサルで「あはは」って皆すげー長閑のどかなのに、小沢だけ殺さつ伐ばつとしていた。


    「巽幸雄を、返してもらうから！」


    「小沢、おまえにはエアが見えないだろう？」


    　そうやってきょろきょろ見回しても、意味などないはずだが──。


    「この世のあらゆる不可視のモノは、吉方で一晩清めた水に、桃の汁を混ぜた物をまぶたの上に塗れば……」


    「見えるの？　そんなんで見えちゃうの？　最初からそれで巽を捜せばよかったんじゃね？」


    「あっ……」


    「あっ……、っておまえ今気づいたの？」


    　方術、恐るべしだ。というのも小沢がそれで、「見える」って信じてるから見えるに違いない。


    　そんなすごい能力があるのに、使い道に気づかない小沢のボケぶりも、恐るべしだ。


    「残念ですね」


    「曲矢、どうした？」


    　曲矢は、「無念」といった様子で唇くちびるを嚙かんだ。


    「ファンタのピーチが今ここにありさえすれば、こっちだって……」


    「おまえ桃の清涼飲料水で見ようとしてんの？　幽霊を？」


    　感動するぜ、おまえの妄もう想そう力りよく。


    　実際、見えないモノと戦う、ってどうすればいいのか。


    　一人すべてが見える小お沢ざわは余裕の表情だ。


    「曲まがり矢やサンノ、巽たつみ幸ゆき雄おはそよ子たち幽霊ゴースト使いネットに返してもらうから」


    「巽は、モノではありませんよ」


    「強がってもムダ、巽幸雄には曲矢サンノより相応ふさわしい人がいるでしょう？」


    「それは……」


    　何だか左胸がひりついた。


    　いつもの曲矢を知っている分、落ち込んだ曲矢の横顔から切なさが伝わって来る。


    　小沢はさらに、曲矢を責め立てた。


    「巽幸雄には、彼のフラグを最初に立てた幽霊ゴースト使いがいるんだもん。だから……」


    「関係ないぜ」


    「木き村むらくん……？」


    「曲矢は、その幽霊ゴースト使いとのフラグバトルに勝ったんだろう？」


    「違う、巽幸雄は勝手に、曲矢のもとへ……」


    「巽が曲矢を選んだ、だったら巽は曲矢の傍そばにいるべきじゃねーか」


    「木村くん、屁へ理り屈くつはもううんざりだよ！」


    　小沢は数じゆ珠ずを手に、天を仰いだ。


    　この辺りは同業者とはいえ、オーバーアクション過ぎて周囲の視線が気になる。


    　ピサの仲間たちは──。


    　ゲームを切り上げ、広場を譲ゆずってくれようとしている。


    「何が始まるんだ？」


    　ってざわつかれても困る。


    　これから始まるのは、普通の人には見えないショーだ。


    　小沢は先陣を切る。


    「エアに与くみした幽ゆう霊れいは、実力行使であの世へ送ることになる！」


    「巽を成じよう仏ぶつさせる、って言うのか？」


    　それは殺す、ってことじゃねーのか？


    　違うのか？


    「ひどくねーか？　幽霊ゴースト使いネット……」


    「木村、時間を稼かせいでくれますか？」


    「曲矢？　何する気だ？」


    「見えなければ勝負になりませんから、聖水を買ってきますっ」


    「おい待て、曲矢！」


    　聖水って桃系清涼飲料水じゃねーだろうな。


    「つーか、駅前のコンビニより角の自販機のが近ぇぞ！」


    「ＡＴＭでお金を引き出さなきゃいけないんですよ！」


    　じれったい！


    　油断するとバカバカしくてやりきれねぇ！


    　小お沢ざわはやる気満々の様子で「伊い藤とうくん」の名を口にした。


    「巽たつみ幸ゆき雄おをあの世へ送る。伊藤くん、もう木き村むらくんの背中から離れてもいいよ」


    「うおっ」


    　肩の辺りに重みを感じたのは一いつ瞬しゆん、急に軽くなってバランスを崩した。


    　見えなくても感じる。


    　俺がエアリアルだから、小沢の幽ゆう霊れいを呼ぶ声は危険だ。「背中に濡ぬれた女の人が……最近、水辺へ行かれませんでしたか？」とかいうインチキ臭くさい口ぶりに、なんでひっかかるんだろうと思っていたが、実際にその手の自称霊能者を前にするとわからないでもない。


    　小沢は、集まる視線に物もの怖おじするどころか、逆に張り切ってる。


    　数じゆ珠ずを手に、軽く踊った。


    　小沢はお坊さんや巫み女このように、スタイルを守っている。


    　作られた神聖さがあるのだ。


    　そしてそれを受け取ってしまう共感覚が、俺にはあるのだった。


    「曲まがり矢や、行け。俺が時間を稼かせぐ！」


    「木村くん……そよ子の邪じや魔まをするの？」


    「小沢、クラスメイトだからって手加減しないぜ？」


    　言ってから思った。


    　俺は、見えない幽霊相手にどうやって戦えばいいんだろうか。


    



    　　　　　　　◇　◇


    



    　小沢は呪じゆ文もんを唱えた。


    「伊藤くーん／木村カントを／血祭りに／しちゃってー♪」


    　伊藤って言われてもなぁ、見えないものは見えないのだが──。


    「木村くん、エアリアルなら知ってるでしょ？　存在しない幽霊やエアが、そよ子たち幽霊ゴースト使いやエアリアルにとって、現実以上にリアルな影えい響きようを及ぼす理屈を……」


    「それは、催さい眠みんとか……思い込みみたいなことだろ？」


    　存在しない炎で火傷やけどする人もいるらしい。


    　小沢は同じようなことを話した。


    「一八八三年のオランダである実験が行われたの。一人の男がベッドに縛しばりつけられ、医師たちは『人間はどのくらい出血すると死ぬか』って相談を始めた。『体内の三分の一の血を失えば死ぬよね』とか話しながら、『親指を切りますよ』って言ったの。ポタポタと血が滴したたる音がすること数時間後『出血が三分の一に達しました』って言われた途と端たん、男の人は亡くなってしまった。そう、親指は切ってなかったんだ。血が流れる音も噓うそ……」


    　それでも人は死んだらしい。


    「小お沢ざわ……たとえがムダに怖ぇよ」


    「へへへ、『残ざん酷こくの世界史』っていう本で見つけたんだ」


    　幽ゆう霊れいの世界だけに、たとえが危ないのか。


    「伊い藤とうくーん／木き村むらくんを／羽は交がい締じめに／しちゃってー♪」


    「羽交い締め？　うわっ！」


    　何かが、って伊藤が俺を羽交い締めにする。


    　けっこうな腕力だ。


    　首、首に爪つめとか突き立ってる。


    「い、イテェし、苦し……」


    　俺の身体からだが勝手に苦しんでるだけだ。


    　引っぺがそうにも、伊藤なんて存在しない、それはわかっているが──。


    「う、恨むぜ……自分の、才能を！」


    　情けないが、小沢に促されるままに伊藤の腕力を感じてしまう。


    「木村くん、邪じや魔まするなら叩たたき伏せるまでだよ！」


    「小沢？」


    　今、電動シェーバーみたいな何かが見えた。


    　両手で数じゆ珠ずを構えたが、手の中にあるのはスタンガンだ。テレビのニュースで見たことがある。最近のスタンガンには近接距きよ離り用だけでなく、数メートル離れた相手に有線式の電極を飛ばし、そして電流を流すタイプがある、って言っていた。


    　テレビで見たのと同じだ。


    　護身術としての「正しい使用方法」を忠実に守った構えである。


    「その世に／荒ぶる／雷の霊……」


    「それずるくね？　タネ見えてるし、霊力とかじゃなく文明の利器じゃねーか！」


    　羽交い締めにされて動けない。


    　ダメだ、目を閉じて覚悟する。


    「雷の霊／木村カントを／痺しびれさせちゃってー♪」


    「うおわぁぁぁぁぁ……」


    　覚悟したが、痛くなくて、恐る恐る目を開ける。


    「正まさ義よしくん！」


    「疾はやきこと風の如ごとく、徐しずかなること林の如く、侵しん掠りやくすること……」


    「正義くん、助か……」


    「火の如く……」


    　登場のセリフが、ムダに長ぇ。


    「動かざること山の如く、侵掠すること愛の如しっ」


    「ひとつ多いっ、風林火山愛になってる！」


    　しかも侵掠すること、ってのが火とかぶってる。


    　メガネを整えながらの、悠然というか、俺ピンチなのに悠長な登場だ。


    「間一髪だったね、木き村むらくん」


    　正義くんは、鞄かばんでスタンガンの電極を受け止めてくれていた。


    「ありがとう、ってタイミングよすぎない？　どっかで見てた？」


    　伊い藤とうくんの気配が背中から離れる。


    　首に引っ搔かき傷ができて、ちょっと血が出ていた。


    「痛ぇし……」


    「木村くん、悪いが少し時間をくれないか」


    「正義くん？」


    　エアタバコをくわえた正義くんは、制服のネクタイを緩ゆるめて言った。


    「今、火をつけたばかりなんだ」


    「やっぱタイミング計ってたなっ。てか正義くん果てなき旅はどうした？」


    「三月以降がいいとね、愛あいが言い張るんだ」


    「正義くん……」


    　さすがに受験が気になっちゃったか？


    「とにかく助かったよ、正義くん。愛ちゃんがいれば戦える」


    「うん？」


    「こいつ、小お沢ざわは幽霊ゴースト使いネットの人間なんだ。向こうは方術とかでエアが見えるらしいが、こっちは幽ゆう霊れいが見えない。かなり不利な状況だ……って理解できる？」


    「ふむ、愛は霊感がある方だからコレを使うといい」


    　あれ、幽霊ゴースト使いとかわかるんだ！　他人の妄想設定を一瞬で受け入れる。さすが上級者。


    　正義くんは愛ちゃんの（エア）メガネをくれた。


    「……ってことは霊感とか、今決めた設定じゃないだろうな？」


    　だけど流れ上「愛ちゃんのメガネ」をかければ幽霊が見える、って思った。


    　正義くんの演技によって俺は、幽霊を視認する機会を得たのだ。


    「このメガネ、見えるっ。見え……」


    　伊い藤とう！


    　俺は思わずメガネを外した。


    　何も見えない、っていうのはやっぱり怖いから、恐る恐るメガネを再装着。


    「おいおいおいおい……」


    　伊藤は、でかかった。


    　厳いかついガタイをしている。二メートル以上あるんじゃないだろうか。ボスキャラです、と言わんばかりの特別サイズだ。俺、こんなやつにケンカ売ってたのか。


    　エア騎き馬ば兵へい風の鎧よろい姿が、どうも気になる。


    「ひょっとして伊藤は、元エアの……現幽ゆう霊れいか？」


    　小お沢ざわが返事しないところから推察するに、図星だろうか。


    　伊藤の得え物ものがまた凶悪極まりなく、絵本の鬼が持ってるような金かな棒ぼうである。


    　痛そうな突起がいっぱいついている。


    「これは小沢、『そんな尖とがったもの危ないからしまって』ってレベルか？」


    「伊藤くーん／木き村むらカントを／さっさと葬ほうむっちゃってー♪」


    「葬るなっ」


    　来た来た来たぁ、アスファルトを踏ふみ抜きながら「がぉぉ」ってやって来る。


    　いや、ピサの広場のアスファルトは最初から穴ぼこだけらだ。
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    　お化けなんて噓うそさ、実態のないまやかしに過ぎない。


    「がおぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおぉ」


    「うおぉ、ってやっぱ怖ぇ！」


    　金かな棒ぼうの一いち撃げきを必死でよける。


    　俺はアスファルトの上を転がりながら、「こんなクラスメイトと仲良くできるはずがない」って震ふるえ上がる。了解した。これは、ただの妄もう想そうバトルじゃない。


    　命の取り合いだ！


    「きーむーらー♪」


    　緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きの中、曲まがり矢やはスキップしながら戻って来た。


    「桃の清涼飲料水、買ってきましたよ」


    「や……俺、ピーチジュースいらねーわ」


    「どうしてですか？」


    「メガネあるし……」


    「そうですか、わかりました」


    　曲矢は「あ、正まさ義よし」ってペットボトルを差し出した。


    　正義くんは片手で「大丈夫」と断る。


    　正義くんのメガネは愛あいちゃんとお揃そろいだから、幽ゆう霊れいも見えるのかもしれない。


    　ていうか一大事だ。


    　曲矢のビニール袋の中に、ガリガリ君が見えた。


    「説明しろ。おやつ買いに行ってたのか？」


    「違いますよ。ただ、支払いの際に、こないだの当たり棒のこと思い出して……」


    「状況！　空気読めよ！」


    　後で説教だ。


    　曲矢はピーチジュースの蓋ふたを開け、そしてまぶたに塗る前に──飲み始めた。


    「木き村むら、私は誰と戦えばいいですか？」


    「や、おまえ待て待て待て、飲むな飲むな……あっ」


    「あーっ、生き返るぅ♪」


    「そして死ぬだろ、何しにコンビニまで行って来たんだ！」


    　飲み干しやがった。


    　俺は空になったペットボトルから雫しずくを集め、曲矢のまぶたに塗りたくる。


    「ありがとうございます、木村。私、木村のために不良幽霊の伊い藤とうくんと戦いますね」


    　曲矢、伊藤を視認。


    　すばやく視線を逸そらし、別の標的を睨にらみつける。


    「木村、申し訳ありませんが思い出しました。私は……小お沢ざわさん。あなたとは、決着をつけなければと思っていました」


    「待て待て待て、おまえ、小お沢ざわとの間にそこまでの因いん縁ねんとか確執とかねーだろう！」


    「だって、伊い藤とうくん怖すぎませんか？」


    　確かにそうだが──。


    「木き村むらくん、ここは僕に任せてくれていい」


    「正まさ義よしくん？」


    「木村くんと曲まがり矢やは、杏あん子こちゃんと巽たつみを連れて来るんだ」


    「や、そうしたいのは山々だが……」


    　結局、曲矢に誘ゆう拐かいされた杏子の居場所は不明だ。


    　小沢の中に監禁された、っていうバカげた話は噓うそだとわかってしまった。


    　曲矢も未いまだ巽を再さい召しよう喚かんできすにいる。


    　それなのに正義くんは「大丈夫」と言った。


    「二人なら一いつ緒しよにいる。さっき見かけたよ」


    「正義くん、もしかして……」


    　俺たちのエア恋人の召喚を、補助してくれようというのか？


    　このチャンスを逃す手はない。


    　乗っかるんだ、正義くんのエア演技に──。


    「すぐそこだよ、ほら駅前の……」


    「正義……巽と杏子さんが一緒にいた、そう言いましたか？」


    　食い気味に正義くんへと詰め寄る曲矢に、先を越された。


    「そんな、巽の浮気相手が杏子さんだったなんて……」


    「っなわけねーだろうが！」


    　初めてかもしれない。


    　曲矢の妄もう想そうが展開する直前に阻そ止し、後頭部をパチンとやってやった。


    「どうしておまえは、何でもかんでも自分の妄想に取り入れちゃうんだ？」


    「だって……」


    「だってじゃねぇよ、杏子を返せ！」


    　たった一か月だけど、もう充分だ。


    　杏子に会えない現実、杏子のいない世界がどんなにつまらないかよくわかった。


    　すべて俺の未熟さのせいだ。隙すきだらけだからだ。


    「俺は、どうしようもないダメ人間だよ」


    「木村……？」


    「ガキの頃だったとはいえ、原因不明の眠りについた杏子の現実から……目を逸そらしてしまった。それだけじゃなくて、架空の杏子を作り上げて一緒にいるつもりでいた。エアでも何でも一緒にいられないと、辛つらいから……いつまでも現実を受け入れられないなんて、ガキの頃から何も進歩してねーんだ、俺は。おまけに、その妄もう想そうを誘ゆう拐かいされるし、偽にせ者ものを騙かたる幽霊ゴースト使いが、本物の杏あん子こみたいに思えたりとか……」


    「聞けば聞くほどサイテーですね、木き村むら」


    「だから言ってんだろ！」


    　膝ひざに力が入らなくなる。


    　冷たいアスファルトに膝をついたら、これこそ相応ふさわしい姿だと思った。


    「誰かに殴なぐって欲しいよ、俺は……俺は、自分にとって何が大切なのか見失いがちっていうか、会えなくなったのは、杏子なのかバスケ子先輩なのかもわからなかった！」


    「過去をひきずる男はモテないですよ？」


    「モテなくてもいーんだよ、杏子さえいてくれれば……曲まがり矢や、杏子を返してくれよ」


    　いや、そうじゃないんだ。


    「そろそろ杏子を返してもらうぜ、曲矢」


    「木村？　杏子さんは小お沢ざわさんの中に監禁を……」


    「おまえの言ってた杏子の監禁場所はもう、噓うそっていうか、勘かん違ちがいだってわかった」


    　小沢が杏子を演じていたのは、巽たつみをめぐるフラグバトルのためだ。


    「杏子は小沢の中に監禁なんかされてなかった！」


    「な、何ですか？　その覚醒寸前みたいな雰ふん囲い気きの真っ赤なオーラは……」


    　オーラ？


    　オーラなんて知らないぜ。


    　ただ俺の心の中で、杏子への切実な想おもいが迸ほとばしらんとしている。


    「曲矢、本当の杏子の監禁場所はどこだ！」


    「ど、どこと言われても……」


    　曲矢は視線をうろうろとさ迷わせる。


    　立場が逆転してみて初めてわかるというか、俺と曲矢は杏子をめぐってフラグバトルしている状態だったのかもしれない。エア的に弱っていた俺は、エア彼女を誘拐された。監禁先すらぼんやりとした曲矢の「誘拐フラグ」にすら、俺は負けていたのである。


    　要はこのフラグバトルに勝てばよかったわけだ。


    　杏子誘拐シナリオというこのフラグバトルに──。


    「杏子さんの監禁場所はですね。えっと、森の奥にある古城に……」


    「ピサじゃねーのか？」


    　俺は、曲矢の背にある傾いた塔を指差した。


    「考えてみれば、曲矢の行動範囲なんて知れてる。どうだ俺の推理！」


    「推理？　ただ大きな声で喋しやべってるだけじゃないですか。杏子さんは森の古城……」


    「古城なんてないだろ、新にい見み市に！」


    　当たり前の話だが、今、俺は俺のエア彼女を曲まがり矢やより上手うまくイメージできている。


    　一か月前は当たり前じゃなかったのだ。


    「他人にエアを誘ゆう拐かいされるなんて俺は……ホント、ダメなやつだった」


    　情けなくて立ち上がれない。


    　顔も上げられない。


    「俺は杏あん子こがいなければ……杏子に[image: ]しかられながらじゃないと、どうしようもないんだ」


    「木き村むら、杏子さんのイメージや設定を取り戻したのですか？」


    「曲矢、杏子は返してもらうぜ」


    「返す？　私がそんなことしなくても、木村は……」


    　靴音が聞こえる。


    　曲矢の補助があってこそだが、確かに──。


    　バラバラになってたイメージが今、ひとつになろうとしている。


    「杏子……」


    　そこにいる。


    　完全にイメージを捕まえてしまえば、エアを取り戻せる。


    「集中しろ、集中……」


    　何だか「もぉ」って感じのため息をつく杏子。


    　怒ってるよな、誘拐されたしな。


    「杏子、俺のこと許してくれるか？」


    　こんな俺だけど、もう少しだけ一いつ緒しよにいてくれるか？


    　もう一度笑ってくれるか？


    「あと少しで、イメージがひとつに……」


    　踵かかとを鳴らす癖くせ、俺的にはかなりツボなひらめ筋の引き締しまった脚。


    　竹刀しないに寄りかかる様はまるで体育教師のそれだ。


    「完全にイメージを捕まえたぜ。待たせたな、杏子……」


    　笑顔か？


    　涙か？


    「杏子、うおっ……」


    　予想外にも無表情。


    　黙だまって俺を見おろしながらポニーテールを結び直している。


    　武士が戦場へ赴おもむく三秒前みたいな顔だ。


    「カント、何してくれてんの？」


    「あれ？　久しぶりの再会なのに、何このぴりぴりひりつく感じ……」


    「監禁されたわよ」


    「あ、あぁ……」


    「縛しばられたわよ、閉じ込められたわよ」


    　あらぬ姿を想像しようとしたものの、自力脱出する剣士の姿しか想像できない。


    　それでも俺は、杏あん子この身体からだを抱きすくめた。「苦し……」って杏子が言うまで、杏子が首に巻いているスカーフに、一いつ緒しよにくるまれているみたいな心地だった。


    「や、カント。本当に今回ばかりは……」


    　一流のボクサーは拳こぶしひとつ分の隙すき間まがあれば、パンチを打てるらしい。


    　杏子は剣道を嗜たしなんでいるだけなのに、そのパンチを打てた。


    「カント、あんた曲まがり矢やに毒されすぎじゃない？」


    「鳩みぞ尾おち、鳩尾に入ったぞ……」


    　伊い藤とうくんを見上げる杏子の横顔は、剣士のそれだ。


    「杏子……さすがだぜ。戦いの匂においを嗅かぎつけたのか？」


    「そんなわけないでしょ」


    　伊藤くんが金かな棒ぼうを振り上げた。


    　すかさず逃げだす俺と曲矢はさしずめ蜘く蛛もの子を散らすようだったが。


    「話は後よ、カント」
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    　紙一重のところで後方に飛んでかわした杏あん子こは、スカーフで口元を隠した。


    　同時に、竹刀しない袋ぶくろから竹刀を抜きはなっている。


    　ふと、気づいた。


    「杏子、おまえ……霊れいが見えてんのか？」


    　そうだ、お泊まり保育の夜も、黒い服のお兄さんたちを見ていた。


    　霊感があるのか？


    「どういうことだ？」


    　ずっと気になっている。


    「どうしておまえ、あの日……眠っちまったんだ？」


    　杏子は俺を一いち瞥べつし、答えた。


    「まだその時じゃないよ、カント」


    　杏子の魔ま法ほうの言葉は、俺の記き憶おく回路の上に積もった雪を溶かし始める。


    



    　　　　　　　◇　◇


    



    　あの日、俺たちは隣となり町まちで迷子になった。


    　杏子が長い眠りにつく前に、俺たちは自転車で隣町まで行ったんだ。


    　小こ境さかい橋ばしでのこと──。


    「魔法の言葉を聞くと、たくさんの言葉が溢あふれてくるの」


    「どこから……？」


    「ここ……」


    　杏子が俺の胸に触れた。


    　俺は杏子の胸に触れた。


    　小さくも確かな鼓動に、二人して笑ったんだ。


    「杏子は、殺されたりしないよ」


    　殺される？


    　俺たちは追われていた？


    　幽霊ゴースト使いにか？


    　それはわからないが、そうだ。


    　俺は杏子を、何かから守ろうとしていたんだ。


    　だけど俺は小さかった。


    　弱かった。


    　すがるように願った、絵空事。


    「杏子は安全な場所に隠れてろよ。その間、俺が杏子を守ってる」


    「カントがあたしを守ってくれるの？」


    「悪いやつがいなくなったら、起こしに行くよ」


    「あたしは眠ってていいの？」


    「俺が行くまで起きるなよ。起きたらおまえ、泣いちゃうだろ？」


    　そうだ、杏あん子こを眠らせたのは──でもなぜだ？


    　杏子を守るためだ。


    　杏子を守るために俺は、エア彼女を作った？


    　よくは思い出せない。


    　だけどだいたい思い出してしまった。


    　杏子を眠らせたのは、俺だったんだ。


    　あの日、杏子を守るために俺が杏子を眠らせた。


    　そして寂しくなったからエアを生み出していた。


    　今わかるのはそれだけだが……、それだけで充分か。


    　なぜ杏子に幽ゆう霊れいが見えるのか、とか、俺たちは何に追われていたのか、とか──。


    　今はどうでもいいか。


    　噓うそでもエアでも、杏子にまた会えたんだから──。


    



    　　　　　　　◇　◇


    



    　伊い藤とうの金かな棒ぼうが杏子を叩たたき潰つぶしてしまった。


    　舞い上がる土煙に、曲まがり矢やが息を呑のむ。


    「杏子さんが……」


    「や、大丈夫だよ」


    　杏子は金棒を竹刀しないで受け止めていた。


    　伊藤の金棒を弾き返し、がら空きの脇わき腹ばらに一いち撃げきを叩き込む。遥はるかに体重差があるはずだが、その一撃は伊藤の巨体を傾かせた。すかさず巨体を吹き飛ばす一撃を続ける。


    　伊藤は小お沢ざわの元まで転がった。


    　なおも立ち上がろうとしたが、たったの二発で戦せん闘とう不能である。


    「そんな、伊藤くんが……きょ、今日のところはこれくらいで……あっ」


    　正まさ義よしくんが愛あいちゃんを召しよう喚かんし、小沢の退路を断たった。


    「伊藤くんは、その姿から察するにエア騎き馬ば兵へい化したエアだね？」


    「く……」


    「エア騎馬兵が何なのかわからないが、エアと幽霊の中間の状態といったところかい？」


    　フラグバトルで争ってる最中ってことか？


    　まだどっちのものとも確定していない状態？


    　伊い藤とうは、不良霊れいというよりは、幽霊になりきれていない元エアってことだろうか。


    　正まさ義よしくんはここぞとばかりにエアについて知ろうとしていた。


    「以前、僕たちはエア騎き馬ば兵を見たことがあってね。伊藤くんはそれによく似ている。エア騎馬兵についてはまだ不明な点だらけだが……とにかく伊藤くんはエアっぽい。伊藤くんはまだ完全に、エア側に傾かたむいていたフラグが、幽霊側に傾いていない状態というところかな。小お沢ざわさん、きみは伊藤くんをを上手うまく幽霊にできないでいるんだね？」


    「あなたたちがっ……あなたたちエアリアルは、エアを生み出すだけでやがて忘れてしまうじゃない。まるで幽霊みたいに、行き場所がなくなったエアはどこへ行けばいい？　だからあたしたちが、エアを、幽霊として、導いてあげるんだ！」


    「伊藤くんははそれを望んでいるのだろうか？」


    「何も知らないくせに、テキトーなこと言わないでよっ」


    　なおも小沢は戦おうとするが、幽霊がいなくては何もできない。


    「小沢、もう止やめようぜ」


    「木き村むらくん……」


    「確かに俺たちは、エアや幽霊について何も知らない。だけどこういう戦いが無意味ってことは、何となくわかる。俺たちのエアや、おまえらの幽霊……結局それは、俺たち自身の悩みとかそういうのが投影された姿だ。問題は、俺たち自身にあるんじゃねーか？」


    　自分で言ってて思った。


    　俺がやるべきことは、杏あん子この見舞いに行くことにほかならない。


    　十年も、起こし忘れていたんだ。


    　サイテーだ。


    　今すぐ行って、叩たたき起こして、「おはよ」って言わなきゃならない。


    　こんな戦いは無意味だ。


    「小沢、とりあえず話し合おうぜ？」


    「とりあえず……？」


    　時々、自分の薄うすっぺらさが嫌いやになる。


    　でもそれが俺の現実だ。


    　受け入れて、そして少しずつでも前へ進まなきゃならない。


    「テキトーなことばかり言わないで！」


    　小沢は地じ団だん駄だを踏ふむ。


    　そして、いつの間にか敵がもう一人。


    　そいつは着ていたカーデを腰に巻いて腕組みする。


    「小沢さんの言う通りですよ、木村はいつも噓うそばかりつきますね」


    「曲まがり矢や、テメーなんでそっちサイドに……」


    　あれ？


    　このタイミングで曲矢の目に、生気みたいなモノが──。


    「おい、曲矢……」


    「噓うそつきとは話したくありませんっ」


    　何のつもりか、俺を睨にらみつけてくる。


    「木き村むらの膝ひざ、本当はそんなに悪くないんじゃないですか？」


    　こんな時にいったい何だ。


    　何だかわからないが、でたらめが過ぎる。


    「俺の膝は、もうダメなんだよ」


    「でも昨夜、走れたそうじゃないですか。だいたい、スポーツ選手でどこにもケガがない選手なんていませんよ。皆、多かれ少なかれケガを抱え、騙だまし騙しやってますよね？　極限まで高めるための練習は、往々にしてその代だい償しようを払わされるものじゃないですか？」


    「そりゃそうだが……」


    　バスケ部の長は谷せ部べさんは腰、三羽がらすですらあっちが痛いこっちが痛いと言っている。


    　曲矢は懐かい疑ぎ的てきだ。


    「木村が悪いのは、本当に膝なんでしょうか？」


    　やな感じの、断定の眼まな差ざしである。


    「ホントはもっと悪い場所があって、それを隠すために噓うそをついてるのでは？」


    「は？　おまえ何を言って……」


    「木村はどうして裸にならないんですか？」


    　言ってる意味がわからない。


    「歩道橋の上で私、木村の胸に直接触れたことがありましたよね？」


    「はぁ？　肌に直接？　ていうか歩道橋の上で？　カント、あんた何やってんの？」


    　杏あん子こ、凄すごむのはやめてくれよ。


    　言い方だ、曲矢の言い方が悪い。


    「木村はどうして裸を隠そうとするんですか？」


    「普通するだろうがっ」


    「男の子なんだし胸くらい見せてくれても……皆さん、この慌あわてぶりを見てください」


    　注目は完全に、曲矢のものだ。


    「つーか俺、別に慌ててなくね？」


    「ごまかしきれると思ってるんですか？」


    「だから何のことだよ」


    「心臓のことですよっ」


    　しんと、静まり返った。


    　曲まがり矢やは声のトーンを落としたが、さっきより声は通り始める。


    「木き村むらは、サッカーの元ブラジル代表で日本でも活かつ躍やくしたある選手を知ってますか？」


    「さぁ、サッカーとかあんまりくわしくは……」


    「彼はですね。ゴールを決めた後、左の胸をトントンってノックしていました。彼は以前、心臓の病に冒されたことがあったんですね。病を克服し、再びピッチに戻った。そういった経緯から、『俺の心臓はこうして動いているぞ』と、そう表現していたんですよ」


    「それと俺とどういう関係が……」


    　俺の心臓にある秘密の小部屋が、ざわついた。


    「や、俺の胸を叩たたく癖くせはだなぁ、試合とかで緊きん張ちようするからつい……」


    「木村は昔、心臓の移植手術を受けたんじゃないですか？」


    　受けてるはずがねぇ。


    「初めて会った時からそうでした」


    　やられた。


    　まさかの展開というか、さっきの体育座りすら前フリだったんだ。


    　こいつぜんぜんぶれてなかったんだ。


    　曲矢の独り遊びプレイ、巽たつみシナリオに俺は、組み込まれている！


    「木村はどうして私を見つめる時、心臓の辺りを気にするのでしょうか？」


    「そ、それは……テメーの存在が、周囲の人間の心臓に負担かけるからだ！」


    「巽が昔、言ってたんですよ」


    　この辺りは何だか、慎重な物言いだ。


    「もし自分が亡くなったら、その時は、臓器を……命を……困っている人のために使って欲しい。そしてその時は、誰かの身体からだの中で生き続ける。誰かの代わりになってでも私のことを想おもい、傍そばにいてくれる……そう話していました」


    「おいおいおい、俺の設定いじるの？　俺の裏設定、作っちゃう気なの？」


    「巽の心臓、それは今、木村の心臓として生きているんですね？」


    　だからおまえを見ると、巽の心臓がおまえを思い出して騒さわぐとか？


    「や、待て待て、そんなファンタジー展開があるか！」


    　確か日本では十五歳未満の臓器提供は禁止されてるとか何とか。


    　こいつそういうのは知らないのか。


    「現実はあくまでも受け入れないってか……」


    　さもないともうエアですら、巽に会えなくなるからだ。


    　伊い藤とうを余裕で倒した杏あん子この敵意、それが曲矢に向けられる。


    「あんたねぇ、むちゃくちゃにもほどが……」


    「杏あん子こ、よせ」


    　曲まがり矢やは、弱ってる。


    　今言ったすべては曲矢が痛切に願ったことだ。ひょっとしたら少しの前進というか、巽たつみの死をほんのちょっとだけ受け入れようとする姿勢が見られる。すべてを代だい償しようにしてでも噓うそをつく気だ。巽を取り戻すための噓を──。


    　俺の裏設定という代償によって、真実に変える気だ。


    「木き村むら、もう言い逃れは……」


    「最初からだよ。最初に会った時から、俺の心臓は異変を感じていた」


    　恐ろしいやつだよ、曲矢サンノ。


    「ちょっとカント、曲矢に合わせるつもりなの？」


    　合わせてやらないとこいつ、泣いちゃうからさ。


    「俺の移植された心臓は、巽のモノなのかどうかはわからない」


    　こう言っておかないと巽が死んだことになる。


    　死んでるんだけど、曲矢の中では、もう少しだけ生かしてやらなければ──。


    「確かにそうだよ。曲矢、おまえのこと見てると胸がドキドキするんだ」


    「手術の傷跡……それを見せたくないから裸を隠すんですね？」


    「あぁ、そうだ」


    　杏子、わかってる。


    　そんな傷跡ねーから、風神とか雷神みたいな顔は止やめて欲しい。


    「木村はまだ、心臓が怖いんですよ」


    「心臓が怖い？」


    「移植するほどの病だったのだから、仕方のないことですね。心臓に過度の負担をかけないために、実際には存在しない左ひだり膝ひざの痛みを錯さつ覚かくし、ブレーキをかけていたんですね」


    　じゃあ何か？


    　俺の膝の十字[image: ]じん帯たい損傷はエア傷だとでも言うのか。


    　だったらハッピーだよ、ったく──。


    「でもな、曲矢」


    「なんですか？」


    「この心臓の高鳴りは、恋とか、そういうのじゃないと思うよ」


    　これを言わせたいんだろう？


    　体育座りでおまえ、こんな最悪のシナリオを考えていたわけだ。


    「この心臓の鼓動は、巽がおまえを感じてるものかどうかは……うおっ」


    　曲矢は俺の胸に耳を押し当てた。


    　気のせいか「美少女の香り」がしたような、しなかったような──。


    　杏あん子こが、幽ゆう霊れい相手に抜かなかった木ぼく刀とうを用意する。


    　大丈夫だ、杏子。


    　何だか勘かん違ちがいしちゃいそうな雰ふん囲い気きだが、こいつはあくまでも友達未満だ。


    「巽たつみの心臓の音かどうかは……わかりませんね」


    「だろうよ」


    「あの日……巽は私の前から突然、姿を消しました」


    　出た、遠い目。


    　今日はまた一段と遠く、駅よりずっと向こうへ視線を投げている。


    「巽はどこへ行ったんでしょうか？」


    　杏子、言っちゃダメだぜ。


    　巽は亡くなっていて、もういない。


    　曲まがり矢やだっていつかは、巽の死を受け入れるだろうからその時までは──。


    　もう少しだけ今のままでいさせてやろうぜ。


    「巽は死んでしまったんでしょうか？　心臓は、今どこか別の場所で……」


    　ここだ、この瞬しゆん間かんなら絶対に巽のイメージを捕まえられる。


    　エアを召しよう喚かんできる。


    「曲矢、今……」


    「あ……この音は……？」


    「タイミングは逃さないか、さすが曲矢……」


    　銀細工のアクセサリーが擦こすれ合う音が、静せい寂じやくの中に響ひびいた。


    「巽、いるんですか？」


    　ふり返って確認すれば済む話だ。


    「巽だけは噓うそをつきませんよね？　いつまでも傍そばにいる、そう言ってくれましたよね？」


    　大根役者もいいとこだ。


    　曲矢は、スカートがふわってなる感じでふり返る。


    　喜べ喜べ、念願の巽幸ゆき雄おだ。


    「巽……」


    「えっ？　おい、曲矢どうして……」


    　曲矢は顔を手で覆おおってしまった。


    　マジ泣きは勘かん弁べんって芝居を合わせたのに、台無しだ。


    「ずるいやつだよ……おまえは」


    　泣いてる曲矢の背中は、友達未満の俺でさえ抱きしめてやりたくなった。


    　巽の抱ほう擁ようがまた自然というか優雅で、ちょっと妬やけた。


    「曲矢サンノまで、噓をつくの？」


    　長い時間、曲まがり矢やの芝しば居いにつきあうように黙っていた小お沢ざわが口を開く。


    　曲矢が加勢？


    　そんな淡い期待を胸に見守っていたらしい。


    　ひとのいいヤツ……っていうかなんて言うか。


    　曲矢は自分の独り遊びプレイのために割って入っただけなのに──。


    「小沢……曲矢がおまえに味方する流れとかないよ、ないない」


    「今、そよ子の味方っぽかったのに、自分のため？　巽を召喚するために噓うそついたーっ」


    　小沢が数じゆ珠ずを胸に抱だく。


    　何か呟つぶやくと、伊い藤とうが、急に元気を取り戻して立ち上がった。


    　元気すぎる。耳をつんざくような咆ほう哮こうを上げ、金かな棒ぼうをめちゃくちゃに振り回し始める。


    「木き村むらくん、いったん離れた方がいい！」


    「けど正まさ義よしくん、まだ曲矢が……」


    　曲矢はまだ泣いていた。


    　でも心配なかった。


    「曲矢、おれはけして噓をつかないよ」


    「巽たつみ……」


    「曲矢の傍そばで、曲矢を守り続けるよ」


    　かじかんだ指で、曲矢は巽の手を握りしめる。


    「いいえ、巽は巽でどこへ行ってしまっても構いませんよ」


    「曲矢……」


    「私が追いかけて、巽の傍にいますから」


    　俺は、逃げるのを忘れていた。


    「どんなに離れても巽のこと思ってますよ。たとえ二度と会えなくなっても私、会えるまで巽のこと捜し続けますよ。会えなくたって、会えるまで、忘れないんですから」


    　真冬の寒さを思い出させる、寂しい告白だった。


    「曲矢を、泣かせたのか？」


    　巽がコートの裏側から剣を抜いた。伊藤を睨にらむ。


    　伊藤が巽のことを押しつぶしてしまったが、や、巨体を片手で押し返した。


    「や、巽……おまえはおまえでムダにかっこよすぎじゃね？」


    「巽幸ゆき雄お……」


    　小沢は、伊藤を庇かばうように立ちはだかった。


    　小沢は印を結んで集中を開始、伊藤を守ろうと表情を険けわしくする。


    「そよ子は、戦わなきゃならないんだ。この呪じゆ文もんは、そよ子の命を削るけど……」


    「小沢、そういうのはさすがにやめとけ！」


    　これは、何かやばそうだ。


    「その世の炎／あの世と／この世の／境界線を／焦こがしてー♪」


    　魔ま法ほうを撃うった衝しよう撃げきで後方に吹っ飛ぶ。


    　どうやらすげー威い力りよくだ、っていう演出によって射出されたのは炎の卵。卵はアスファルトの上を這はうように飛んで来る。そして卵は孵かえった。炎の鳥は見る見る成長、甲かん高だかい声を発する嘴くちばしは鋭い。俺などひと呑のみにされそうだ。翼つばさを広げた姿は戦せん闘とう機き並みの威圧感だ。


    「これは、やばくねーか？」


    　幽ゆう霊れいを見るメガネや桃の清涼飲料水は、諸もろ刃はの剣つるぎだ。


    　実際この目で見てしまえば、妄もう想そう力りよくのたくましさから温度まで感じてしまう。


    「熱っ、アチチ！」


    　広場を旋せん回かいする炎の鳥の身体からだから舞い散る火の粉。


    　たちまち広場は炎の海と化した。


    「やっちゃってー♪」


    　大空に舞い上がった炎の鳥は、真まっ直すぐこっちに急降下して来る。


    「巽たつみ、何をぼーっとしてんだ！」


    　巽は上空から飛来する炎の鳥を見ていない。


    　背後で金かな棒ぼうを振りかぶる伊い藤とうも見ずに、曲まがり矢やに微笑ほほえみかけていた。
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    　すがりつく曲まがり矢やをバスケットゴールの下へと促すその背中、伊い藤とうの金棒が唸うなる。


    　直ちよく撃げきだった、半身になって避さけなければ。


    　俺は叫んでいた。


    「巽たつみ、おまえも避ひ難なん……？」


    　巽の姿が消失する。


    　そういえば巽には、鍛たん錬れんで身につけた短たん距きよ離り瞬しゆん間かん転移という技があるとかないとか。


    「ずるーい！」


    　地じ団だん駄だを踏ふむ小お沢ざわの正面に巽が現れる。


    　小お沢ざわはにやりと笑った。その手にはスタンガンが握られている。


    「雷の霊……」


    　小沢はまだ何か喋しやべろうとしていたが、巽の黒いコートが閃ひらめいた。


    「言ったはずだ、小沢さん」


    　巽は小沢に何か言っただろうか。


    「言ったはずだ。動けば、切るとね」


    「言ってねぇ！」


    　彼女が彼女なら彼氏も彼氏か。


    　巽が剣を収めると同時に、イケメンに吹く風が止やんだ。


    　前髪とコートの動きが止む。


    　小沢は天を仰いだ。


    「悔しい、悔しいよぉ……」


    　炎の鳥はピサの最上階付近で燃え尽き、消える。


    　小沢は膝ひざをついて蹲うずくまった。


    　俺たちが幽ゆう霊れいの攻こう撃げきでダメージを負うのと同じように、エアの攻撃は有効らしい。


    　前のめりに倒れて気を失う小沢にちょっと同情、悪役は似合わないというか。


    「つーか俺のクラスメイトなんだけど、まさか殺してないだろうな？」


    「おれと曲矢との絆きずなは、幽霊などに脅おびやかされはしないんだ」


    「や、巽。おまえも人の話聞けよ」


    　結局、曲矢は最後までぶれなかった。


    　巽との絆をより深めるための独り遊びプレイに、まんまと巻き込まれた気がする。


    「おまえら……」


    　抱き合う曲矢＆巽はようやくハッピーエンドだ。


    　多大な犠ぎ牲せいの上にあるハッピーエンド。


    「小沢、生きてるか？」


    　一方、俺たちはどうだ。


    「小お沢ざわ……クラスメイトだし、俺が介かい抱ほうしなきゃだよなぁ……？」


    　杏あん子こは竹刀しないを担かついでいる。


    「カント、あんたは……」


    「言うな、わかってる。俺がどれだけダメなやつか、よくわかったつもりだ」


    「本当にわかってるの？」


    　杏子は頭を振ったが、「しょーがないなぁ」って笑った。


    　小沢を抱きかかえた俺の背中に負おぶさって来る。


    「ちょ、おま……」


    「ありがとね」


    　何に対する「ありがとう」なのかわからなかった。


    　でも救われた気がしたんだ。


    



    　エア、そして幽ゆう霊れい──。


    　結局、問題は俺たち自身にあるってことを──。


    　そんなことを考えていた。
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    　百日紅さるすべり女子高校のテニスコートに、粉雪が舞い始めた。


    　審判台に上がった乃の々の花かがコールする。


    「1ワン Setセツト matchマツチ Magariyaマガリヤ toトウ serveサーブ. Readyレデイ?」


    　テニスウェアに身を包んだ曲まがり矢やは、何かを二度、コートにつく仕草を見せた。


    　俺は独りで観客席だ。


    　曲矢と蝶々パピヨンのエアテニス対決を見守る。


    「Playプレイ !」


    　審判のかけ声を合図に、曲矢が左手を掲げた。


    「曲矢、大丈夫なのか？」


    　ボールが見えない。


    　曲矢のエア力が今ひとつ発揮されていない証拠だ。


    「いきますよ！」


    　曲矢、気合い一いつ閃せん。


    　しかし、強烈なサーブの素振りにしか見えないのだが──。


    「やはり、こんなものですか？」


    　コートの反対側、エンドラインに沿って走りながら広ひろ田たは笑みを浮かべた。


    　短いスカートがひらりと舞う。


    「サンノ……たった一年でずいぶん鈍にぶったものですね」


    　広田はバックハンドの素振りで対応した。


    　ボールが見えた。


    　広田のエアは確かだ。


    　ネット際ぎわに走っていた曲矢はボール目がけてジャンプしたが、届かない。


    「そんなにはしゃぐことなくてよ、乃の々の乃の」


    　広田は、俺と乃々乃エアしかいない観客席に向かって手を挙げた。


    　そして長い髪を搔かき上げて微笑する。


    「サンノ、あなたが戻る場所などもうありません」


    「蝶々パピヨン……」


    「戻りたいなら、わたくしに勝ちなさい。自分の居場所は、自分で勝ち取るもの……そう教えてくれたのは、どこの誰でしたか？　サンノではありませんでしたか？」


    　広田はラケットで空気を拾った。


    　曲矢に向けてラケットを振れば、ボールが出現し曲矢の額に直ちよく撃げきする。


    「無ぶ様ざまですね、サンノ。さっさとゲームを続けませんこと？」


    　曲矢はよろよろと立ち上がり、エンドラインへ戻った。


    「木き村むら、見届けてくださいね」


    「あぁ……」


    　明らかに劣勢の「因いん縁ねんの対決」だが、お約束の結末が待っているに決まっていた。


    　それでも俺は見届けなければならない。


    　なぜならこの後、俺は曲まがり矢やに──。


    　別に俺は一人だっていいのだが、エア彼女の杏あん子こが曲矢に言ったのだ。


    『曲矢、一いつ緒しよに病院へついて来てくれない？』


    　杏子から曲矢への頼たのみ事なんて初めてだ。


    『カントと一緒に病院へ……頼める？』


    『いいですよ。その代わり蝶々パピヨンとの対決を見届けてくれますか？』


    　この勝負を見届けると約束したものの、俺はこの後の見舞いのことしか考えられない。


    「杏子は暗に、俺がびびってること指摘してるのか……」


    　だから杏子は曲矢に付き添いを頼んだのか？


    　確かに、容易な覚悟では杏子の見舞いに行けないが──。


    　曲矢が空気をトス、そしてサーブ。


    　広ひろ田たは薄うすく笑った。


    「これが限界というならば、笑えませんよっ」


    　打ち返した。


    　曲矢のバックハンドに、広田は拍子抜けしたように肩をすくめる。


    　ゆっくりとスマッシュの体勢に入った。


    「去りなさい、サンノ。もはやあなたの戻る場所ではありません！」


    　ネット際ぎわの曲矢は微動だにしなかった。


    　その表情に落胆の様子はなく、むしろ自信に満ちている。


    「なんですって？」


    　広田は慌あわてて駆け出し、エンドラインぎりぎりでバックハンドの素振りを見せた。


    　勢いそのままに転倒し、目を見開いて叫ぶ。


    「巽たつみっ、曲矢……巽を取り戻したのですか？」


    「蝶々パピヨン、小しよう吉きちくんに指示を出した方がよくないですか？」


    　曲矢はスマッシュの体勢だ。


    　曲矢ＶＳ蝶々パピヨンのエア試合はクライマックス。


    「あ……見えた」


    　曲矢がラケットを振った瞬しゆん間かん、黄緑色の公式球が出現する。


    　サイドラインを狙ねらった一いち撃げきだ。


    「小吉！」


    　広田が叫ぶも、ボールはコートに弾む。


    「Gameゲーム Magariyaマガリヤ firーsスtト gameゲーム!」


    　乃の々の花かが第一ゲームの勝者の名を挙げた。


    「一本決めただけなのに……。ま、圧倒的なワンプレイだけどさ」


    　っていうかダブルスだったのかよ。


    　こいつら基本的に、ノリ重視である。


    　広ひろ田たは小しよう吉きちを罵ば倒とうする。


    「小吉、今のは取れたはずですよ。言い訳は結構、わたくしとサンノの実力は拮きつ抗こうしているのですから、もし負けたら……巽たつみと小吉の実力差ですからね！」


    「蝶々パピヨン、もう止やめましょう」


    　曲まがり矢やは巽に寄り添って微笑ほほえんだ。


    「巽と相談したんですよ、ね、巽」


    「何の相談ですか？」


    「私は、新にい見みセントリボンには戻らないことにしました」


    「なんですって？」


    「楠くすのき女学院のエア部に入ってみようかと……」


    「あんな弱小チームにですか？」


    「同じ一年生に桐きり山やまという有望な選手もいますし、それに……」


    　曲矢は白壁の校舎を見上げる。


    　コートの戦いを見守る新見セントリボンの面々が、校舎から顔を出していた。


    「蝶々パピヨンたちはもう、私抜きでもいいチームになってますよ」


    「けれど、サンノ……」


    「蝶々パピヨン、勘かん違ちがいしないでください」


    　曲矢は広田の左手を横切って観客席こつちにやって来る。


    「これは私の挑戦なんです」


    「挑戦ですって？」


    「私がいた頃、新にい見みセントリボンは県内に敵なしでした。ずっと思っていたんですよ。もし戦えば、どうなるだろうか。勝てたら、どんなに嬉うれしいか……最高のチームでした」


    「だったら戻れば……戻ってくださっても……皆が喜びますから」


    「いいえ、私は挑戦します」


    　曲矢は、背中で語った。


    「戻るよりも、倒す方が楽しみになってしまいました」


    「サンノ……」


    「怖いですか？　私が抜ければ、最高のチームでなくなりますか？」


    　言葉を失う広田に代わって、審判台の乃々花が言った。


    「わたしたちは負けない」


    　校舎で観戦した十数人のメンバーが口々に、「望むところよ」と宣言する。


    　曲まがり矢やは微笑ほほえみを浮かべていた。


    　思うがままのエア展開なのだから、そりゃ満足だろう。


    　対して俺の緊きん張ちようは最高潮ピーク。


    「木き村むら、お待たせしました」


    「お、おぅ……」


    「どうしました？　早く、杏あん子こさんのお見舞いに行きましょう？」


    　曲矢に促され、鞄かばんを背負った。


    　降り出した粉雪が、冷たい雨に変わろうとしている。


    



    　　　　　　　◇　◇


    



    　大だい算さん大付属病院、七○八号室──。


    「木村、心の準備はいいですか？」


    　ここまで来て心の準備も何もない。


    　遅すぎた、待たせすぎているのだ。
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    「ふぅ……」


    　ひとつ深呼吸する。


    　大きな引き戸の取っ手は、氷のように冷たかった。


    　だけど驚おどろくほど簡単に──。


    「あ…………」


    　あるいは、拍子抜けするくらい簡単に開いた。


    　真っ白だと思った。


    　窓の向こうの曇どん天てんや薄うすい青のカーテンがあるのに、壁や天てん井じようの白が目についた。


    「木き村むら、寒くないですか？」


    　カーテンが揺れている。


    　真冬だというのに、窓が開け放たれていた。


    　部屋の奥にベッド──ベッドを囲む薄い青のカーテンが揺れている。


    「杏あん子こ……」


    　待たせた。


    　待たせすぎた。


    　薄いカーテンすら邪じや魔まに思える。


    　俺たちを隔へだてていた十年という時間、それをようやく乗り越えられるのだ。


    　ずっと会いたかった。


    　妄もう想そうの杏子を生み出し、一いつ緒しよにいるつもりでいた。


    　たくさん謝らなければならない。


    　傍そばにいたいんだ。


    　触れたい。


    　ごめん。


    「木村」


    　曲まがり矢やは窓辺でひとつ頷うなずきをくれる。


    　カーテンに手をかけた。


    　そして開いた。


    「木村？」


    　曲矢は何度も俺の名を呼んだ。


    「木村、どうしたんですか？　木村？」


    　どうしたのか？


    　杏子が──。


    「木村？」


    　杏子がいない。


    　誰もいないんだ、曲まがり矢や。


    　眠り続けているはずの杏あん子こが、ベッドを離れることができないはずの杏子が──。


    「どういうことだ？」


    　ベッドは整えられたばかりに見える。


    　何もなかった。


    　ここに杏子がいる、あるいは、いたという痕こん跡せきを何ひとつ見つけられない。


    「杏子？　どこだ？」


    　どこにもいない。


    　誰もいない。


    　開けっ放しにされていた窓から入る風が、ひたすらに冷たい。


    「おかしいですね。まさかとは思いますが……」


    　曲矢は窓の向こうを覗のぞき見た。


    　曲矢の脳裏を掠かすめた負のイメージ、そのイメージは弱そうだ。もしイメージが強かったならば、窓から顔を覗かせて「下に誰か落ちていないか確認」などできるはずがない。


    「そうですよね。そんなはずないですよね」


    　曲矢は白い息をひとつ。


    　俺も下を覗きこんでみる。


    　窓の下は駐車場になっているが、まばらな駐車車両があるだけだ。


    「だとすれば、杏子さんはいったいどこへ……」


    　わからない。


    　ここへ来ればいいと思っていたのに、杏子に会えなかった。


    「木き村むら？　どこへ行くんですか？」


    　とにかく一度、部屋を出たかった。


    　座りたい。


    　だけどベンチを探す気力もなくて、廊下の壁に背を預ける。


    「あ……」


    　七○八号室の名札ネームプレート──。


    　一か月前には確かに「関せき杏子」とあったはずが、なくなっている。


    「どうなってんだ？」


    　昼食の配はい膳ぜんが行われている、賑にぎやかな時間帯。


    　院内は賑やかな雰囲気ムードだ。


    　俺は廊下に立ち尽くしていた。


    　部屋を出た曲矢は、何も言わず隣となりに並ぶ。


    「……」


    「…………」


    　俺たちは、閉じていく扉を眺めていた。


    



    



    　真冬の風は静かに、カーテンを揺らしていた。


    　扉は再び閉ざされた。


    
      了

    

  


  
    　あとがき


    



    



    　突然ですが「あとがき日本一」とは、どなたでしょうか。


    　あとがき日本一──。


    　あとがきを日本一読む強つわ者ものとは？


    　自分はあとがきをよく読む方と言いますか、あ、ご挨あい拶さつが遅れてしまいました。


    



    　中なか村むら九く郎ろうと申します。


    　まずは、本書を手に取って下さった皆様に感謝！


    



    　第二巻の刊行となりました。


    　前巻から間が空いてしまったので、自分は、担当Ｙ氏に言いました。


    「エア二巻を出版済みという体で、三巻だと言い張ることはできませんか？」


    「架空の二巻、エア二巻ですか」


    　担当Ｙ氏は微ほほ笑えみました。


    「エア二巻なら読みました」


    「えっ、読んだんですか？　エアなのに？」


    「読みましたが、余裕でボツなので、リアル二巻の方をお願いできますか？」


    　Ｙ氏のお願いは、恐ろしすぎる。


    　その一端がこのあとがきだということを、ここでお報しらせさせてください。


    



    　何だかんだと一仕事を終えた自分は、いい知れない開放感に浸ひたっていました。


    「何だろうか、いつもと違うこの感じは」


    　あとがきだ！


    『あとがきをお願いできますか？』


    　息の根を止める系統のあの呪文が、今回は聞こえてこないのです！


    　なぜか、Ｙ氏はあの呪文を使って来ません。


    　ＭＰが切れたのか？


    　力を貯ためているわけでもなさそうだ。


    　もしかして、もう自分はＹ氏をやっつけたのかもしれない！


    「やっつけた？　やっつけたなら……もう……もう、ゲームをやっていいんだ！」


    　秋は過ごしやすい季節ですね。


    　空気が美お味いしいですね。


    　そういえば以前、こんな話を耳にしました。


    『本は数頁ページ単位で印刷して作られるため、それによってあとがきの頁数は変わる』


    　零ゼロだったのですね。


    　今回は、あとがきに回せる頁数が零だったに違いない！


    「へへへ、ざまーみやがれ。やってやった、やってやったぜ。ぎゃはははははははは！」


    　思えば完全な死亡フラグ（↑）でした。


    　ゲームショップでまったりと物色したソフトの数々、それらもまた死亡フラグでした。


    　不気味な震動──。


    　そして禍まが々まがしく鳴り響いた、ケータイ電話。


    「こんな時にいったい誰が……え、Ｙ氏？」


    「そういえばお願いし忘れてたのですが、あとがきをお願いできますか？」


    　息の根が止まりました。


    　一頁か二頁、あとがきのスペースが残っていたのでしょうか。


    　自分は観念して訊たずねました。


    「一頁ですか？　二頁ですか？　まさか、三頁もありますか？」


    「六頁♪」


    　夢から醒さめるとはこのことですね。


    　ゲームソフトはもとの場所へ返却です、このゲームも、あのゲームも……。


    　秋は切ない季節でもありますね。


    



    　こうして今に至っておりますが……。


    「ダ、ダメだ。何も思いつかない！」


    　毎度お馴な染じみの展開です。


    　何も思いつかないので、いろんな作家さんのあとがきを開いたりします。


    　何度も何度も読み返します。


    「そうか、こんな風に書けば……」


    　しかし、何事もそう簡単には身につかないものです。


    「ダ、ダメだ。ダメだぁ！」


    　永遠に続くのではと思われるスパイラルですよ、これは。


    　その時、自分は気づきました。


    「上う手まくあとがきを書く方たちは、幾いく多たの試練を乗り越えたのでは？」


    　このスパイラルから這はい出した強つわ者ものたちは、遙はるか彼方かなた。


    　彼方の眩まばゆい逆光──。


    　あの中に見えるのは、「あとがき日本一」のお方！


    　こうやってうんうん唸うなりながら、そして何度もいろんなあとがきを読んでこそですね。


    　あとがき日本一への道は険けわしく遠い！


    



    　前フリはこのくらいで（長っ）。


    　この『曲まがり矢やさんのエア彼氏』は、自分が思っている以上に、いろんな人のおかげで形になっているぞ、って感じるできごとがありました。自分は昔から、アテもなくぶらつくことが好きです。車に乗るようになってもそのテキトーさは変わりませんが、友人も同様。


    　決まって集まる野郎どもがいます。


    　この夏「野郎ども、見知らぬ森で大遭そう難なん♪」の巻がありました。


    　しかも真夜中です。


    　真っ暗闇の中、車のヘッドライトが照らし出した、謎の看板──。


    『関係者以外立ち入り禁止』


    　絶望感が広がる中、助手席の野郎が「やった、やったぜ」と呟つぶやきました。


    「行こうぜ、立ち入ろうぜ」


    「おまえ、何言ってんだ。関係者以外立ち入り禁止、って書いてあるじゃないか」


    「あ、そうか」


    　なぜ自分のことを関係者だと思ったのか。


    「どうかしてんじゃねーか、木村」


    　自分は後部座席で「あっ」と声を上げました。


    　まったく気づきませんでしたが、『曲矢さんのエア彼氏』の主人公と同じ名字です。モデルにした覚えはなかったのですが、よくよく考えて見ると何となく似てる。そういうことを言えば、周りの友人、知人のあれこれが、作品の端はし々ばしに反映されているのですが……。


    　そんなわけでしみじみと思いました。


    　いろんな人たちのおかげです。


    　あざーす！


    



    　何度も読み返していただいた担当Ｙ氏。


    　細部まで表現してくださっているイラストのうき様。


    　校こう閲えつ様はじめ、この本に関わってくださっているすべての皆様。


    



    　そしてこの本を手に取ってくださった方に感謝！


    　感謝！


    



    
      　　二〇〇九年十月　　　中なか村むら九く郎ろう
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